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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　思い出を紡つむごう







　春の風に撫なでられた庭木の枝えだ葉はが、くすぐったそうにさざめく。


　悪戯いたずら者ものの風だ。まるで木を揺ゆすって音を奏かなでることを楽しんでいるかのような。


　しかし、その音も木こ漏もれ日の中で微睡まどろんでいると心地ここちよい音楽となる。うつらうつら、夢ゆめを見ていた。


　くるくると万まん華げ鏡きようのように変わる場面はどれも見たことのある懐なつかしい風景。他愛ない、思い出の欠片かけら。


「あらあら。いけませんよ、エスメラルダ様」


　誰だれかの慌あわてたような声がした。それに続いて、頰ほおに何かが当たる。


　瑞みず々みずしくて、ひんやりとして、優やさしく香かおる何か。


　ゆっくりと瞼まぶたを持ち上げ、微睡みから這はい出した。その視し界かいに飛び込んできたのは、一面に広がる花、花、花。


「お花のベッドなの！」


　得意げに両手を広げ、幼おさない少女が言った。金色の髪かみが木漏れ日に眩まばゆく輝かがやいている。


　胸むな元もとに落ちていた白い雛ひな菊ぎくを一輪、手にとってみた。庭木にもたれてうたた寝ねをしている間に、花で体を埋うめ尽つくされそうになっていたようだ。


「どこから持ってきたの、これ」


　苦く笑しようしつつ言うと、少女と彼女に注意した女官の娘むすめがこちらを向いた。


「すいません、お起こししてしまって。花か壇だんから盛さかりを過すぎた花をもらったんですよ。でも、エスメラルダ様が欲ほしがったので……。本当は活いけて飾かざろうと思ったんですけど」


　まさかこんなことをするなんて、と頰に手を添そえて困こまったように溜ため息をつく。彼女の栗くり色いろの巻まき毛はもう見み慣なれたものだが、以前よりそばかすは薄うすくなったように思う。最近は特に綺き麗れいになったと、同じ女の目から見てもわかる。それは彼女が、もう夢見がちな少女ではないからかもしれない。


　ふと、傍かたわらに置いた揺ゆりかごに視線を落とす。そこにも白い雛菊がわんさと入れられていた。


　しかし、そこで眠ねむっている赤ん坊ぼうは我われ関かんせずと静かな寝息を立てている。葡ワ萄イ酒ン色の和にこ毛げがふわふわと風に揺れ、何か夢でも見ているのか、艶つややかな唇くちびるがもごもごと動いていた。


　桃もも色いろのふっくらした頰。撫でるように軽く指先で触ふれると、ふにっと笑った。こちらもつられて笑ってしまう。


「スピネルにもお花あげるのー」


　弟に構かまいたいエスメラルダは芝生しばふの上にまき散らした花を拾っては揺りかごの中に放ほうり込んでいく。小さな手でせっせと花を拾う姿すがたは可愛かわいらしいが、このままでは本当に花に埋うめられてしまう。


「エスメラルダ、それ全部あたしにちょうだい」


「おかあさま、お花ほしいの？」


「うん。欲しいの」


　そう言って両手を差し出すと、エスメラルダは嬉うれしそうに抱かかえた花を持ってきてくれた。ひとまず、これでスピネルが花に埋もれることはない。


「キャスにもあげてね」


　もともと彼女が活けようと思っていた花だ。あげるというより返すといったほうがいいかもしれない。しかし、母の言葉に従したがったエスメラルダが小さな手で数本の雛菊を差し出すと、女官のキャスは勲くん章しようでも授じゆ与よされたかのように、本当に嬉しそうに頰を緩ゆるませた。


「ありがとうございます、エスメラルダ様」


　しゃがみ込んで視線を合わせ、キャスがお礼を言うとエスメラルダは照れたようにえへへー、と笑った。この小さな姫ひめ君ぎみは笑顔一つで見る者の心を掌しよう握あくする。子こ供どもならではの、無む敵てきの武ぶ器きだ。キャスもすっかりその武器にやられてしまい、地面に膝ひざをついてエスメラルダを抱だき寄よせる。


「本当にもぅ、可愛らしいですね。嫌いやなことなんてみんな忘わすれちゃいます」


「嫌なこと？　何かあったの？──あぁ」


　訊たずねてから、心当たりに気がついた。キャスを見てにたりと笑う。


「またあいつと喧けん嘩かでもしたか」


　言ってやると図星だったらしく、キャスはエスメラルダを抱いたままむすっと頰を膨ふくらませた。こういうところは、少女だった頃ころとちっとも変わっていない。


「全部あっちが悪いんですよ。──ヘリオトロープ様が羨うらやましいです、ティグル様に大切にされていて。なのにあの人ってば、わたしがちょっと注意しただけで怒おこるんですよ。同じ顔なのに、どうしてああも性せい格かくが違ちがうんでしょう」


　キャスが羨んでいるのは、遠い異い郷きようの島からやってきて以来ずっと居い座すわっている少女だ。グラディウスでの食事をよほど気に入ったようで、料理の技ぎ術じゆつを身につけて里帰りした際さいには故ふる郷さとの人々に振ふる舞まうつもりらしく、毎日厨ちゆう房ぼうに籠こもっては、故郷から連れてきた二人の従者に味見をさせている。しかし出来上がる料理はほとんどが食材の無む駄だ遣づかいという有様で、従者たちが具合を悪くすることもしばしば。彼女が里帰りできる日はまだまだ遠そうだ。


　そんなヘリオトロープがグラディウス王おう城じように居座り続けていられるのは、女王の客人という扱あつかいを受けているから。しかしそれは建前で、本当の理由は別にある。


　彼女が故郷を離はなれて北の異国へやってきたのは、必ず会いに行くという約束を守るため。そしてその約束を交かわした相手が、先ほどキャスの口に上のぼったティグルだ。


　グラディウスの魔ま導どう騎き士したる青年がヘリオトロープと出会ったのはまだ見習いの少年だった頃のことだが、今ではすっかり背も伸のびて精せい悍かんな顔つきになり、立りつ派ぱな騎士として女王に仕えている。


　そんな彼がヘリオトロープと睦むつまじく過すごしている姿を思い出してキャスが溜め息をつくのは、ティグルの双ふた子ごの兄である若わか者もののことを脳のう裏りに描えがいているからだ。


「そっちが年上だからっていつまでも子供扱いするな、って言うんですけど、実際子供なんですもの。仕方ないと思いません？　すぐに拗すねるし怒るし、昔とちっとも変わらないんですよ」


「じゃあヘリオトロープに頼たのんで取り替かえてもらえば？　顔は一いつ緒しよなんだし」


　ぶちぶち文もん句くを垂たれ続けていたキャスだったが、その一言に面食らって押おし黙だまった。そういう反はん応のうを期待していただけに、堪こらえきれず笑ってしまう。からかわれたのを悟さとったキャスは抱いていたエスメラルダを解放して立ち上がり、ぷいっと横を向いて言った。


「あんなの押しつけたらヘリオトロープ様に失礼です。それに、あの人はわたしがお世話して差し上げないと立派な大人になれそうにありませんもの」


「そうそう、ちゃんと育ててやんなよ。年上なんだからさ」


　スピネルの揺ゆりかごに入れられた花を拾いつつ、笑みを含ふくんで言ってやる。


　これ以上ここにいると、もっとからかわれるとキャスは危き険けんを察したのだろう。そういえば急用が、なんて白々しく言って、踵きびすを返してさっさとその場を去って行き──少し進んだ先で、肩かた越ごしに振り返った。


「一つだけ申し上げておきますけど、わたし、あのご兄弟が同じ服を着て同じ髪形をしていたって間ま違ちがえない自信ありますよ。どこかの女王陛へい下かみたいに匂においでわかるんです。──ルビーウルフ様」


　そう言って笑う横顔はどこか誇ほこらしげだった。言いたいことだけ言って駆かけ去っていく彼女の背せ中なかを、ルビーウルフは紅こう玉ぎよくの瞳ひとみに苦く笑しようを湛たたえて見送る。


「それを直ちよく接せつ本人に言えばいいのにねぇ」


　とはいえ、自分も昔は似にたようなものだったから偉えらそうなことは言えない。見ていて楽しいから口出ししない、というのもあるが。


「おかあさま、おかあさま」


　キャスに置いて行かれたエスメラルダはせっせと雛ひな菊ぎくを母のもとにかき集め、それが終わると何かを期待するような目で一束の花を突つき出してきた。


「わんわたちにも、あげていい？」


　彼女が言う『わんわ』とは、この王城に住まう狼おおかみたちのことだ。ルビーウルフを頂ちよう点てんとして成り立っている群むれで、砂すな色いろのケーナは子守を買って出てくれることもある。エスメラルダにとって狼たちは家族であり良き友だ。


　しかし、獣けものである彼らは花など貰っても喜ばない。ケーナあたりなら控ひかえめに尾おを振って受け入れるかもしれないが、白はく狼ろうのフロストは間違いなく迷めい惑わくがる。白い毛の隙すき間まに花を差し込まれて、むすっと不ふ機き嫌げんな顔をする彼の姿すがたが容よう易いに想そう像ぞうできた。


「それはそれで笑えるけど……。そうだ」


　エスメラルダが集めてきた花を数本拾い上げ、ルビーウルフは幼い娘に微笑ほほえみかけた。


「いいもの作ってあげる。ちょっと待ってて」


　そう言って、手にした白い雛菊を編あみ始めた。三本を束にし、それを軸じくに次の三本をくるりと巻き付け、その行こう程ていを繰くり返して少しずつ長くしていく。


「なに？　なぁに？」


　父親譲ゆずりの翠みどりの瞳ひとみをくりくりとさせ、エスメラルダは興きよう味み津しん々しんと手元をのぞき込んでくる。目の前に面おも白しろそうなものが現あらわれると、他のことはすっかり忘わすれてしまえるのも幼おさな子ごの特とつ権けんだ。


「ねぇ、おかあさま。それなぁに？」


「まだ秘ひ密みつぅー」


　意地悪っぽく笑って言うと、エスメラルダはじれったそうに頰ほおを膨ふくらませてルビーウルフの髪を引っ張ぱった。あたたた、と顔をしかめてルビーウルフは娘の小さな手から自身の葡ワ萄イ酒ン色の髪を取り戻もどす。


　以前は短く切っていた髪も、今はすっかり伸のびてしまっている。友人の助言により伸ばすことにしたのだが、結ゆい上げるのも面めん倒どうで普ふ段だんは無む造ぞう作さに垂たらしたままだ。おかげで、こうして子こ供どもたちに引っ張られることも少なくない。


「良い子で待ってない子には教えてあげない」


　そう言って編んでいる花を背はい後ごに隠かくすと、エスメラルダはおねだりをやめて、ぺたんとその場に座すわり込んだ。よろしい、と笑ってルビーウルフは作業を再さい開かいする。


　花を編みながら、先ほどうたた寝ねしながら見ていた夢ゆめを思い返した。


　そう遠くない過か去こだけれど、あの頃ころはまだスピネルもエスメラルダもいなかった。おかあさま、と舌したっ足らずな声で呼よばれる喜びも知らなかった。何せあの頃は、ルビーウルフ自身がまだ子供だったから。──今もあまり変わっていないと言われれば、返す言葉もないけれど。


　スピネルは相変わらずよく眠ねむっている。エスメラルダは食い入るように母の手元を見つめている。


　くるりと花を巻き付けていくたび、懐なつかしい出来事が胸むねに蘇よみがえってくる。


　そう、たとえば、こんなことがあった──




　眠ねむれぬ夏の夜







　ランタンの明かりが、狭せまい階かい段だんを照らし出す。けれど、そのわずかな光こう源げんは明と暗の対比を明めい確かくにし、階段の下方をさらに濃こい闇やみに見せていた。この階段は地中深くまで続いていて、一度下りたらもう二度と戻もどってこられないのではないかと不安になってしまうような、そんな暗さだ。


「ほら、早くしなよ」


　階段の下を覗のぞき込んでいるものの、栗くり色いろ巻まき毛の少女──キャスはなかなか踏ふみ出せないでいる。仕方がないのでルビーウルフは彼女の手を取って少し強ごう引いんに引っ張った。その拍ひよう子しに、キャスが手に提さげている鍵かぎ束たばがじゃらじゃらと音を立てた。


　この階段の下にあるのは、普ふ段だん使わないものをしまっておく倉庫だ。昼間のうちに虫むし干ぼしをしていたそうなのだが、戸と締じまりを任まかされていたキャスは倉庫の鍵を閉しめ忘わすれてしまったらしい。それを夕方になってから気づいて、閉めに行こうと思ったものの、誰だれも付き合ってくれない。だから彼女はルビーウルフに、一いつ緒しよに倉庫までついて来て欲ほしいと頼たのんだのだ。


　仮かりにもルビーウルフは女王だ。それを護ご衛えい役にしようなんて、普通の発想ではない。けれどルビーウルフはそういったことに無む頓とん着ちやくだから、二つ返事で了りよう承しようした。


「も、もう少しゆっくり行きましょうよ。こけちゃいますよぅ」


　ルビーウルフの手を握にぎるキャスの手は緊きん張ちようして力が入り、足も震ふるえてしまっている。


　昼間は日の光に照らされていても、夕方になれば足元さえ危あやういほど暗くなってしまうのだ。目立たない箇か所しよに設せつ置ちされる物置や倉庫には当たり前なことだけれど、キャスが怯おびえているのはただ暗い所が怖こわいというだけではないようだった。


「ここ、昔から変な噂うわさがあるんです。百年くらい前に増ぞう築ちくされた倉庫なんですけど、その時に行方ゆくえ不明になった女官がいてですね、その人は王おう城じように勤つとめていた兵士と婚こん約やくをしていて……あぁっ、先に行かないでください、ルビーウルフ様！」


　一向に進もうとせずに話を始めたキャスに呆あきれ、ルビーウルフが階段を下り始めるとキャスは慌あわててついてきた。何しろ明かりはルビーウルフが持っているのだ。離はなれると暗がりで独ひとりになってしまう。


　追いついてきたキャスはルビーウルフの腕うでをしっかりと摑つかんだ。鍵束の金きん属ぞく音おんが天てん井じようと壁かべに反はん響きようする。その音に負けないくらいの声で、キャスは話を続けた。


「女官がいなくなってからすぐ、その兵士も姿を消したらしいんです。二人は増築中だったこの倉庫でよく逢あい引びきしていたそうなんですけど、それ以来この辺りでは誰もいないのに足音がしたり話し声が聞こえたりするんですよ。あ、もちろん噂で、わたしは聞いたことないんですけど」


　怖さを紛まぎらわすためか、キャスはよく喋しやべる。ランタンの明かりで照らしてみると、彼女はそばかすの頰ほおをルビーウルフの腕に擦こすり付け、ぎゅっと両目を閉とじてしまっていた。けれど、ルビーウルフが何も答えないでいると恐おそる恐る目を開けて、ルビーウルフの表ひよう情じようを窺うかがった。


「……ルビーウルフ様は怖くないんですか？」


「何が？」


「何がって……。足音とか話し声とかですよ！　誰もいない所でそんなの聞こえたら怖いじゃないですか！　きっと兵士は恋こい人びとを殺してしまって、逃にげたんですよ。それで殺された女の人の無念がここに残って……」


「あぁ、そういう話だったの？」


　キャスがどうしてこんなに怯えているのか、ようやくわかった。つまり、よくある怪かい談だんだ。


　このグラディウス王城は歴史ある建物だし、何百年にわたって増改築が繰くり返されてきた。そのため、いくつもの棟むねを渡わたり廊ろう下かで繫つなぎ合わせたような複ふく雑ざつな構こう造ぞうをしている。広い敷しき地ちの中、薄うす暗ぐらくて近ちか寄よりがたい場所もあるし、キャスが言ったような噂が出ても不思議ではない。鍵を閉め忘れたというキャスに他の女官仲間が付き合ってくれなかったのは、この噂があったからなのだろう。


「でも、ごめん。あたしそういうの興きよう味みないから」


　あっさりと否ひ定ていして、ルビーウルフはランタンで階段の下を照らした。


　誰もいないのに足音とか話し声なんて、他よ所そで誰かが歩く音が反はん響きようしたり、風が通り抜ぬける音を人の声だと思ってしまうだけ。だいたい、百年も前の行方不明事じ件けんなんてキャスたちが知るはずもない。怖い怖いと思っているから、自然と『怖い話』が出来上がるのだ。


　ルビーウルフの淡たん白ぱくな態たい度どに、キャスは頰を膨ふくらませて拗すねた。一緒になってきゃあきゃあ怖がって欲しかったのだろうか。だけど、それでは付き添そいの意味がない。男所帯で育ったせいか、ルビーウルフは一いつ般ぱん的な女の子の考えというものをたまに理り解かいできない時がある。


　黙だまってしまったキャスを引っ張り、ルビーウルフはさっさと階段を下った。重じゆう厚こうな倉庫の扉とびらが照らし出される。


「ほら、着いたよ。ちゃんと仕事しな」


　ルビーウルフに突つき放されたキャスは鍵かぎ束たばをじゃらじゃら鳴らして扉に駆かけ寄よった。そして振ふり返り、必死の顔つきで訴うつたえる。


「絶ぜつ対たい、待っててくださいね！　一人で帰っちゃだめですよ！　置いてったりしたら、泣いちゃいますからね！」


「そんな意地悪しないよ」


　ランタンを床ゆかに置き、ルビーウルフは壁かべにもたれ掛かかった。その間にキャスは鍵束の中から錠に合うものをじゃらじゃらと探さがす。けれど焦あせっているのか、なかなか見つけられないようだ。


　ルビーウルフは床に置いたランタンを持ち上げようと腰こしを屈かがめた。キャスの手元を照らしてやろうと思ったのだ。


　ルビーウルフの指先がランタンの取っ手に触ふれた、その時。


　ひゅう、と微かすかな風かざ音おとがした。誰かが耳元で吐と息いきを漏もらすような音。


　びっくりして振り返ってみても、そこにあるのは石の壁。先ほどまでルビーウルフはそこにもたれ掛かっていたのだから、壁とルビーウルフの間に誰かが立っていたなんてあり得るわけがない。


　気のせいだと結けつ論ろん付けて、再ふたたびランタンに手を伸のばし──また音がした。音は壁の中から聞こえてくる。


　壁に耳を寄せ、音を探さぐってみた。しかし、今度はもう何も聞こえない。


「どうしたんですか？」


　ようやく鍵を閉めることができたキャスが、不思議そうに訊たずねてきた。しかしルビーウルフは耳を澄すましたまま、壁をこつこつと叩たたき始める。


「ネズミが巣でも作ってるのかな？」


　叩いた壁の音から、所々が空くう洞どうになっているらしいとわかった。


「か、帰りましょう、ルビーウルフ様。用事はもう済すみましたから」


　ネズミ、と聞いたキャスは嫌いやそうな顔をしてルビーウルフの腕うでを引っ張った。それでもルビーウルフは、先ほどの音が妙みように気になっていた。壁の空洞は縦たてに長く、ネズミの巣にしては広すぎる。建材が腐ふ食しよくしてしまっているのかもしれない。


　ルビーウルフは背せ負おっていた〈導みちびきの剣けん〉を抜ぬき放った。白はく刃じんを目にして、驚おどろいたキャスが後あと退ずさる。そんなキャスの反はん応のうを気にすることなく、ルビーウルフは刃やいばの切っ先を壁に突つき立てた。軽く振るっただけで、亀き裂れつが四方八方に延のびていく。


　力加か減げん次し第だいでは岩がん盤ばんさえ切り裂さく剣だ。これくらいは造ぞう作さない。


　刃を鞘さやに納おさめ、ルビーウルフは壁を崩くずした。亀裂に手をかけ、破は片へんを床に落としていく。


　思った通り、石壁の向こうにあった木の支し柱ちゆうは腐くさって白しろ蟻ありが巣食っていた。地下へ掘ほり進んだ際さいに土が崩れないよう支ささえていた木材が取り残されていたようだ。木材そのものはあってもなくても問題はないだろうが、そこに空洞ができてしまったのは見み過すごせない。上からの圧あつ力りよくに耐たえかねて、いつか崩れてしまうかもしれない。その時に倉庫内に誰かがいたら大変なことになってしまう。これは早さつ急きゆうに駆く除じよと修しゆう繕ぜんに取りかからなければ。


「ん？　これ、なんだろ」


　腐食の具合を確かめていたルビーウルフの目に、不思議なものが映うつった。建材の繫ぎである固まった漆しつ喰くいの中に、白っぽい何かが埋うまっている。


　漆喰を崩し、掘り返す。ぼろりと大きく壁が剝はがれ落ち、ルビーウルフの腕に白くて丸い塊かたまりが転がり込んできた。


　綺き麗れいに並ならんだ歯と、暗い眼がん窩か。──人の頭とう骨こつだった。


　じゃらじゃらと、金きん属ぞくのぶつかる音が響ひびいた。振り返ってみると、キャスが床にへたり込んでいる。その傍そばには鍵束が放ほうり出されていた。


　腰こしが抜けてしまったのか、真っ青な顔で震ふるえているキャスを助け起こそうとルビーウルフは彼女に近寄る。しかしキャスは頰を引きつらせて仰のけ反ぞり、いやいやと首を横に振った。


「そんなの持ったまま、こっちに来ないでください！」


　ルビーウルフが片かた手てに抱かかえている頭ず蓋がい骨こつを指差して、キャスは叫さけぶ。しかし、こんなものをそこらに転がしておくことなんてできない。困った末にルビーウルフは、もとあった壁の中にぐいぐいと骨を押おし込んだ。すると背はい後ごから、半はん狂きよう乱らんになったキャスが金切り声を上げる。


「なんで戻もどすんですか！　掘り返したものを隠かくすなんて無む責せき任にんです！」


「じゃあどうしろって言うんだよ！」


　思わず怒ど鳴なり返してしまったルビーウルフも、実はかなり動どう揺ようしていた。キャスのように腰を抜かしたりはしないが、壁からこんなものが出てきたら驚くし、どうしていいかわからない。


　青ざめて震えているキャスと、険けわしい表情で動揺しているルビーウルフ。二人でおろおろしていると、ジジジという小さな音と共にランタンの火が揺ゆれて、次の瞬しゆん間かんには闇やみが落ちていた。


　油が切れたのだろう。夜目の利きくルビーウルフには何の問題もないが、キャスは違ちがった。ひぃっ、と小さく呻うめいたかと思うと、子こ供どもみたいに大きな声でわぁわぁ泣き出してしまった。天てん井じようの低い階段で、その声は反はん響きようして増ぞう幅ふくする。


　キャスの泣き声を聞きつけて兵士たちがやってきた時、泣き続けるキャスの傍かたわらでルビーウルフは座すわり込み、耳を押さえて途と方ほうに暮くれていた。





　　　　†




　その人の名はナディーヌといった。今から百年ほど前、このグラディウス王おう城じようで女官を務つとめていた若わかい娘むすめ。キャスが言ったように、ナディーヌと恋こい仲なかだった兵士は二人して失しつ踪そうしたと当時の日につ誌しには記されていた。


「これはまた、とんでもないものを見つけたな」


　書庫の本ほん棚だなから引っ張り出した古い日誌を捲めくりながら言ったのは魔ま導どう騎き士しの青年、ジェイドだ。翠みどりの瞳ひとみをルビーウルフに向け、苦く笑しようしている。


　あの後、泣いているキャスを部屋に送り届とどけてからルビーウルフはジェイドを呼よびに行った。経緯いきさつを聞いたジェイドは、倉庫の階かい段だんに集まっていた兵士たちに残りの骨ほねを掘ほり出すよう命じ、その間にルビーウルフとこうして骨の主が誰なのかを調べていたのだ。


　ナディーヌの失踪は当時も相当な騒さわぎになったのか、日誌の記き述じゆつは丁てい寧ねいだった。ナディーヌと恋仲だった兵士は、ナディーヌが姿すがたを消したのに悲しむ素そ振ぶりもなく、数日後には彼も失踪したらしい。それを当時の人々は不ふ審しんに思い、兵士がナディーヌを殺してどこかへ隠かくし、発覚する前に逃にげたのではないかと噂うわさした。


　キャスが話していた、そのままだ。語り継つがれていたか、この記録を目にした誰かが面おも白しろがって吹ふい聴ちようしたのだろう。あとでキャスに謝あやまらないとなぁ、とルビーウルフはこっそり反省した。


　記録の内ない容ようをジェイドがルビーウルフのために読み上げていると、開けたままにしておいた書庫の扉とびらを潜くぐって砂すな色いろの狼おおかみ、ケーナがやってきた。首に巻いた房ふさ飾かざり付きの首輪には紙切れが結び付けられている。ジェイドたちがどこにいるのかわからなかったから、鼻の利きくケーナに手紙を運ばせたようだ。


　紙に書かれていた差出人の名は、王城に駐ちゆう在ざいしている医い師しのものだとジェイドはルビーウルフに説明した。そして、そこに書かれている事こと柄がらも彼は読み上げる。あの骨は女性のもので、頭部には陥かん没ぼつした箇か所しよがあり、頸けい部ぶもひどく損そん傷しようしていた、とのことだった。


「これで、ほぼ間違いないな。あれはナディーヌだろう」


「そうだね。あんなのがそこら中に埋まってるはずもないし」


　百年以上も昔のことだ。その時、ナディーヌに何があったかなんて今ではもうわからない。ルビーウルフたちにできることは、ナディーヌの冥めい福ふくを祈いのってやることだけ。


　それだけの、大きいようで小さな出来事だった。





　　　　†




　ナディーヌの骨は郊こう外がいの墓ぼ地ちに埋まい葬そうされた。頭部や首の損そん傷しようから、何かの拍ひよう子しに高所から落ちるかしたのだろう、と医師は言っていた。それを隠いん蔽ぺいするために、増ぞう築ちく中だった倉庫の壁かべに遺い体たいを誰かが埋めた。誰が、と探さがしたところで意味はない。その人だって、とうに死んでいるのだろうから。


　埋葬が終われば、それで落着だ。しばらくは王城内もその話題で持ちきりだったけれど、数日もすれば飽あきてしまう。ルビーウルフが崩くずした壁も虫食いの空くう洞どう共々手早く修しゆう繕ぜんされ、すっかり元通りだ。


　これで、この件けんは終わり。大騒ぎするようなことでもない。怪かい現げん象しようの噂は残るかもしれないけれど、それはやっぱり風の音や何かの見間違いで、なんら恐おそれる必要はないこと。あの時、ルビーウルフが聞いた吐と息いきのような音だって、腐食した壁の中を吹ふき抜ぬける風の音だったのだ。


　大たい抵てい、そんなものだ。暗い所を怖こわがったり風の唸うなりに怯おびえたりなんて、ルビーウルフには理解できなかった。目に見えないものを怖がる心理はよくわからない。


　もちろん、死者を尊とうとぶ気持ちはある。だからこそ、何を恐れる必要があるのかと思ってしまう。死んだ者は土に還かえり、大地を肥こえさせ、草木を芽吹かせて人や獣けものの糧かてになるのだ。


　死者には敬けい意いを、と山で暮くらしていた頃ころには何度も教わった。恐れる必要なんかない。


　それが当たり前だと思っていた。





　　　　†




　何か、音がした。


　夜半過すぎに目が覚めて、ベッドの上で半身を起こしてみる。ベッドで一いつ緒しよに寝ねている狼おおかみたちは、深夜に目を覚ましたルビーウルフを不思議そうに見上げていた。


　何か聞こえたように思ったけれど、気のせいか。欠伸あくびをしている狼たちに起こしてごめんねと謝あやまって、ルビーウルフは再び横になり──


　また、聞こえた。絨じゆう毯たんの上を摺すり足で歩くような音だ。少しずつ近づいてきたかと思うと、部屋の前で止まった。


　こんな時間に、誰かが訪たずねてきたのだろうか。だが、一向にノックの音はしない。


　白はく狼ろうのフロストが、すっと立ち上がった。探さぐるように鼻をひくつかせ、様子を窺うかがっている。


　ルビーウルフはベッドから這はい出し、裸足はだしのまま扉とびらへ向かった。フロストとケーナもついてくる。


　足音は止まったままだ。扉の前で誰かが待っている。そう思ってルビーウルフは躊躇ためらうことなく扉を開け──眉まゆ根ねを寄よせた。そこには誰もいなかったのだ。立ち去った足音もしなかったのに。


　狼たちも首を傾かしげている。たしかに、誰かが来たように思ったのだが。


「気のせいか」


　扉を閉しめ、ルビーウルフは肩かたを竦すくめた。きっとネズミが這い回る音でも聞き違ちがえたのだろう。ネズミなら、別に気にならない。人の住む所には必ず居つくものだ。食料庫が荒あらされるようなら、ネズミ捕とりでも仕し掛かければいい。


　欠伸をしながらベッドに戻もどり、毛もう布ふに包くるまろうとしたら足の指に何かが絡からんでいた。引っ張ってみると、それは長い髪かみの毛。ルビーウルフは短たん髪ぱつだから、誰か女官のものだろう。


　明日にでも掃そう除じすればいいやと髪の毛を床ゆかに捨すて、ルビーウルフはそのまま眠ねむりについた。


　その晩ばんは、もう何も聞こえなかった。





　　　　†




「ネズミ？　食料庫を荒らされたという話は最近聞かないから、それほど多くはないようだが」


　時じ刻こくは昼を回っている。部屋の掃除をして、今は庭で狼たちにブラシをかけていた。絨毯やベッドに狼の毛がたくさんついていたし、首輪を巻まいているので首周りに毛玉ができてしまう。それを防ふせぐためには、定期的に手入れをしてやらないといけない。野山なら毛が舞まい散っても構かまわないが、人の住む環かん境きように居い座すわっているのだから、これも礼れい儀ぎだ。


　手伝ってくれているジェイドに昨晩のことを話すと、彼は首を傾げた。しかしルビーウルフは顔をしかめ、かぶりを振る。


「連中、ちょっとの間に殖ふえるんだから。油ゆ断だんしたら寝てる時に足とか齧かじられるよ。すっごく痛いたいよ、あれ」


「齧られたことがあるのか？」


「子こ供どもの頃ころにね」


　当たり前のように答えると、ジェイドは気の毒そうな眼まな差ざしでルビーウルフを見た。


　今でこそ女王をやっているルビーウルフだが、十五歳さいまでは山で盗とう賊ぞくの暮くらしをしていた。ネズミが大発生して食料を食い荒らされたこともある。手足をちょっと齧られるなんて、日にち常じようの些さ事じだった。


　だが、それは普ふ通つうのことではないのだろう。ネズミの這い回る寝しん所じよで女王が暮らしていたなんて、ジェイドにしか言えない。気の弱い者が知れば卒そつ倒とうするかもしれないし、きっと嘆なげく人もいる。ジェイドの瞳ひとみも、口外するなと訴うつたえていた。


　常じよう識しきと非ひ常識の境さかい目めを、知っているつもりが実は理り解かいしていないことも多い。唯ゆい一いつの王族として手放しでルビーウルフを慕したってくる民たみの前では下へ手たなことは言えないから、ジェイドの補ほ佐さは不ふ可か欠けつだ。


「でも大だい丈じよう夫ぶだよ。ネズミなんて、こいつらが食ってくれてたから」


　フロストの背せ中なかにブラシを通しながら、ルビーウルフは取り繕つくろうように言った。けれどジェイドはケーナの爪つめを切りながら、彼女を見つめてつぶやく。


「食べたのか？」


　ケーナは尾おをはたはた振って、高い声で吠ほえた。今では捌さばかれて骨ほねを取り除のぞいた鶏にわとりや余あまり物の肉を貰もらっている彼らだけれど、本来は自分で獲え物ものを捕とらえるのが当たり前だ。ネズミだけでなく、蛇へびやトカゲだって食べる。鹿しかや野や生せいの山や羊ぎなどの大きな獲物は、そう頻ひん繁ぱんには手に入らないのだ。上う手まく仕し留とめることができても、鹿一頭で群むれの狼や仲間の盗賊たち全員の腹はらを満たすことはできなかった。それほどの大所帯だったのだ。


　ちら、とルビーウルフを窺い見たジェイドの目はとても不安そうだった。そして、嫌いやな考えを振ふり払はらうように溜ため息をつく。


「いや、聞かないでおこう……」


「あたしは食べてないよ」


　彼が何を想そう像ぞうしていたのか察し、ルビーウルフは苦く笑しようして言った。


「狩りが失敗続きで食べる物がない時でも、あたしにだけはちゃんと食べさせたいってモルダは思ってたみたいでさ。自分の分をこっそり減へらして、あたしに食べさせようとするんだ。だけど、あたしもモルダが何日も食べてないって気づいてたから食事には手をつけないで、それこそネズミでも捕って食べようとしたんだよ。そしたら、モルダじゃなくてヴィアンカに怒おこられた。モルダが用意したものを食べないなら、他に何も食べちゃいけないって」


　盗賊だったモルダ。彼を慕したっていた白狼のヴィアンカがルビーウルフの養母だ。


　ルビーウルフもモルダも頑がん固こで、どちらも妥だ協きようしなかったから、ヴィアンカはルビーウルフに折れさせたのだ。それに、彼女はルビーウルフに人間らしく生きて欲ほしいと願っていた。ヴィアンカや義ぎ理りの兄弟たちと同じように肉を生のまま食べようとしても怒られたし、食事の時には道具を使うよう一番厳きびしく言いつけたのもヴィアンカだった。彼女にとって、人間の子供を立りつ派ぱに育て上げることが何よりの誇ほこりだったから。


　狼ではなく人間だという自覚をルビーウルフに持たせたのはヴィアンカで、狼の子であることを誇れと言ったのはモルダ。双そう方ほうの言いつけを守った結果、ルビーウルフは狼と同じような食事はしないが狼のように狩かりをする娘むすめになった。鹿や山羊は盗賊たちにとっても貴き重ちような食料だから、腕うでのいいルビーウルフは狩りの主力だったのだ。


「だから安心していいよ。妙みようなものは食べてない。まぁ、どうしても飢うえて仕方ない時は蛇でも蛙かえるでも平気で食べるけどね」


「そうだな、逞たくましくて何よりだ」


　口元に笑えみを浮うかべて、ジェイドは言った。


　彼はルビーウルフのそういう度の過すぎたやんちゃを許ゆるしてくれる。普通の人なら顔をしかめるようなことでも、ジェイドだけは笑って話に付き合ってくれる。


　狼たちにブラシをかけながら、ルビーウルフはその後もあれやこれやとジェイドに話した。聞き流すでもなく意見するでもなく、ジェイドは頷うなずいて話の先を促うながすだけ。けれど、それが心地ここちよかった。他愛ない話を黙だまって聞いてくれる人がいるのは、きっと幸せなことだ。


　調子に乗って何時間も話していると、喉のどが嗄かれてしまった。何か飲み物を持って来ると言ってジェイドはその場を離はなれる。それでもまだ、話し足りない。毎日顔を合わせているのに、会話は尽つきない。早くジェイドが戻って来ないかとそわそわしながら待った。


　昨夜の奇き妙みような足音のことなんて、すっかり忘わすれてしまっていた。





　　　　†




　何かの気配に、ルビーウルフは飛び起きた。


　これでもう三日目だった。最初に聞いた足音は部屋の外からだったのに、昨日と今日は違う。この部屋の中から聞こえるのだ。


　とはいえ、広い部屋だ。二間続きで、控ひかえの間もある。広いぶん、音は遠く感じる。だから一昨日も昨日も気のせいだろうと思っていたが、さすがに三日目ともなると気のせいで済すますことなんてできなかった。


　ルビーウルフと狼おおかみたちが起き上がると、音は止まる。けれど、一昨日と昨日に比くらべて確かく実じつに近い。足音は歩み寄っている。


　しかし困こまったことに、部屋の中には音を立てるようなものはない。狼たちがしきりに匂においを探さぐっているけれど、ネズミや他の動物が入り込んでいる様子もない。あるのは、とても朧おぼろげで摑つかみ所のない気配だけ。そんなわけのわからない何かに毎夜毎夜起こされて、すっかり寝ね不ぶ足そくだ。


　眠ねむい目を擦こすりながら、ルビーウルフはベッドから這はい出した。部屋の中を見て回ってみる。けれど、やはり何もない。気持ち悪いというより、苛いら々いらしてくる。


「ねぇ、何かいた？」


　衣い装しよう棚だなやキャビネットの裏うらに鼻先を突つっ込み、匂いを探っている狼たちに問いかけてみる。しかし、彼らも戸と惑まどったように首を傾かしげるばかりだ。


　ルビーウルフも狼たちも、何らかの気配を感じて目を覚ましている。それなのに、何もいない。羽虫の一匹ぴきも出てこない。


　寝不足の気だるさに負け、ルビーウルフはよたよたとベッドに戻った。


　もう疲つかれた。どうせ、何かいたとしてもネズミや虫に決まっている。そんなものをいちいち気にする必要なんてない。


　ベッドに大の字になって転がった。すると、また何か聞こえた。摺すり足で歩くような、あの音だ。それも、ベッドのすぐ脇わきから。


　けれどルビーウルフは無む視しした。朧げな気配への警けい戒かい心しんより、眠気のほうが勝まさったのだ。──しかし。


　額ひたいに何かが触ふれた。ふわっとして柔やわらかい。


　ケーナかフロストだ。そう思って、そのまま目を開けずに眠ろうとした。しかし、とたんに狼たちは激はげしく吠ほえ始めた。彼らの声はベッドの脇から聞こえる。


　それなら、今、この額に触れているものは何だ。


　ぞっと寒気を覚えた瞬しゆん間かん、ルビーウルフの両りよう頰ほおを異い様ように冷たい何かが包んだ。冷水をかけられたような感かん触しよくに驚おどろき、ルビーウルフは眼めを見開き──あまりのことに呼こ吸きゆうが止まった。


　長い黒くろ髪かみに縁ふち取どられた女の顔が、逆さかさまに浮かんでルビーウルフを見下ろしている。額をくすぐっていたのは、この女の髪。そしてルビーウルフの顔の造ぞう作さくを確たしかめるように頰をなぞるのは彼女の細い指だった。


　とっさに、ルビーウルフは拳こぶしを振るっていた。けれど何の感触もない。女と目が合ったように感じた次の瞬間には、もう何もいなかったのだ。


　フロストとケーナは唸うなり声を上げ、天てん井じようを見上げていた。しかし当然ながら、天井には何もいない。


　彼らも苛立っていた。目に見えない何かが周囲をうろついている不気味さに加え、相手を追いかけて食らいつけないことが悔くやしいのだ。後ろ足が届とどかないところを蚤のみに食われているような不ふ快かい感に苛々している。


　疲れて、寝ぼけているだけ。ルビーウルフはそう思うことにした。けれど、頰には冷たい感触が残っている。それを確かめようと、自身の手で頰に触れた。


　持ち上げた手に、何かが絡からんでいた。細くて長い、黒い糸。ルビーウルフのものとは違う、人間の髪の毛だった。


　気味の悪さに、ルビーウルフはそれを引きちぎるように指から解ほどいて床ゆかに捨すてた。
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　狼たちが何に吠えていたのか。それは結局わからなかった。彼らも何かを見ていたわけではなくて、単に嫌いやな気配がするから威い嚇かくしていただけらしい。もやもやした不確かな存そん在ざいに、彼らもうんざりしていた。


　こんなこと、あるはずがない。そうは思ったけれど、やはり気味が悪かった。


　だからルビーウルフは翌よく朝あさ、朝食を運んできたキャスに、今夜は一いつ緒しよに寝ようと言ってみた。しかし、急な提てい案あんにキャスは戸と惑まどいを見せる。どうしてですかと訊たずねるキャスに事の経緯いきさつを説明したら、彼女は真っ青になって首を横に振った。


「やめてください、そんな冗じよう談だん！　私が怖こわがりなの知っててそういうこと言うの、ひどいです！」


「冗談なんか言ってないよ。あたしも、ただの気のせいだと思ってるさ。だけど他の人にも足音が聞こえるかもしれないだろ？　それを確かめたいだけ。今晩だけでいいから、お願い」


　顔の前で両手を合わせ、肩かたを竦すくめてみせる。しかしキャスは承しよう諾だくしてくれなかった。


「嫌です！　それでもし私にも聞こえちゃったらどうするんですか！　一緒に怖がれっておっしゃるんですか！」


　数日前、ルビーウルフがキャスに対して思ったことをそのまま言われてしまった。ということは、今の自分は一人で寝るのが怖くてぐずっているように見えるのか。それはなんだか、すごく嫌だ。


「もういいよ。別に、怖くなんかないし。どうせ気のせいなんだろうし」


　唇くちびるを尖とがらせ、不満も露あらわに言ってやった。しかしキャスはわかりやすく胸むねを撫なで下ろし、そそくさと部屋を辞そうとする。なかなかに薄はく情じようだ。


「倉庫に行く時、付き添そいしてやったのになぁ」


　わざと聞こえるようにつぶやいてみた。キャスはぎくりと身を硬こう直ちよくさせる。けれど聞こえないふりを決め込んで、小走りになって出て行ってしまった。


　他の誰だれかに頼たのんでみようと考えたけれど、怖がりだと思われるのは勘かん弁べんだ。そんなのはルビーウルフの自じ尊そん心しんが許ゆるさない。子こ供どもじゃないんだから大だい丈じよう夫ぶ、と自身に言い聞かせる。


　ふと、昔のことを思い出した。幼おさない頃ころ、怖い夢ゆめを見て一人で寝るのが怖かったことがある。それでモルダの寝所を訪ねたものの、怖がりだと笑われるんじゃないかと思い、部屋の前に突っ立ったまま、どうしても入っていけなかった。


　そんなルビーウルフを招まねき入れたのは、モルダと一緒に寝ていたヴィアンカだった。ルビーウルフが訪ねてきた理由も聞かず、ただ一言、お入りなさいと言ってくれた。


　それでも眠れなくて、夢に出てきた怖いものを全部話してしまおうとするルビーウルフに、ヴィアンカは微笑ほほえんで言った。眠る前には楽しいお話をしましょうね、と。


　その晩はモルダの寝床に潜もぐり込んで、ヴィアンカの真っ白な毛に包くるまれて眠った。いろんな話をして、明日には一緒に川へ行って魚を捕とろうと約束をしたのを覚えている。そして彼女はその柔やわらかな尻尾しつぽでルビーウルフをくすぐり、無理やりにでも笑わせてくれた。


　だから、寝る前に楽しい話をすればいい。数日前、壁かべから骨ほねを掘ほり返すなんてことをやったせいで、自分自身では気づいていないけれど気味が悪いと感じていたり不安を抱かかえているに違ちがいない。あんな錯さつ覚かくを見てしまったのも、心のどこかで怖いと思っていたからだ。


　そう。あんなのは寝ぼけて見た錯覚。女の顔が逆さまに浮かんでいるなんて、あるはずがないのだから。


　だけど寝ぼけていただけなら、あの髪は何だったのか。くせのない、長い黒髪。よくここに出入りするキャスや他の女官に、そんな特とく徴ちようを持つ者はいない。


　それだって勘違いで、髪だと思っていたものは糸くずかもしれない。そう思い込もうとしたけれど、なかなか不安は拭ぬぐえなかった。





　　　　†




　扉とびらを誰かが叩たたいたのは、そろそろ寝ようと寝ね支じ度たくを整えた頃だった。


　こんな時間に誰だろうと思いつつジェイドが扉を開けると、そこに立っていたのは葡ワ萄イ酒ン色の髪の少女。寝間着姿すがたのルビーウルフは扉が開いたとたん、押おし入るように部屋に踏ふみ込んできた。彼女について、フロストとケーナも入ってくる。


　何事かとジェイドが眉まゆ根ねを寄せていると、ルビーウルフはそんなことは気にも留めず、狼たちと一緒にジェイドのベッドに潜り込んでしまった。


「これは何の遊びだ？　夜中にかくれんぼか？」


　ルビーウルフの唐とう突とつな行動はいつものことだ。だからジェイドも慣なれてしまって、この程てい度どのことでは動じない。そして毛もう布ふからひょっこり顔を出したルビーウルフは、さも当然というような顔で言う。


「今日はここで寝る」


「じゃあ、俺おれはどこで寝ればいいんだ？」


　ジェイドが問いかけると、ルビーウルフはしばし考え、ベッドの端はしに寄った。そして空いた場所をぽんぽんと叩く。


「うん。ちょっと狭せまいけど大丈夫。いけるいける」


　あっさりと、そんなことを言う。けれどジェイドは慌あわてない。どうせ彼女のことだから、からかって遊んでいるに違いない。


「わかった。俺は空き部屋を使うから、今日はこの部屋を好きに使ってくれ」


　溜ため息を零こぼし、部屋を辞そうとした。しかしルビーウルフは慌ててジェイドを追いかけてきて、その服の裾すそをがっちり摑つかんだ。


「今日だけでいいから我が慢まんしてよ、寝相は悪くないはずだから大丈夫！」


　ずいぶん必死な様子だ。冗じよう談だんや遊びでやっているわけではないらしい。ジェイドはルビーウルフに向き直り、彼女の後ろにいる狼おおかみたちに目を向けた。ルビーウルフが悪ふざけをしているなら、ケーナはそれを諫いさめてくれる。それなのに今日はケーナも一いつ緒しよになって、きゅうきゅうと鼻を鳴らしていた。ということは、やはりルビーウルフは真しん剣けんらしい。


「とりあえず、事情を説明してくれないか」


「理由、聞くの？」


「言いたくなければ言わなくてもいいが、それなら俺はここにいられないな。どこか他よ所その部屋に移うつらせてもらう」


　ジェイドがそう言うとルビーウルフは溜め息をつき、ヴィアンカは訊きかないでいてくれたのになぁ、とつぶやいた。そして諦あきらめたように事のあらましを語る。


　ここ数日、妙みような足音がどんどん近づいてくるという。そして昨日は、逆さまに浮かぶ女の顔を見た。頰ほおに触ふれられた感かん触しよくは今でもはっきり覚えている、と。


　説明を聞き終えたジェイドは少し迷まよって、ルビーウルフを気き遣づかうように声の調子を落として言った。


「疲つかれているんじゃないか？　それとも、何か悩なやみがあるとか。幻げん聴ちようや幻覚は心労が原げん因いんだというし……。俺で良ければ相談に乗るぞ」


「そうだね、心労かもね。毎晩夜中に目が覚めるし」


「不ふ眠みん症しようか」


　ルビーウルフの症しよう状じようはずいぶん深しん刻こくなようだった。毎日顔を合わせているのに気づいてやれなかった不ふ甲が斐いなさを悔くい、ジェイドは気持ちが沈しずんだ。


　きっと彼女は野山が恋こいしいに違いない。毎日、ジェイドに昔の話をしては楽しそうに笑っていた。女王なんて窮きゆう屈くつな生活に、ルビーウルフ自身が気づいていないところで不満を感じていたのかもしれない。


「そうだ、ルビーウルフ。今度一緒に馬で遠乗りをしよう。山の空気を吸すえば、きっと元気になる」


　心の圧あつ迫ぱくを解消してやる方法を考えてみたものの、そんなことくらいしか思いつかなかった。ルビーウルフも呆あきれたように溜め息をつく。


「いや、今はそんなことどうでもよくてね。とりあえず一緒に寝ねて欲ほしいんだよ。毎晩目が覚めちゃうせいで寝不足なんだから」


　ふあぁ、と大きな欠伸あくびをして、ルビーウルフは肩かたを竦すくめた。


　ルビーウルフは女王で、ジェイドは騎き士しだ。普ふ段だんは頼たのみごとなんて滅めつ多たにしない女王の数少ないわがままを突つっ撥ぱねることなんてできないし、命令に従したがうのは騎士として当然のこと。それに、ジェイドの傍そばなら安心して眠れるというのなら光栄なことだ。そう思うことにして、ジェイドは彼女の頼みを受け入れた。しかし──


　ほんの半はん刻ときほどで、ジェイドは早々に後こう悔かいしていた。


　たいして広くもないベッドに二人で横になれば、自然と体が触れ合う。薄うすい寝間着を着たルビーウルフの体温が背中越ごしに伝わって、ジェイドはなかなか寝付けなかった。だが、それ以上に寝付けない理由があった。狼たちだ。


　人が二人と、大きな獣けものが二頭。同じベッドで眠れば、当然そのぶん狭くなる。気持ち良さそうに寝息を立てているケーナは半分ほどジェイドの体に乗っかっていて、こう言っては申し訳わけないけれど、重い。そして人間より体温の高い彼らだから、密みつ着ちやくしているとだんだん暑くなってくる。どうしようもなく寝苦しかった。


　夜中に目が覚めてしまうと言っていたルビーウルフは、実に平和そうに寝息を立てている。この寝苦しさに毎晩耐たえているのなら、不眠症になんてならないんじゃないかと思ってしまうほどだ。


　あまりの狭苦しさに、いっそ床で寝ようかと思った。けれど身じろぎすると、ケーナの耳がぴくりと動いた。ジェイドが起きれば、彼女も起こしてしまう。


　寝返りすら打てない状じよう態たいに苦しみながらジェイドは溜め息をつき──ふいにケーナが頭を持ち上げた。


　気をつけたつもりが、起こしてしまったのか。しかし、目を覚ましたのはケーナだけではなかった。フロストも身を起こし、二頭揃そろって何もない空間を見つめている。


　ルビーウルフは眠ったままだ。彼女まで起こしてはいけないから、狼たちに声をかけることもできない。


　ふと、何かが聞こえた気がした。摺すり足で歩くような、微かすかな音。しかも、すぐ近いところから聞こえる。


　部屋の中には音の原げん因いんとなるようなものはない。しかし、確たしかに音は聞こえた。だんだん近づいてくる。


　狼おおかみたちが急に起き出したということは、きっと何かがいるに違ちがいない。隠かくれている何者かを探さがし出そうとジェイドがベッドから出た、その時だった。狼たちが驚おどろいたようにベッドから飛び降おりる。そして激はげしく吠ほえ立てた。──ゆっくりと身を起こした、ルビーウルフに向かって。


　人や獣けものの気配に敏さといルビーウルフだから、彼女も何かを感じたのだろう。ジェイドはそう思ったが、何かがおかしい。ルビーウルフに忠ちゆう実じつなフロストとケーナが、彼女に対して威い嚇かくをしているのだ。こんなこと、今まで一度だってなかった。


「ルビーウルフ……？」


　ベッドに座すわり込んで俯うつむいているルビーウルフに、警けい戒かいしつつ呼よびかけてみる。様子がおかしいのは明らかだった。


「……ないの」


　小さく、ルビーウルフはつぶやいた。あまりに微かな声で、よく聞き取れない。まだ何かぼそぼそ喋しやべっている言葉を聞き取ろうとジェイドが近づくと、ぱっと顔を上げてルビーウルフはジェイドを睨にらみつけた。


「見つからないの！」


　そう叫さけんだかと思ったとたん、寝間着の裾すそを摑つかんで勢いきおいよく脱ぬぎ捨すてた。いきなりの奇き行こうに、ジェイドは啞あ然ぜんとするしかない。これはもしかして夢む遊ゆう病びようというやつなのかと、懸けん命めいに原因を考える。


　しかし、そうする間にもルビーウルフは謎なぞの行動を続けている。脱いだ寝間着をばさばさと振ふったり裏うらっ返したりして、まるで何かを探しているかのようだ。けれど、それでも何も出てこないと悟さとったのか、今度は肌はだ着ぎに手をかけ──


　彼女が何をしようとしているのか理解した瞬しゆん間かん、ジェイドは慌あわてた。いくら寝ぼけての行動であっても、それはまずい。


「待て、ルビーウルフ！　それはだめだ！」


　彼女の正面に回り、両りよう腕うでを摑んで動きを封ふうじる。それでもルビーウルフはじたばた暴あばれながら、よくわからないことを叫び続けていた。


「ないの！　指輪がないの！　誰かが隠したんだ！　盗とって隠したんだ！」


　普ふ段だんより甲かん高だかい声。本当に、何があったというのか。それほどまで深しん刻こくな悩なやみを抱かかえているなら、もっと早くに相談してくれたらよかったのに。


　悔やみながらも、今は取り押おさえるので精せい一いつ杯ぱいだ。他にどうしようもない。恐きよう慌こうすると、人間は無む意い識しきに舌を嚙かみ切ったりするから、それにも注意しなければ。


　ジェイドが途と方ほうに暮くれていると、警戒して唸うなっていた狼たちがベッドに飛び乗ってきた。そしていきなり、ルビーウルフの耳元で吠え立てる。


　その大音声に、ジェイドは身を竦すくめた。耳がきんきんする。しかしジェイドよりも痛いた手でを受けたのはルビーウルフだ。顔をしかめ、頭を振る。


「何するんだよ、耳が痛いじゃないか」


　文もん句くを垂たれながら顔を上げ、ルビーウルフは狼たちを睨んだ。しかしフロストとケーナは彼女の呼びかけには答えず、壁かべに向かって吠えている。その視し線せんは壁から天てん井じようへ移い動どうし、やがて二頭とも目標を見失ったように部屋の中を嗅かぎ回り始めた。


「ルビーウルフ、正気に戻もどったのか？」


　声をかけると、ようやくルビーウルフは正面にいるジェイドに気づいたようだった。紅こう玉ぎよくの双そう眸ぼうを丸くして、ジェイドの顔と自身の格かつ好こうを見み比くらべる。そしてなぜか、目を瞑つむって顔を背そむけた。
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　ジェイドは慌ててルビーウルフの腕を解放して彼女から離はなれた。背中を向け、動どう揺ようを隠すように咳せき払ばらいをする。


「とりあえず、服を着てくれ。話はそれからだ」


「え？　う、うん」


　激げつ昂こうして殴なぐり掛かかってくるかと思ったが、彼女も動揺しているらしく、おたおたとしながらも従したがってくれた。脱ぎ捨てた寝間着は裏っ返したり振り回したりしていたせいか、手間取っているようだ。ごそごそと衣きぬ擦ずれの音が長く続く。


　待っている間、なんとも言えず落ち着かなかった。先ほどまでは取り押さえるのに必死だったから気づかなかったが、ルビーウルフは花はな柄がらの刺し繡しゆうが入った思いのほか女じよ性せいらしい肌着を身に付けていたのだ。目を瞑っても何をしても、それが脳のう裏りから離れない。


　普段、男物の古着を手直しして着ている彼女だけに意外だったが、よくよく考えれば肌着なんてものは消しよう耗もう品ひんだ。きっと女官たちが用意したものを文句も言わずに使っているのだろう。ある意味、無む頓とん着ちやくなルビーウルフらしい。


　そんなことを考えて、さっき見たものを全部忘れようとした。いくら無頓着なルビーウルフでも、女としての自覚を欠片かけらほどでも持っているなら、あんな姿すがたを見られて平気なわけがない。目を瞑って顔を背けたあの態度は、明らかに怯おびえていた。振り返って顔を合わせる時にこちらが動揺していたら、彼女を傷きずつけてしまう。


　だが、頭ではわかっていても、鼓こ動どうや火ほ照てった顔はどうしようもない。今すぐ冷水をかぶりたい気分だ。──その時だった。


「痛っ」


　背はい後ごで、ルビーウルフが呻うめき声を上げた。とっさに振り返ってみると、彼女は指に絡からんだ糸くずのようなものを慌あわてた手つきで解ほどいているところだった。よほどきつく巻まきついていたのか、左手の薬指には幾いく重えもの細い痣あざが残っている。


「服を着てたら、絡みついてきたんだ」


　顔をしかめ、ルビーウルフは忌いま々いましげにつぶやいた。手を握にぎったり開いたりして調子を確たしかめているルビーウルフを心配してか、部屋の中を嗅ぎ回っていた狼おおかみたちも寄ってくる。


　ルビーウルフがきっちり寝ね間ま着きを着ていたので、ジェイドはそのままルビーウルフの隣となり──ベッドに腰こしを下ろした。そして、勘かん違ちがいされたままでは困こまるので平静を装よそおいながら言う。


「さっきのことだが、俺は何もしていないぞ。急に暴れだすから取り押さえただけだ。疑うたがわしいならケーナにでも訊きいてくれ」


「……いいよ、訊かなくても。疑ってなんか、ないから」


　少し拗すねたように、視線を逸そらしてルビーウルフは言った。その態度に不安を覚え、ジェイドはルビーウルフの顔を覗のぞき込んだ。


「本当に、気にしていないか？　怒おこっているんじゃないのか？」


「怒ってないよ。ただ……一いつ瞬しゆん、覚かく悟ごを決めそうになった自分にびっくりしただけ」


　何の覚悟かは知らないが、ばつが悪そうに頭を搔かいているルビーウルフは確かに怒っている様子ではない。少々気になるものを残しつつも、ジェイドは安あん堵どした。


「それで、何があったのか説明してくれる？」


　指の痣を擦さすりながら、ルビーウルフは訊たずねた。だが、ジェイドだって何が起こったのかよくわからない。


「覚えていないのか？　指輪がどうのと言って、急に暴れて……」


「指輪？　何それ」


　ルビーウルフは眉まゆ根ねを寄せた。どうやら何も記き憶おくにないようだが、聞きたいのはこっちのほうだ。ルビーウルフもそれを察したらしく、首を捻ひねって考え込む。そして、何かを思い出したようにジェイドに顔を向けた。


「ねぇ、何か音がしなかった？　摺すり足で歩くみたいな音」


「あぁ、そういえば聞いたな」


　ルビーウルフが暴れたことで忘わすれてしまっていたが、確かにそんなこともあった。あの音に反はん応のうして狼たちも起きたのだから、空耳ではないだろう。


　やっぱり、とルビーウルフはつぶやいた。うんざりした顔で溜ため息をつく。


「じゃあ、ここ何日かであたしが聞いた足音は幻げん聴ちようじゃなかったんだね」


「ネズミでもいるんじゃないか？」


「あたしも思った。だからこの間、そういう話をしたんだよ。でも、ネズミとかイタチが入り込んでるならフロストとケーナが見落とすはずないだろ？　それに、部屋を移動してもついてくる。何かがあたしの周りをうろついてるんだ。──生き物じゃない、何かがね」


　そう言って、ルビーウルフは再さい度ど溜め息をついた。自分の言葉に納なつ得とくしていないが、それ以外に言いようがないのだろう。


「最初は、部屋の外だったんだ。それがだんだん近づいて、昨日は目の前まで来て顔を覗のぞき込んでた。寝ぼけてただけだと思ってたけど……」


　ルビーウルフが聞いた足音をジェイドも聞いた。ということは、幻聴ではないのだ。いや、そもそも狼たちが警けい戒かいしていた時点で気づくべきだった。それをルビーウルフの心の病だと思い込んで、彼女を信用しなかった。騎き士しとして失しつ格かくだ。


「いつからだ？」


「何が？」


　ジェイドが問うと、ルビーウルフは目を丸くして顔を上げた。


「足音を最初に聞いたのはいつだ？　まず、原因を探さぐらなければ」


　ルビーウルフの話がすべて真実だと考えた上で、なぜこんなことが起きているのかを探る。それで何も解決しなかったなら、その時にルビーウルフの精せい神しん状じよう況きようを疑えばいい。とはいえ、足音が幻聴でないとわかった今では、まず間ま違ちがいなく彼女が正しい。


「ええと……。四日前からだっけ？」


　ルビーウルフが言うと、狼たちも同意するように尾おを振ふった。


「四日前、か……」


　その日にあったことを思い出してみる。たしか、ルビーウルフが大おお慌あわてでやってきたかと思うと、倉庫で大変なものを見つけたと言って──


「あれか」


　思い至いたった結けつ論ろんは、確かに一連の騒さわぎの発ほつ端たんとなるに相応ふさわしいものだった。


　倉庫の壁かべから出てきた骨ほね。百年も昔に死んだ者の遺い骨こつだ。正直、古い遺い跡せきから出てきた埋まい葬そう者しやのような感覚で、たいして不気味とも思わなかった。長い歴史を持つ王おう城じようなのだから、そういうこともあるだろうと特に気にすることなく墓ぼ地ちに埋葬し、それで済すませてしまっていた。


「指輪、と言っていたな。ナディーヌはそれを探して、うろついているのかもしれない」


　無念や思念が他人に影えい響きようを及およぼすものなのか、ジェイドにはわからない。少なくとも思念単体では無理だ。もしもナディーヌに魔ま導どうの心得があったのなら話は別だが。


　何らかの呪じゆ文もんを施ほどこして、それに触ふれた者に幻覚を見せたりする術じゆつは存そん在ざいする。ある種の鍵かぎだ。王墓や神しん殿でんなど、盗とう掘くつや盗とう難なんのおそれがある場所に使われることが多く、目的は対象を怯おびえさせたり騙だましたりして守るべき場所から遠ざけること。それは一度施してしまえば、術者が死んだとしても効こう力りよくは消えない。


　だが、女官だったという記録からして、ナディーヌにはそんな知ち識しきなんてないはず。けれど、ルビーウルフの意識を誰かが──死んだナディーヌが操あやつっていたと考えるなら、いきなりルビーウルフが騒ぎ出したのも納得がいく。


「だけど、あたし指輪なんて知らないよ」


　困ったような顔をして、ルビーウルフは言った。


　盗とう賊ぞくとして育った少女だ。盗とるなら正々堂々と盗る性格。こんなことで噓うそはつかないと、ジェイドは知っている。


　しかし、その指輪は存在するとジェイドは考えていた。ナディーヌ自身に魔導の知識がなくても、別の誰かが指輪に術を施した可か能のう性せいなら充じゆう分ぶん考えられる。もちろん、目的なんてわからないけれど。


　四日前、骨を掘ほり返した時にルビーウルフは指輪に触れたのかもしれない。だが、埋葬した際にそんなものは見当たらなかった。それなら、切り崩くずした壁の残ざん骸がいに紛まぎれているのではないか。


「なんか、お前の頭ん中でだけ解決されてない？　原因がわかったんなら教えてよ、手短に」


　思案していると、ルビーウルフが苛いら立だったようにジェイドの顔を覗のぞき込んできた。こうして集中すると、周りが見えなくなる癖くせはよく彼女に注意される。またやってしまったと苦く笑しようし、ルビーウルフに向き直った。


「そうだな、どこから説明すればいいか……。まず、これは怪かい奇き現げん象しようではないと言っておこう。魔導の力で、そういった幻げん聴ちようや幻覚を見せる術があるんだ」


　それからジェイドは指輪の存在と、それに施されているかもしれない術について話した。その術が鍵として応用されている場所を例として挙げる。それから、術がどうやって成り立っているかを解説し、ジェイドは締しめ括くくりに自説の不ふ透とう明めいな部分を述のべた。


「ただ、不思議なのはナディーヌがどうしてそんな指輪を持っていたのか、だな。明日、またいろいろ調べて……」


　そこまで言って、ジェイドはふと気がついた。寝息が三つ、聞こえている。


　ベッドに目を移うつしてみると、ルビーウルフと狼たちは折り重なるようにして眠ねむっていた。ジェイドの説明を子こ守もり唄うたに、寝てしまったようだ。そういえば、手短に説明してと言われたのに、つい長々と話してしまった。寝不足だと言っていたし、これでは寝てしまっても仕方がない。


　小さな溜ため息をこぼし、ジェイドは彼女たちに毛もう布ふを掛かけてやった。そして自身は床ゆかに腰こしを下おろして、ベッドの縁ふちに寄り掛かる。


　狭せま苦くるしいのは実じつ証しよう済ずみだ。それなら、こうして座すわったまま眠ったほうがまだ体も休まる。


　それに、やはり節度は必要だ。ルビーウルフはきっと野宿やなんかと同じ感覚でいるのだろうが、ジェイドはどうしたって意識してしまう。それを悟さとられたら、きっとまたからかわれる。


　それに比くらべたら、ちょっと肩かたが凝こって腰が痛いたくなるくらい、どうということではなかった。
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「つまり、その指輪を見つけて壊こわせばいいんだね？」


　翌よく朝あさ、改めて説明するとルビーウルフはすっかり元気になったようだった。てっきり幽ゆう霊れいにとり憑つかれてしまったものかと思っていたのに、魔導による幻覚だと判はん明めいして安心したらしい。


「そういった仕掛けは、術を施して魔導の力を得た紋もん様ようを損そこなえば効力が消える。壊さなくても、紋様の一部に傷きずを入れるだけで充分だ。ただし、物によっては傷をつけることで力が発動する仕掛けもあるから、知識がなければ危き険けんだな」


　それに、いくら幻覚や幻聴といっても早く対たい処しよしなければ。ルビーウルフだけでなくジェイドや狼たちも気配を感じたということは、ルビーウルフの近くにいる者にも軽い幻覚を見せている証しよう拠こ。ずいぶんと厄やつ介かいな仕掛けをしたものだ。


　ルビーウルフが幻覚にうなされて発した『指輪』という言葉を頼たよりに、ジェイドはルビーウルフや狼たちと共に例の倉庫へ向かった。そこに指輪があれば、先ほどルビーウルフに説明した通りに対処すればいい。──しかし。


「指輪？　見かけませんよ、そんなもの」


　壁かべの修しゆう繕ぜんを行っていた職しよく人にんは首を傾かしげてそう言った。修繕はほぼ完かん了りようしていて、あとは漆しつ喰くいが乾かん燥そうするのを待つだけの状じよう態たいだ。崩れた壁の残ざん骸がいも、綺き麗れいに片かた付づけられている。


　ジェイドとルビーウルフが困っている様子を見て、修繕の後片付けをしていた職人は自分が悪いことをしてしまったと思ったらしい。取り繕つくろうように付け加える。


「あの、もしかしたら廃はい材ざいに紛まぎれて捨すててしまったのかもしれません。廃材置き場にまだ残ってますから、捜さがしてきます」


「いや、いい。俺おれたちで捜すから大だい丈じよう夫ぶだ。手間をかけさせては申し訳わけないからな」


　慌あわてて駆かけ出そうとした職人をジェイドは止めた。指輪に触ふれて、この職人まで幻覚を見るようになっては大変だ。まだ心配そうにしている職人に仕事を続けるよう言い、ジェイドはルビーウルフたちを廃材置き場へと連れて行った。


　庭の目立たない場所に設せつ置ちされた廃材置き場には壁の残骸だけでなく、壊こわれた椅い子すや染しみのついたクロスといったものが山のように捨てられていた。これを燃もやせるものとそうでないものに振り分け、燃えないものは定期的に郊こう外がいへ運び、深い穴あなを掘ほって埋うめる。ルビーウルフが壁を壊してからまだ五日しか経たっていないから、もしここに指輪が紛れているなら見つけられるはずだ。


「これ、全部捨てるもの？　直せばまだ使えそうなのに、もったいない」


　廃はい品ひんの山を見たルビーウルフは呆あきれたように言った。山中の廃はい鉱こうという物ぶつ質しつ的に恵めぐまれない環かん境きようで育ったルビーウルフには、これらが再さい利用できると思えるのだろう。染みがついた程てい度どのクロスなら切り分けて雑ぞう巾きんでも作ればいいとか、不満そうにぶつぶつ文もん句くを言っている。挙句、再利用できそうなものを選えり分け始めてしまった。


「ルビーウルフ、それは後にしよう。また明日にでも、な？」


　ものを大事にするのはいいことだが、今は指輪を捜すほうが先だ。ジェイドがやんわり注意すると、ルビーウルフも思い出したように指輪捜しを始める。けれど、山のような廃品の中から小さな指輪を捜すのはなかなか大変だ。


　それに、実のところ指輪が存在するのかどうかも定かではない。幻覚を見たルビーウルフの言葉から、術じゆつが掛かかっているのは指輪だと判はん断だんしただけで、本当はもっと別のものかもしれない。とはいえ他に手掛かりはないから、今はこうして廃品の山を掘り返すしかないのだけれど。


　狼おおかみたちは鼻をひくつかせ、廃品の山を駆かけ回る。しかし彼らも、知らない匂においを探り当てるのは困こん難なんなようだ。


「ねぇ、ところでさ」


　仕切り板が外れた本ほん棚だなを直せないものかと弄いじくりながら、ルビーウルフが言う。声の調子はいつもより少し低い。


「昨日の、見た？」


　何を、と訊たずねようとして、ジェイドは口を噤つぐんだ。昨日のといえば、あれしかない。


　どう答えたらいいか迷まよっていると、ルビーウルフは恨うらみがましそうな眼まな差ざしを向けてきた。いたたまれなくて、ジェイドは目線を逸そらす。


「見たんだね？　それで、覚えてるんだね？」


　落ち着いた声こわ音ねが、逆ぎやくに怖こわい。ルビーウルフは噓うそに敏びん感かんだ。黙もく秘ひも意味がない。仕方なしに、ジェイドは小さく頷うなずく。そのとたん、風を切る音がした。


　とっさに避よけると、後方で破は壊かい音がした。ルビーウルフは本棚の仕切り板を投げて、それが壊れた椅子にぶつかったのだ。


「いきなり何をするんだ！」


　さすがに、これにはジェイドも文句を言わざるを得なかった。いくらなんでも危あぶない。


「頭打ったら記き憶おく飛ぶかなぁと思って」


　ルビーウルフも必死なのか、真しん剣けんな表情だ。しかし、当たりどころが悪ければ大怪け我がをするかもしれない。ルビーウルフもわかっているのか、それ以上は何もしてこなかった。代わりに唇くちびるを尖とがらせる。


「……あたしの趣しゆ味みじゃないから」


　憮ぶ然ぜんとした様子で、ルビーウルフはつぶやいた。


「花はな柄がらとか、キャスたちが用意したの使ってるだけだから。もっと地味なのでいいって言ってるのに、あいつら可愛かわいらしいのばっかり持ってくるんだ。どうせ誰に見せるわけでもないのに、なんであんなに拘こだわるんだろ」


　どうも彼女は下着姿すがたを見られたことより、女の子らしいものを身に付けているのを自分の趣味だと思われることが我が慢まんならないらしい。


「普ふ段だん、男物の服ばかり着ているからそういう目に遭あうんだ。たまにはキャスたちの着せ替かえ遊びに付き合ってやればいいんじゃないか？」


　苦く笑しようを含ふくんでジェイドが言うと、ルビーウルフは悔くやしそうに唸うなって頰ほおを膨ふくらました。


　ルビーウルフの身の周りの世話を任まかされている女官たちは、ルビーウルフが華か美びな服を拒こばむため、もうドレスは着てくれないと諦あきらめつつも残念がっている。何せ、女王のためにと拵こしらえたドレスはみんな衣い裳しよう部屋で眠ねむっているのだ。それでは女官たちにとってもつまらないはず。だから、せめて見えないところで洒落しやれっ気をと、可愛らしい下着を用意しているのだろう。


　ジェイドの助言に、ルビーウルフはまだ納なつ得とくいかないようだ。それでも妥だ協きようすることを知っている人だから、渋しぶ々しぶながら頷く。


「そうだね、たまには女物の服を着てやってもいいかもね。……でも、なんだってあんな動きにくいの、みんな平気で着てられるのかなぁ」


　ルビーウルフが女物の服を嫌きらうのは、主にそういった理由からだった。裾すその長いスカートは脚あしに纏まとわりついて歩きにくいとか、踵かかとの高い靴くつは立っているのもつらいとか、文句を言い出せばきりがない。けれども、いつまでも不ふ慣なれなままでは問題だし、少しずつ慣らしていかなければ。今後、女王として公おおやけの場に出る際、苦労するのはルビーウルフ自身なのだから。


　下着が花柄だった理由を弁べん明めいできて、ルビーウルフは多少落ち着いたらしい。黙だまって作業に戻もどってくれた。
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　それから数時間経たち、日も傾かたむいてきた。けれど指輪は出てこない。やはり、術が掛けられているのは別のものなのかと疑ぎ念ねんが湧わいてくる。


　手元が暗くなってきたことに気づいて、ジェイドは呪じゆ文もんで光る蝶ちようを喚よび出した。ルビーウルフと狼たちは暗がりでもよく見えるようで、がらがらと廃はい品ひんを引っ搔かき回している。


　それでも、ずっと下を向いた姿し勢せいのままで捜し物をするのは疲つかれたのか、ルビーウルフは腰こしに手を当てて背せ中なかを反そらし、うんと伸のびをした。ぐるぐる腕うでを振ふり回し、肩の凝こりも取っている。


「今日は一いつ旦たん引き上げようか。暗くなってきたし、根を詰つめるのは良くないからな」


　ジェイドがそう呼びかけると、ルビーウルフも作業の手を止めた。また今夜も幻げん覚かくを見てしまうかもしれないが、原げん因いんは魔ま導どうだとわかっている。それなら何も恐おそれる必要はない。幻覚を無む視しして眠ねむってしまえばいいのだ。


　そう思った時だった。狼おおかみたちが何かの気配を察したのか、耳をぴくぴく動かして警けい戒かいの意を示しめした。そして警戒の対象は、またもやルビーウルフ。


　眩暈めまいでふらついたように、ルビーウルフは膝ひざを折った。ジェイドは慌あわてて駆かけ寄よって、彼女を助け起こす。


　差し出されたジェイドの手を、ルビーウルフはしっかりと握にぎった。意識はあると確かく認にんできて、ジェイドは安あん堵どした。──しかし。


　顔を上げたルビーウルフは、普段の彼女なら絶ぜつ対たいにしないような嫣えん然ぜんとした微び笑しようを浮うかべていた。そしてジェイドの頭上を飛んでいる光の蝶を見て嬉うれしそうに声を上げる。


「まぁ、その蝶は魔導の力。ラウル、会いに来てくれたのね」


　言葉遣づかいが妙みように女っぽくなっている。幻覚にやられているんだと、すぐにわかった。


「ルビーウルフ、目を覚ますんだ」


　彼女の両りよう肩かたを摑つかみ、揺ゆすってみる。しかしルビーウルフはうふふと優ゆう雅がに笑って立ち上がった。


「お戯たわむれを。わたしはナディーヌよ、ラウル。それより、大変なのよ。フランシスがわたしたちのことを疑うたがっているの。あなたに貰もらった指輪を見られてしまって……あぁ、そうだ。その指輪を失くしてしまったのだったわ。許ゆるしてちょうだい、ラウル」


　そう言って、ルビーウルフは縋すがるようにジェイドに抱だきついた。いきなりのことで、彼女は幻覚のせいでおかしくなっているとわかっているのに動どう揺ようしてしまった。逃にげるように身を引いて、壊こわれた椅い子すに足を取られて仰あお向むけに倒たおれる。


　その拍ひよう子しに、積み重ねられていた廃品の一部が崩くずれ落ちてきた。とっさに身を反転させ、圧のし掛かっているルビーウルフと体の位置を入れ替かえる。


　倒れてきた食器棚が背中を強く打って圧あつ迫ぱくした。けれど、どうにか持ちこたえる。ここで耐たえなければルビーウルフを押おし潰つぶしてしまう。


　しかし、そんなジェイドの奮ふん闘とうなどおかまいなしで、ルビーウルフはジェイドの首に腕を絡からませてきた。


「ラウルったら、大だい胆たん」


　頰ほおを染そめてそんなことを言われても、今はまったく嬉うれしくない。しかもさっきから知らない名前で呼ばれているし、なんだか腹はらが立つ。


　早く正気に戻ってもらわなければ。しかし今の状態ではどうしようもない。昨夜は狼たちの吠ほえ声で目を覚ましたようだが、ジェイドの背中に圧し掛かる食器棚や崩れた廃品のせいでフロストもケーナも近寄ることができない。悔くやしそうに吠えながら、がりがりと食器棚を引っ搔いている。


　とにかく、まずは食器棚を押し退のけなければ。この体たい勢せいでいるのは苦しい。しかし、首に絡みつくルビーウルフの腕はジェイドを逃がさんとしている。仕方なしに、無理やり引き剝はがそうと上体を持ち上げた時。視界の隅すみで、何かが光った。


　目を凝こらしてみると、漆しつ喰くいの欠片かけらに小さな輪が埋うずもれていた。漆喰から顔を出している部分には宝ほう石せきが嵌はめ込まれているのか、ジェイドの傍そばから離はなれない蝶の光に照らされて、ちかりちかりと輝かがやいている。


　ジェイドはとっさに腕を伸のばした。しかし、片腕だけで自身の体重と圧し掛かる食器棚を支ささえるのはかなりきつい。それでも、懸けん命めいに耐たえた。


　指輪らしきものに手を伸ばせど、軽く指先に触ふれるぎりぎりで届とどかない。もう少し、と腕を伸ばそうとすると、ルビーウルフがジェイドの体を引き寄せて邪じや魔まをした。


「ルビーウルフ、頼たのむから今は協力してくれ」


　困り果ててジェイドがそう言うと、ルビーウルフは不満そうな顔をした。それから、拗すねたようにそっぽを向く。


「今日のあなたは冷たいわ」


　しょぼくれた声でそんなことを言われると、罪ざい悪あく感が押し寄せてくる。それを見み透すかしたようにルビーウルフは笑えみ、ジェイドの耳元で囁ささやいた。


「口付けをしてくれたら離してあげる」


　その言葉に、ジェイドの頭は一いつ瞬しゆん真っ白になった。ルビーウルフの一連の言動は幻覚のせいだとわかっている。けれど、もしこの言葉が彼女の本心であったなら、従したがわないのは逆に失礼ではないだろうか。


　ほんの数秒迷まよい、ジェイドは決断した。まっすぐルビーウルフを見つめる。


「先に謝あやまっておく。──すまない」


　そう一言断ことわって、ジェイドはルビーウルフの頰に手を添そえる。そして……思いっきり、その頰をつねった。


「うぅっ!?」


　痛いたみにルビーウルフは呻うめき、腕の力が緩ゆるんだ。その隙すきにジェイドは腕を伸ばし、漆喰の欠片から指輪をもぎ取る。そして食器棚を押し退けて立ち上がった。


　指輪には予想した通り、魔ま導どうの力を宿す紋もん様ようが刻きざまれていた。ルビーウルフはこれに触れてしまい、幻覚を見るようになったのだろう。


　ジェイドは足元に落ちてあった石を拾った。そして、その石に指輪を擦こすり付けて紋様に傷きずを入れる。


　しばし場に沈ちん黙もくが落ちた。それを打ち破やぶったのは、気だるそうな呻き声。


「うー、なんか顔が痛い」


　のっそり起き上がったルビーウルフが頰を擦さすりながら言った。彼女に駆け寄った狼おおかみたちも、警戒する様子はない。どうやら、上う手まく術じゆつを解とくことができたようだ。


　地べたに胡坐あぐらをかき、ルビーウルフは不思議そうに頰を擦っている。


「ねぇ、ジェイド。なんかほっぺたが片かた方ほうだけ痛いんだけど、もしかしてあたしの顔、腫はれてる？　虫にでも刺さされたのかなぁ、ひりひりする」


　まさか、自分がつねったとも言えない。言えば、そこに至いたった経緯いきさつも説明しなければいけなくていろいろ面めん倒どうだ。ジェイドはごまかすように、指輪を手の平に乗せてルビーウルフに差し出した。


「これがすべての元げん凶きようだ。思った通り、魔導の仕し掛かけが施ほどこされていたよ。どういった術なのかは、これからいろいろと調べてみる。仕掛けの紋様に傷を入れたから、触さわっても大だい丈じよう夫ぶだ」


「じゃあ、もう足音が聞こえたりしないんだね？」


　ぱっと明るくルビーウルフは笑う。そんな彼女の姿を見てジェイドは心底ほっとした。やはり、ルビーウルフはこうでなくては。大人の女みたいな仕草は、彼女にはまだ早い。少し子こ供どもっぽいくらいが丁ちよう度どいいのだ。


「これでようやく、安心して眠れるな」


　ジェイドがそう言うと、ルビーウルフは悪戯いたずらっぽく口角を上げた。


「怖こわい夢ゆめを見なくても、一いつ緒しよに寝ねていい？」


　冗じよう談だんだとわかっている。いつも通りのからかい口上だ。もうすっかり慣なれてしまったから、むしろこういう言い回しにルビーウルフらしさを感じて嬉しくなってしまう。


　ジェイドはわざと慇いん懃ぎんな礼をした。そして改まった口調で言う。


「女王陛へい下かのお気に召めすままに」


　ルビーウルフがそういった丁てい寧ねいな扱あつかいを嫌きらっているのを承しよう知ちの上での言葉だ。


　普ふ段だん、ルビーウルフの前では砕くだけた態たい度どでいるから、彼女はジェイドが何を言ったのかとっさには理解できなかったらしい。一いつ拍ぱくの間を置いて、ようやくジェイドの言葉が肯こう定ていの意だと察したルビーウルフは驚おどろいたようだった。いつもなら、だめだと突つっ撥ぱねているのだから当然か。


　けれど、ルビーウルフは人をからかっているふりをして、実は本当に寂さびしいのではないかという気もするのだ。拒きよ否ひされた時に自分も相手も傷つけないよう、『冗談だよ』と言い訳わけできるようにしてあるだけなのではないか。


　それなら、ジェイドは騎き士しとして、彼女の甘あまえを受け入れる道を用意しなければいけない。そして同時に、逃にげ道も。


　寄り掛かるのも自立するのも、決めるのはルビーウルフだ。無理に引き寄せてはいけない。だからジェイドも彼女と同じように、『冗談だ』と言い訳できる言葉を選んだ。


　黙だまりこくったルビーウルフは珍めずらしく頰を赤くした。そしてそれをごまかすように、べぇぇっ、と舌したを突き出す。


　いかにも子供じみた態度を見せて、ルビーウルフは狼たちを引き連れ、ジェイドを置いてさっさとその場から立ち去ってしまった。


　彼女はすべてを冗談だったことにして逃げる道を選んだ。それなら、今はその自立心を尊そん重ちようするのみだ。


　誰だれかに頼たよりたくなった時、真っ先に自分のもとへ駆かけてきてくれるよう、いつでも受け入れる準じゆん備びをしてあるのだから。
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　指輪の仕掛けは、ジェイドが予想していたものとほぼ同じだった。術者の許きよ可かなく触れてしまった者に、指輪の持ち主の記き憶おくを見せる作用があったのだ。なかなか珍しい術だし手は込んでいるので、今後の研究材料にと記録しておいた。だが、正直あまり使い道はなさそうだ。ジェイドに魔導を教えた老ろう師しにでも送りつければ、面おも白しろがるかもしれないけれど。


　あれから、ジェイドはナディーヌについてもう一度くわしく調べてみた。すると、その当時に王おう城じように仕えていた魔導騎士の中にラウルという青年がいたことがわかった。そしてナディーヌと恋こい仲なかだった兵士の名はフランシス。


　ナディーヌにあの指輪を贈おくったのはラウルだ。彼なら、あれを作る知識があったはず。


　なぜそんなことをしたのかと考えても、今となっては答えなんてわからない。ただ、予想するくらいならできる。


　ナディーヌはフランシスからラウルに移うつり気したのだろう。そしてラウルはナディーヌの気持ちがフランシスに戻もどってしまわないよう、あんな指輪を贈った。フランシスが彼女の手──そして指輪に触ふれたら、ナディーヌの記き憶おくを見せつけて、諦あきらめるように仕向けた。


　ただ、ルビーウルフに起こった現象を見ると、記憶を見せるだけでは留とどまらなかったようだ。ナディーヌの記憶に触しよく発はつされて、言動まで別人の──ナディーヌのものになってしまう。おまけに、正気に戻った後には何も覚えていない。


　これはラウルが意図してやったのか、それとも術に失敗した結果なのか。指輪が完かん璧ぺきな状じよう態たいだったらそれも調べられただろうが、紋様の一部を削けずり取ってしまったから、もとの術に欠けつ陥かんがあったかどうかを判断することはできなかった。


　指輪の仕掛けに問題があったせいなのかはわからないが、ラウルの術はフランシスを諦めさせることができなかった。それどころか、ラウルからの贈り物を大事に持っているナディーヌにフランシスは逆上したのかもしれない。それが結果として、ナディーヌに不幸な死を招いてしまった。


　すべては憶おく測そくだ。けれど、答えが宙ちゆうぶらりんのままでは落ち着かない。だから適てき当とうに予よ測そくで補おぎなって、ジェイドはこの件けんに決着をつけることにした。
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「でも、やっぱり思い込みって嫌いやだね」


　後日、調べた結果をジェイドがルビーウルフに話したところ、彼女はそんなことを言った。


「怖こわい怖いって思ってるから、なんでもないことにまでびくびくしちゃうんだ。糸くずが指に絡からまったのを幽ゆう霊れいの髪かみの毛だって思っちゃったり、みっともないね」


　ルビーウルフは照れたように苦く笑しようする。そういえば、そんなこともあった。指に痣あざができるくらい強く絡まるなんて、あまり起きないことだ。動どう揺ようして強く引っ張ってしまい、痣が残ったのだろう。今はその痣も消えて、あの晩のことはただの悪い夢だったようにも思える。


　そこまではジェイドも、単に思い込みが原げん因いんだと納なつ得とくしていた。けれどルビーウルフが次に言った言葉に、ジェイドは妙みような引っ掛かりを覚えた。


「それにしたって悪あく趣しゆ味みだよね。足音がだんだん近づいてくるような幻げん聴ちようとか、女の顔が逆さかさまに浮ういて覗のぞき込んでくる幻覚とか、冗談じゃないよ。フロストやケーナにも、ずいぶん迷めい惑わくかけちゃったし。ねぇ？」


　狼おおかみたちを撫なでながら、ルビーウルフは笑って言った。あれから数日経たったが、もう彼女の周囲で不思議なことは何も起こっていないらしく、寝不足も解消されたのだろう。すっかり元気だ。


　けれど、ジェイドは何かが変だと感じた。あの仕掛けはナディーヌの記憶を見せるものだ。奇き妙みような足音や逆さまの顔なんて、はたしてナディーヌの記憶だったのだろうか。


　それに、足音はジェイドや狼たちにも聞こえた。ルビーウルフの周囲にいる者にも軽く影えい響きようしてしまうものだろうと思っていたが、あの指輪の仕掛けにはそんな作用はなかった。


　そしてもう一つ。ルビーウルフが壁かべを壊こわした時、なぜ彼女はそこまでして壁の中が気になったのか。風の通り抜ぬける音が気になったから、とは言っていたが、それならそのように報ほう告こくしてくれるだけでよかった。何もルビーウルフ自身がその場で壁を壊さなくてもよかったのに、彼女はそれを実行した。まるでナディーヌに呼よばれたかのように。


　きっと、削り取ってしまった箇か所しよにそういう仕掛けが組み込まれていたのだ。ジェイドはそう結けつ論ろん付づけることにした。あれから、奇妙なことは何一つ起こっていないのだから問題はない。


　指輪はナディーヌの墓はかに納おさめられた。だからもう、これ以上この件で調べることなんてないのだ。下手に蒸むし返して、ルビーウルフを不安にさせたくない。だからジェイドは、湧わき上がった少量の疑ぎ問もんを自分の中だけに閉とじ込めることにした。


「それでは、ルビーウルフ。今日も頑がん張ばって勉強をしような」


　ジェイドがにっこり笑って言うと、ルビーウルフは不満そうに顔をしかめた。


　ルビーウルフはろくに文字も書けない。だから勉強は大事な仕事だ。そして勉強嫌ぎらいの彼女を根気良く指し導どうするのはジェイドの仕事。けれど、あまり厳きびしくてもいけないから、いつもジェイドは勉強の前にこう一言付け加える。


「終わったら、好きなだけ遊びに付き合ってやるから」


　いつもと同じ言葉。それでもルビーウルフは、毎回この言葉で機き嫌げんを良くする。小こ狡ずるい頭を持っているようでいて、単たん純じゆんなところもあるのだ。


「じゃあ、あの廃はい品ひんの山で宝たから探さがししよう。使えそうなの、いっぱいあったし」


　嬉き々きとして提てい案あんし、ルビーウルフは勉強の準じゆん備びを始めた。その楽しそうな顔を見ていると、ジェイドも嬉うれしくなってしまう。


　遊びに付き合ってやるというのは、ルビーウルフを喜ばせるためだけに言っているのでない。単純に、ジェイドもルビーウルフと一いつ緒しよにいるのが楽しい。


　ただ、それだけのことだった。
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　夜半過すぎ、郊こう外がいの小さな墓ぼ地ちにその男は一人でやってきた。


　もちろん、墓参りなどではない。それなら、こんな夜遅おそくではなく昼間に来る。


　つい最近、この墓地に新しく埋まい葬そうされた者がいる。棺ひつぎにはたいてい、故こ人じんが生前に愛用していた品々が納おさめられるもの。そのほとんどは貴き金きん属ぞくといった宝ほう飾しよく品ひんだ。


　狙ねらいはそれだ。墓荒あらしは早い者勝ちだから、なるべく早くに情報を仕入れなければならない。どこぞで葬式があったと聞けば、喜び勇んで墓場に駆けつける。


　真新しい墓石には女の名が刻きざまれていた。だが、そんなものに興きよう味みはない。同業者が来る前に、さっさと獲え物ものを回かい収しゆうしてしまわなければ。


　慣なれた手つきで土を掘ほり返し、棺の蓋ふたを開ける。その中にあったものを見て、男は首を傾かしげた。


　埋葬されたばかりの遺い体たいは、まだ腐ふ敗はいもしていない状態がほとんどだ。それなのに、この棺に入っていたのはすでに白はつ骨こつ。場所を間違えたのかと思ったが、棺はまだ新しい。つい最近埋葬されたばかりということだ。


　不思議に思いながらも、本来の目的は忘れない。棺の中を物色する。けれど、めぼしいものは見つからなかった。──いや。


　月明かりを弾はじいて光ったものを、男は見み逃のがさなかった。拾い上げ、土の汚よごれを指で拭ぬぐう。


　それは指輪だった。細かな紋もん様ようが刻きざまれている。惜おしいことに、擦こすったような傷があるものの、小さいながら宝石が嵌はめ込まれていた。石だけ取り外して売っても、それなりの値ねが付く。


　指輪を懐ふところに仕し舞まい込み、棺の蓋を閉じて元通り土を被かぶせた。こうして後始末をしなければ、墓荒らしを見み張はる自じ警けい団だんが出てきて厄やつ介かいなのだ。掘る時より、埋うめる時のほうが慎しん重ちようになる。


　すべてを終え、額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。その手に、何かが絡からんだ。


　なんだ、と思って見てみると、絡んでいたのは長い髪かみの束。ぎょっとして、それを引きちぎろうとする。


　けれど、髪はどんどん指に絡んで締しめ上げる。指先は鬱うつ血けつして紫むらさきになり、すでに感覚がない。指のほうがちぎれてしまいそうだ。


　腕うでを抱かかえ込んでうずくまった男は、どこかから……今、埋めたばかりの墓の下から、湧わき上がる声を聞いた。


　──指輪が、ないわ──




　淑しゆく女じよな遊ゆう戯ぎ







　一日の始まり。静かな早朝。


　庭木の葉に溜たまった朝あさ露つゆが日の光で消えていく、まさにその時間。


　少女の悲鳴がグラディウス王おう城じように響ひびき渡わたった。


　声がしたのは女王の私し室しつからだった。たまたま近くにいたジェイドは、迷まよわず部屋に飛び込む。


　そこにいたのは、手に食べかけのパンを持ったまま、しまったという顔をしている女王。彼女の傍そばには世話役の女官もいて、部屋に飛び込んできたジェイドに見向きもせずおろおろと困こまり果てていた。


　女王──ルビーウルフは裸足はだしだった。むき出しになった片かた足あしの膝ひざから下が濡ぬれていて、毛足の長い絨じゆう毯たんの上にはカップが転がっている。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、ルビーウルフ様。火傷やけどは……」


　女官の少女──キャスはそばかすの頰ほおを青くして、ハンカチでルビーウルフの足を拭ふこうとした。しかし、当のルビーウルフは平然と足を振ふって雫しずくを飛ばし、何事もなかったように食事を続ける。


「冷めてたから大丈夫。──ジェイド、何か用？」


　パンを齧かじったルビーウルフが、カップを拾い上げつつドアの前に立つジェイドに目を向けた。


「……大声がしたから見に来たんだが、聞かなくても状じよう況きようはよくわかったよ」


　溜め息と共に、ジェイドは言葉を吐はいた。


　ルビーウルフは着き替がえながら立ち歩いて朝食を摂とっていたようだ。服は着ているが、裸足だし葡ワ萄イ酒ン色の短たん髪ぱつには寝ね癖ぐせがついたままだし、朝の支し度たくの最中なのは明白。そんな落ち着かない食事をしていたから、茶の注がれたカップを落としてしまったのだろう。ジェイドが聞いた叫さけび声は、ルビーウルフではなくキャスの声だった。


「お食事は座すわって召めし上がってください、ルビーウルフ様。お行ぎよう儀ぎが悪いですよ。そんなことだからお茶を零こぼしたりするんです。今回は冷めていたからいいですけど、もし熱かったら大変なことになってましたよ。それと、裸足でうろうろするのはやめてください」


　ルビーウルフが火傷をしていないと知って、キャスは安あん堵どしたようだ。そしてすぐ、小言を始める。


「人前に出る時はばりっと決めるってば。誰だれも見てない時くらい見み逃のがしてよ」


　うるさそうに眉まゆをしかめ、ルビーウルフはパンを口に詰つめ込む。手についたパンくずを服で拭うように払はらったら、またキャスは大きな声を上げた。


「もうっ、服で手を拭かないでください！　この間もオレンジの汁しるをそうやって拭ったでしょう？　染しみになっちゃうんですから！」


「服なら自分で洗せん濯たくするよ。それに、もともと古着なんだからちょっと汚よごれたくらい目立たないって」


「そういう問題じゃないんですってば！　ジェイド様からも何か言ってください！」


　キャスに意見を求められ、こんなことなら部屋に入ってくるんじゃなかったとジェイドは少し後こう悔かいした。しかし、このまま無言で逃にげるわけにもいかない。


「そうだな。気を抜ぬくのは構かまわないが、せめて着替え終わってからゆっくり座って食事をしたほうがいいんじゃないか？　裸足のまま歩いていたら、何かを踏ふんで怪け我がをするかもしれない」


「慎つつしみがあまりにもなさすぎるんです。お風ふ呂ろ上あがりなんて、どうせ誰も見てないからって部屋でいつまでも下着姿なんですよ。多少のことはわたしたちも我が慢まんしますけど、もう少し女じよ性せいとしての自覚を持っていただかないと」


　ジェイドの言葉尻じりに乗っかって、キャスはこれでもかと言い募つのる。


　弁べん護ごしてくれる者がいないルビーウルフはたじたじになって後あと退ずさった。うぅ、と呻うめいて反はん論ろんしないところを見ると、キャスが言ったことは事実らしい。キャスや他の女官たちの苦労を思い、ジェイドは再ふたたび溜め息を零す。


　それが気に障さわったのか、ルビーウルフはぷくっと頰を膨ふくらました。


「何さ、二人して。──わかったよ。女らしくすればいいんだろ。見てろよこんちくしょう」


　そういう言葉遣づかいからしてすでに女らしさに欠けているのだと彼女は気づいているのかいないのか。


　闘とう志しを燃もやす紅こう玉ぎよくの瞳ひとみに、ジェイドは嫌いやな胸むな騒さわぎを覚えたのだった。
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　翌よく日じつ、ジェイドのもとに双ふた子ごの少年たちが駆かけ込んできた。


　騎き士し見習いのリオンとティグルだ。共に鉛なまり色いろの髪で、鉄てつ紺こんの瞳。二人を見分ける方法は、兄のリオンが髪を束ねているということだけ。


　その二人が揃そろって困こん惑わく顔になり、ジェイドに泣きついてきたのだ。


「ジェイド様、大変なんです！」


「陛へい下かが、陛下が……」


「ルビーウルフがどうかしたのか？」


　ジェイドの問いに、双子は答えない。何か恐おそろしいものを見たように、口を閉とざしてしまっている。


　仕方なく、ジェイドは怯おびえる少年たちを連れてルビーウルフの部屋を訪たずねた。ドアを叩たたくと、いつより少し落ち着いた声こわ音ねで、どうぞとルビーウルフの声がした。


　何か妙みようだ。扉とびら一いち枚まい隔へだてた向こう側の雰ふん囲い気きがいつもと違ちがうような気がする。


　リオンとティグルに目を向けてみると、彼らはジェイドの後ろに隠かくれるようにしてドアが開かれるのを待っている。その表情は、幽ゆう霊れい屋や敷しきで肝きも試だめしでもしているかのように強こわ張ばっていた。


　深しん呼こ吸きゆうをして、覚かく悟ごを決める。ゆっくりとドアを開き──ジェイドは呻き声を上げた。


　チェリーのように艶つややかな赤いドレスを身に纏まとい、葡ワ萄イ酒ン色の髪には桃もも色いろ珊さん瑚ごで彫ほられた薔ば薇らの飾かざりが可か憐れんに咲さいている。椅い子すに腰こし掛かけ、優ゆう雅がな仕草でポットからカップに茶を注いでいるその横顔は、薄うすく化け粧しようを施ほどこしているのか普ふ段だんよりも白く見えた。


　そこにいた淑しゆく女じよは、間ま違ちがいなくグラディウス女王ルビーウルフだった。


　これが他国の女王や姫ひめならば何の問題もない。だが、ルビーウルフの場合は違う。彼女がこんなことを望んでするなんてあり得ないのだから。


「今日は剣けんの稽けい古こをしてくれる約束だったから、僕ぼくらずっと外で待ってたんです。でも陛下がなかなか来てくれなくて、迎むかえに行ったら……」


　ティグルがジェイドの背はい後ごに隠れたまま、小声で事情を説明してくれた。


　普段は男物の古着を無む造ぞう作さに着て、ざっくばらんな態度で周囲に接せつするルビーウルフのこんな姿は、双子にとって見慣れないどころか恐きよう怖ふの対象だったようだ。完全に怯えてしまっている。


　きっと、昨日のジェイドとキャスの言葉が原げん因いんだろう。彼女は拗すねているのだ。小言を言われた腹はらいせに、当てつけがましく女らしい振ふる舞まいをしているに違いない。


　ドアの前に突つっ立ったまま、動けないでいるジェイドたちにルビーウルフは柔にゆう和わな微笑ほほえみを向けた。


「どうなさったの？　そんなところに立っていないで、こちらにいらして。お茶でもいかが？」


　女王として公おおやけの場に出る時にしか使わない、丁てい寧ねいな言葉と穏おだやかな口調だった。今は彼女の本当の性せい格かくを知っている者しかいないというのに。


「ルビーウルフ、昨日のことを怒おこっているのか？　拗ねるのは構わないが、リオンとティグルは関係ないだろう。剣の稽古をしてやる約束をしたなら、そんな格かつ好こうをしていないで相手をしてやれ」


　ジェイドの言葉に、双子はそうだそうだと言わんばかりに首を縦たてに振る。しかしルビーウルフはきょとんと目を丸くし、頰ほおに片かた手てを添そえて首を傾かしげる。


「剣の稽古？　何のことです？」


　すっとぼけた返事に、ジェイドは昨日感じた胸むな騒さわぎが的中したのを悟さとった。


　この振る舞いで彼女が求めているもの。それはジェイドとキャスの詫わびだ。


　けれど、それは難なん題だいだった。上うわっ面つらだけで謝あやまっても、ルビーウルフは本心を見み抜ぬく。むしろ言葉だけで謝しや罪ざいしたら、余よ計けいに機き嫌げんを損そこねるかもしれない。当てつけのような態度を取られて、さすがのジェイドも心の底から非ひを認みとめる気になれないのが正直な気持ちだった。


「どうにかしてくださいよ、ジェイド様」


「陛下、ずっとあのままなんですか？　何か悪いものでも食べたんですか？」


　ジェイドの後ろに隠れたまま、リオンとティグルが小声で訊たずねてきた。昨日のことを知らない彼らには、ルビーウルフの頭の螺ね子じが二つ三つ外れてしまったように見えるのだろう。


「いや、何かの病気とか、そういうことじゃないから心配はいらないが……。すまないが、今日の稽古は諦あきらめてくれ。事じ情じようは後で説明するから」


　慣なれない服を着て、むず痒がゆくなるような言葉で話すなんてルビーウルフ自身が一番辛つらいはずだ。長くても三日で飽あきるに違いない。


　それに、これはいい機会だ。窮きゆう屈くつな服に慣れる訓練にもなるし、ルビーウルフがどこまでこの振る舞いを維い持じできるか、彼女自身もジェイドも知っておいて損そんはない。


　こうなったら、リオンたちにも協力してもらうことにする。ルビーウルフがいかに完かん璧ぺきな演えん技ぎをしたとしても、周囲の者がつい普段の調子で軽々しく接してしまっては努力の意味がなくなるし、公の場で失態を晒さらさないためにも、これは必要なことなのだ。


　双子は不満そうな顔をしつつも、諦めて去っていった。彼らを見送るルビーウルフの顔は相変わらず薔薇色の微笑みだ。持ち手の細い繊せん細さいなカップを唇くちびるに当て、優ゆう雅がな仕草で茶を飲む姿からは昨日まで大口でパンをほおばっていた少女と同一人物だなんて思えない。


　その洗せん練れんされた所しよ作さは、幼おさない頃ころからそうであったかのように自然だった。これが演技だというのだから驚おどろかされる。


　その時だった。双子と入れ替かわるようにして、誰かの足音が近づいてきた。


　人間じゃない。四足の、獣けものの足音。


　意気揚よう々ようとルビーウルフの部屋に入ってきたのは砂すな色いろの狼おおかみ、ケーナだった。この城じよう内ないを自由に歩き回ることを許ゆるされる獣は、彼女ともう一頭、フロストという白狼だけ。


　彼らはルビーウルフと共に育った仲間であり、今はグラディウスの騎き士しだ。赤い房ふさ飾かざりつきの首輪がその証あかし。


　ケーナは大きな骨ほねを銜くわえていた。調理場で捨すてるものをおやつとしてもらったのだろう。獲え物ものを独どく占せんすることなく、ルビーウルフに見せに来るところが彼女らしい。──しかし。


　部屋に入ってきたケーナは、片方の前まえ脚あしを上げたままの姿で硬こう直ちよくした。視線はまっすぐルビーウルフに向けられている。


「まぁ、ケーナ。料理長にもらったの？　よかったわね、わたくしからお礼を言っておきますね」


　ルビーウルフがそう言ったとたん、ケーナはびくっと震ふるえて口から骨を落とした。耳を伏ふせて尻尾しつぽを後ろ脚あしの間に巻まき込み、弾はじかれたように逃にげて行く。


「あらぁ？　どうしたのかしら？」


　頰に人差し指を当て、本当に何もわかってないような顔でルビーウルフは小首を傾げた。


　ケーナにまで噓うその態度で接するなんて、彼女はかなり本腰を入れて乙女おとめを演じるつもりらしい。


　それなら、ジェイドにも考えがある。


「陛へい下か、今日はよいお日和ひよりです。外で散歩などいかがですか？」


　ルビーウルフが意地でも女王として振ふる舞まうなら、ジェイドは騎き士しとして彼女に接する。互たがいにどこまで我が慢まんが続くか、これでわかるというものだ。


　ルビーウルフはにっこりと笑みを作った。けれど、その紅こう玉ぎよくの瞳ひとみは本気では笑っていない。ジェイドに恭うやうやしく扱あつかわれるのが嫌きらいな彼女の頰がわずかに引きつっていた。売られた喧けん嘩かは片かたっ端ぱしから買うものだと、その表情が語っている。


「負けませんわよ」


　ぼそりと言った声は低かった。ジェイドが謝あやまるどころか挑ちよう発はつするように対たい抗こうしてきたのは、予想していなかったようだ。


「なんのことです？」


「あら、わたくし何か言いまして？」


　ジェイドの問いにルビーウルフは白々しくとぼけた。ドレスのスカートを摘つまみ、椅子から腰を上げる。裾すその隙すき間まから、ちらりと靴くつが見えた。細くて高いヒールだ。普ふ段だんの彼女なら絶ぜつ対たいに履はかない、華きや奢しやな靴。足は痛くないだろうかと心配になったが、ルビーウルフはしっかりとした足取りでドアへと向かった。


「どうしたの？　お散歩に行くのでしょう？　エスコートしてくださいな」


　しゃんと背せ筋すじを伸のばし、ルビーウルフは肩かた越ごしに振り返る。


　その表情は、ジェイドとの意地の張り合いを楽しんでいるようにも見えた。
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　ジェイドはすっかり失念していた。


　ルビーウルフが並なみ外はずれた負けず嫌いだということを。


　散歩をするため庭へ出たルビーウルフは、何を思ったのか花か壇だんの花を手た折おって花占うらないを始めた。彼女が考える『女らしい』を、徹てつ底てい的に実じつ践せんしてみるつもりのようだ。


　好き、嫌い、と一枚まいずつ花びらを千切っていく。結果は『好き』だった。軸じくだけになった花を握にぎり、ルビーウルフは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。


「良かったですね、陛下。どなたとの相あい性しようを占ったのですか？」


「そんな、恥はずかしくて言えませんわ」


　ジェイドが訊たずねると、ルビーウルフは両りよう頰ほおに手を添そえて俯うつむく。ほのかに顔を赤くしているところなど、芸が細かい。


　そこへ、庭木から何かが飛んできてルビーウルフの肩に止まった。カマキリだ。大きな鎌かまをルビーウルフの服に引っ掛かけて上へ上へとよじ登り──ルビーウルフが悲鳴を上げてその場にしゃがみ込んだ。両手で顔を覆おおい、いやいやと首を振る。


「やだっ、虫！　取って取ってぇ！」


　切せつ羽ぱ詰つまった声で助けを求めてきた。仕方なくジェイドはカマキリを摘まみ上げ、花壇に投げて逃がしてやる。


「取りましたよ、陛下」


「本当に？　もういない？」


　ルビーウルフはゆっくりと顔を上げた。瞳を潤うるませ、ぐすんと鼻を鳴らす姿は保ほ護ご欲よくを搔かき立てるか弱い少女そのものだ。けれど、彼女の本ほん性しようを知っているジェイドにとっては笑えない冗じよう談だんとしか思えない。


　今のルビーウルフを見ていると、ぞわぞわと肌はだがむず痒がゆくなってくる。リオンとティグルがあんなに怯おびえ、ケーナが脱だつ兎とのごとく逃げ出した理由が、遅おそまきながらわかった気がした。


　ルビーウルフが慣れない仕草に疲つかれてしまうまで付き合うつもりでいるが、これでは先にジェイドが参ってしまいそうだ。


　それでも、まだ一日も経たっていないのに音を上げるわけにはいかない。


　ジェイドは座すわり込んだままのルビーウルフに手を差し伸のべた。彼女は素す直なおにその手を取って立ち上がる。そして憂うれいの眼まな差ざしを地面に落とし、溜ため息に乗せて言う。


「やっぱり、お部屋に戻もどりましょう。お外は怖こわいわ」


　野宿も狩かりも、野生動物並みにやってのける者の言葉とは思えない。


　昨日までの彼女と今目の前にいる少女を頭の中で比べてみたら、腹の底に胃いもたれに似にた感覚が生まれた。自分でも驚おどろくほど苛いら立だっている。


　気を落ち着かせるため、ジェイドは深しん呼こ吸きゆうをしてからルビーウルフをエスコートして部屋まで戻った。それから逃げるように自室に退しりぞき戻ったのだが、予想以上に神しん経けいが磨すり減へってしまった。


　少々過か剰じような節はあるものの、彼女の立ち振る舞いは完かん璧ぺきだ。むしろ問題はジェイドのほうにある。たった一日で疲れてしまうなんて、騎き士しとして情なさけない。


　ルビーウルフは頑がん固こだ。ジェイドが本心から謝あやまるか、もうやめてくれと懇こん願がんするまで演えん技ぎをやめないだろう。きっと自分自身の仕草や言葉遣づかいにうんざりしているはずなのに、そんなことは微み塵じんも表情に出さない。


　あと何日、こんなことが続くのか。すべてはルビーウルフの気分次し第だいだが、三日だろうと十日だろうと付き合ってみせる。


　女王を守る立場の騎士が、女王より先に膝ひざを屈くつするわけにはいかないのだから。
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　やっぱりもう無理かもしれないと思ったのは、三日目の朝だった。


　外は快かい晴せいで良い天気なのに、城じよう内ないの空気がどんよりと重苦しい。今にも天てん井じようから雨がしとしと降ふってきそうだ。すれ違ちがう者は皆みな、げっそりとした顔で溜め息をついている。


　城内の者全員に、ルビーウルフが突とつ然ぜんしとやかになった原げん因いんは伝えてある。そして、彼女が飽あきるまで付き合うように、とも。


　ところが、今まで遠えん慮りよのない態たい度どでルビーウルフと接せつしてきた者たちは、この急きゆう激げきな変化についていけないのだ。どうしていいものか困った挙あげ句く、近寄らないようにしている者が大半だった。同じ場所を二回も三回も掃そう除じしたり、わざと仕事を増ふやして彼女と鉢はち合あわせしないよう気を配っている。


　しおらしくなったルビーウルフに辟へき易えきしたのはジェイドだけではなかったのだ。いや、むしろ平然と対応できる者など一人としていない。これは困った事態だ。


　ルビーウルフが主しゆ従じゆう関係に拘こだわらないせいか、狎なれ合うことに慣れすぎてしまったのか。このままでは他国から客人を招まねいた時に、その客人に対しても礼を欠いた態度で接してしまうかもしれない。


　そう懸け念ねんしたジェイドは、積極的にルビーウルフと接するよう皆に言ったのだが、あからさまに嫌いやそうな顔をされるだけで終わってしまった。


「だってね、ジェイド様。ルビーウルフ様ったらフォークやスプーンが重いからもっと柄えの細いものに替かえて欲しいなんておっしゃるんです。そりゃあ重いでしょうよ、いつもは人が見てなければ手て摑づかみで食べちゃうんですから」


　苛々と芝生しばふの草を引っこ抜ぬきながら、キャスは文もん句くを垂たれた。それにリオンとティグルも同意して頷うなずく。


　城内の重い空気から逃のがれるように庭の木こ陰かげで風に当たっていたところ、ジェイドは三人に出くわしたのだ。彼らもルビーウルフを避さけてきたらしい。こそこそと隠かくれるように愚ぐ痴ちを言い合っているのをジェイドが見つけ、三人の不満を聞かされるはめになった。


「僕らも、もう耐たえられませんよ。陛へい下かがいつでも好きな時に勝負を挑いどんで来いって言ってたから不意打ちで斬きりかかったんですけど──あ、もちろん模も造ぞう刀とうですよ？　陛下ってば女の子みたいな悲鳴を上げてしくしく泣なき出しちゃって。いえ、涙なみだは出てなかったですけど。明らかに噓うそ泣きだったんですけど」


「いつもだったら、剣けんが届とどく前に回し蹴げりで撃げき退たいするくせに！」


　眉み間けんに皺しわを寄せてティグルが言うと、リオンが座ったまま足をじたばた踏ふみ鳴らして呻うめいた。


　とりあえず、今の言葉でこの双ふた子ごがルビーウルフを女として見ていないことがよくわかった。女の子みたい、じゃなくて本当に女の子なのに。うっかり忘わすれてしまうのも、わからないではないが。


　そうすると、他の者たちもルビーウルフを女と思っていないから気味悪がって遠巻きにするのか……いや、違う。キャスや他の女官たちはルビーウルフに綺き麗れいな服を着せたがっていたし、本当なら今の状じよう況きようを喜ぶはずだ。なのに彼女たちはちっとも楽しそうじゃない。


「わたし、やっぱり謝あやまったほうがいいんでしょうか……」


　暗い顔でキャスがつぶやいた。先日の小言が原因だと、彼女もわかっているのだ。


「謝るのはいいが、キャス。本心から自分が悪いと思っているか？」


　ジェイドが問うと、キャスはふるふると首を振ふって否ひ定ていした。


「思えません。だって、わたしは当然のことを注意しただけですもん」


　そうなのだ。キャスもジェイドも当然のことを言っただけ。それに腹を立ててあんな当てつけがましいことをしているのはルビーウルフのほうで、そう思うとやはり謝る気分にはなれない。──しかし。


「なんかこう、今の陛下を見ていると胸むねに熱い衝しよう動どうがこみ上げてくるというか」


「気がつくと握にぎり拳こぶしが震ふるえてるんですよね。これは──敵てき意い？」


　生気のない目でつぶやくリオンとティグルの様子に、もうこれ以上彼らに付き合わせるのは酷こくだと悟さとった。ジェイドは溜ため息をつき、立ち上がる。


「わかった。もうやめるように俺おれから言おう」


　うまく言うことを聞いてくれるかどうかはわからないが、やってみるしかない。


「わたしも行きます！」


　ジェイドに続き、キャスも立ち上がった。しかし、ジェイドはそれを制せいす。


「いや、まずは俺が一人で行ってみるよ。二人で言い募つのったら、また機き嫌げんを損そこねるかもしれないからな」


　ことの始まりだったあの日、ジェイドはルビーウルフの弁べん護ごをすることなくキャスの肩かたを持ったのだ。そのことも、彼女の機嫌を損ねてしまった要因に繫つながっている可か能のう性せいは高い。


　キャスと双子をその場に残し、ジェイドはルビーウルフの部屋へと向かった。階段を上がり、棟むねと棟を繫ぐ渡わたり廊ろう下かを渡る。


　そこで、目的の人を見つけた。今日の召めし物はクリーム色のドレス。装そう身しん具ぐは黄金真しん珠じゆで統とう一いつしている。誰かに見立ててもらったのか──いや、今のルビーウルフに自分から近づく者はいないから、彼女が自分で着たのだろう。袖そでや胸むな元もとがゆったりとしていて、布量のわりに動きやすそうな服を選んで着ている。


　ルビーウルフは何かを捜さがしているようだった。きょろきょろと辺りを見渡し──ジェイドに気がつき、駆かけ足で寄って来る。


「ねぇ、フロストとケーナがどこにいるかご存ぞん知じありません？　このところ、ずっと姿が見えなくて……」


　どうやら狼おおかみたちを捜していたようだ。


　ケーナはあれ以来、ルビーウルフから距きよ離りを置いている。時折こっそり様子を見には来るものの、すぐにどこかへ逃にげてしまうのだ。フロストに至いたっては不ふ穏おんな空気を察してか、影かげすら見せない。さすが、勘かんが冴さえている。


「ルビーウルフ、もうやめにしよう。狼たちがどうして隠かくれてしまっているか、わかるだろう？」


　小さな子を諭さとすようにジェイドが言うと、ルビーウルフは目を丸くした。まるで何もわからない、とでも言いたげだ。


「口うるさく言ったのが気に障さわったのなら謝る。ルビーウルフがいろんなことを我が慢まんしてくれているのは理り解かいしていたつもりだったのに……。互たがいに話し合って妥だ協きよう点を見つけよう。このままこんなことを続けていても、みんなが困こまるだけなんだ」


　十五歳さいになるまで盗とう賊ぞくとして生きてきたルビーウルフに窮きゆう屈くつな生活を強しいているのはジェイドのほうだ。なのにルビーウルフはけろっとして、滅めつ多たに不平を言わない。それに甘あまえてどんどん要求を重ねてしまったと、ジェイドは感じていた。今まで抑よく圧あつしてきたものが、一気に弾はじけてしまったのかもしれない。


「そんな、困るだなんて……」


　ルビーウルフは啞あ然ぜんとしたようにつぶやき、一歩二歩と後あと退ずさった。本当に驚おどろいているようにも見えるが、まだ演技をやめないあたりが強ごう情じようだ。


　もう一歩、後ろに下がる。その瞬しゆん間かん、足をくじいたようにルビーウルフがよろけた。ジェイドはとっさに彼女の腕うでを摑つかんで助け起こす。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　問うたが返事はなかった。代わりに、鋭するどい眼まな差ざしで睨にらまれる。下した唇くちびるを嚙かんで、何かを堪こらえているような表情だった。


　ジェイドが次に何かを言う前に、ルビーウルフは摑まれた腕を振ふり払はらった。そしてヒールの音を廊下に響ひびかせ、振り返りもせずに駆け去っていく。


　やはり機嫌を損ねてしまった。だが、ここで退ひくわけにはいかない。少し時間を置いてから、また訪ねよう。きっとルビーウルフは自室に戻もどったはずだから。


　次はどうやって説得しようか。そんなことを考えながら庭に戻り、ぼんやりと歩いていたら垣かき根ねの向こうからケーナが駆けてきた。じっとジェイドの顔を見上げ、前まえ脚あしをジェイドの足に乗せる。


　ルビーウルフにずっと遊んでもらえなくて、暇ひまなのだろう。ジェイドはケーナの頭を撫なでてやった。


「すまないが今は考え事をしているんだ。ルビーウルフを説得するための方法を考えているんだよ。だから、遊ぶのはあとにしてくれ。──それとも、何か良い案でも？」


　ジェイドが訊たずねると、ケーナはか細い鼻声で鳴いた。困ってしまったのか、遊んでもらえないと悟さとって悲しんでいるのか。どちらにしろ、今は彼女に構かまってやれるような気分ではない。


　もう一度、ジェイドは砂色の毛け並なみに手を滑すべらせた。触さわり心地ごこちの良い柔やわらかさを名残なごり惜おしみながらも、その場を離はなれる。考え事をする時は独ひとりになりたいのだ。


　ところがケーナはジェイドの前に回り込み、通せんぼするように立ちはだかった。そしてまた、前脚でジェイドの足を踏ふみつける。


「ケーナ、あとで遊んであげるから」


　ルビーウルフと違ちがって、ジェイドにはケーナが何を要求しているのかわからない。離れようにも足を踏まれたままでは身動きが取れないし、すっかり困ってしまった。


　それはケーナも同じだったようだ。伝えたいことを理解してくれないジェイドにもどかしくなったのか、高い声で何度も吠ほえる。そして土を掘ほり返すような仕草で、ジェイドの足をがりがりと引っ搔かいた。


　靴くつ越ごしだったからなんともなかったが、それでも狼の力で引っ搔かれると爪つめの鋭するどさも相まって重い衝しよう撃げきが伝わってくる。


「ま、待て、ケーナ。一体何を……」


　一心不ふ乱らんに引っ搔くケーナから離れようとして、ジェイドはふと思い出した。先ほどの、ルビーウルフの様子を。


　もしかして、と考えていると、ケーナが引っ搔くのをやめて再び吠えた。まるでジェイドの心中を読み取り、後あと押おしするように。


　ケーナは焦あせっているようだ。何かを案じているように鼻をきゅうきゅう鳴らしている。彼女がこんなに気に掛かける者といえば、一人しかいない。


「わかったよ、ケーナ。ありがとう」


　ジェイドは自分の想像に間違いがないと確かく信しんした。これでルビーウルフを説得できるはずだ。それに、早くしなければ。何せルビーウルフは──


　ジェイドはケーナの両りよう頰ほおをくしゃくしゃと撫で、駆け出した。
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　部屋に駆け戻ったルビーウルフは、ドアにもたれて座すわり込んだ。もうあまり動きたくないが、このままでは服が汚よごれてしまうと思って仕方なく立ち上がる。


　二間続きになっている自室の、奥おくの部屋は寝しん室しつだ。よたよたとベッドに歩み寄って、うつ伏ぶせに倒たおれ込む。


　どうしてジェイドはあんなことを言うのだろう。謝あやまって欲しくなんかないのに。ルビーウルフがこんな格かつ好こうをしてむず痒がゆくなるような言葉で話しているのは、ただ──


　考えていると、膝ひざのあたりからじわじわと熱が広がってきた。ここ数日、慣なれない靴を履はいていたせいか、普ふ段だん使わない筋きん肉にくが悲鳴を上げているのだ。筋すじだけでなく、他のところもあちこち痛いたむ。


　こういう時は眠ねむって、痛みが退ひくのを待つのが一番だ。


　そう思って目を閉とじ、うとうとし始めた時だった。部屋のドアを叩たたく音が聞こえた。ルビーウルフ、と呼ぶのはジェイドの声だ。


　ルビーウルフは素す早ばやく起き上がり、手て櫛ぐしで髪かみを整えた。ドアを開けに行くのは足が痛くて面めん倒どうなので、どうぞ、と声を張り上げる。


　彼が寝室までやってくる前に、ルビーウルフはキャビネットからティーカップやソーサーを取り出して丸いテーブルに並ならべ、さも今まで茶を楽しんでいたかのような雰ふん囲い気きを作り上げる。昼間からベッドでごろごろしていたなんて、気づかれないように。


「ルビーウルフ！」


　寝室に踏ふみ込んできたジェイドは、なぜか肩かたで息をしていた。ここまで走ってきたようだ。


「どうなさったの、そんなに慌あわてて。何かご用？」


　うとうと眠りかけていたせいか、少し声が掠かすれている。こっそりと咳せき払ばらいをして、ごまかすようにキャビネットからシュガーポットを取り出し、テーブルまで運ぼうとした。──その時。


「脱ぬげ」


　たった一言、ジェイドはそう言った。
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　ルビーウルフはぽかんと顎あごを落とし、目を丸くした。ついでにシュガーポットも落っことして絨じゆう毯たんに白い砂さ糖とうが飛び散ったけれど、そんなことになんて気が回らない。


　ジェイドの表ひよう情じようは真しん剣けんそのものだった。いや、冗じよう談だんでもそんなことを言う男ではない。だったらやっぱり彼は本気だ。


　ルビーウルフが硬こう直ちよくしていると、ジェイドは業ごうを煮にやしたのか大おお股またで歩み寄ってきた。ルビーウルフは反はん射しや的に距きよ離りを取ろうと後あと退ずさる。


「ちょ、ちょっと待て！　いきなりそんなこと言われたって……！」


　両手を突つき出してぶんぶん振ふって、それ以上近ちか寄よるなと意思表ひよう示じするが通じない。焦あせるあまり言葉遣づかいが普段通りになってしまったが、そんなことはどうでもいい。


　ジェイドから目を離さないまま後ろへ下がっていたら、足が何かに当たった。細いヒールでは堪こらえきれず、そのまま尻しり餠もちをつくように倒れる。だが、痛みはなかった。ルビーウルフがつまずいたのはベッドの縁へりだったのだ。ぼすん、とマットレスに背中が沈しずみ込む。


　ほっとしたのも束つかの間、ジェイドは目前まで迫せまっていた。慌あわててベッドの上に逃にげ、仰あお向むけのまま這はって後ろに下がり──足首を摑つかまれた。


　心しん臓ぞうが弾はじけるように飛び上がった。声にならない叫さけびが頭の中で渦うず巻まく。目までぐるぐる回って、もういっそ諦あきらめてしまったほうがいいのかと投げ遣やりな感情まで湧わいてきた。


　でも、それでも、まだ昼間だし、こんな順じゆん序じよもへったくれもないようなのは嫌いやだ。


「待てって言ってんだろうが！」


　摑まれた足を思いっきり振って、蹴けりを繰くり出そうとした。だが、その瞬しゆん間かん、かかとや足先に鋭するどい痛みを残してあっさりと解放される。


「やっぱり、か」


　ジェイドは呆あきれた声で言い、溜ため息をついた。その手にはルビーウルフが履いていた華きや奢しやな靴が握にぎられている。内側の何箇か所しよかに、血がついている靴だ。


「どうしてこんなになるまで意地を張るんだ。肉ま刺めが潰つぶれているじゃないか」


　彼が言う通り、ルビーウルフの足は肉刺だらけだった。特に小指の付け根がひどい。べろりと皮がめくれてじくじく痛む。今朝までは水ぶくれだったのに、転びそうになったり暴あばれたりしたせいで皮が剝むけてしまったようだ。


　だが、今のルビーウルフには足の痛みよりも脱だつ力りよく感のほうが勝まさっていた。


「あぁ、脱げって、靴ね……。だったらはっきりそう言えよ。まったく……」


「何か言ったか？」


　小声でぶつくさ文もん句くを言っていたら、ジェイドは少し苛いら立だったように訊ねた。ルビーウルフが脱力している間に、救急道具を持ち出してきて手早く処しよ置ちに取り掛かっている。


　答えることなんて、できるわけがない。仕方なくルビーウルフは口を噤つぐんだ。軟なん膏こうを塗ぬられて傷きずに沁しみても、ぐっと堪こらえる。


　ジェイドはそれきり何も言わず、黙もく々もくと処置を続けた。長い沈ちん黙もくに背中がむずむずとして、ルビーウルフは彼に訊ねる。


「どうして、あたしが足を痛めてるってわかったの？」


「さっき転びそうになった時、顔をしかめていたからな。それと、ケーナが教えてくれた」


　ジェイドは答えたけれど、ルビーウルフの顔を見なかった。彼が怒おこっているのは、声だけで充じゆう分ぶん知れた。


「ケーナも心配していたんだ。だから、もう意地を張はるのはよせ」


「別に、意地を張ってたわけじゃないよ」


　ルビーウルフが反はん論ろんすると、ジェイドはようやく顔を上げた。ルビーウルフの両足の靴くつ擦ずれに軟膏を塗り終え、話を聞く姿し勢せいになっている。


「たしかに最初は、細かいことにぐだぐだ言われたのに腹はらが立って当てつけのつもりでやってたけど……」


　ルビーウルフは一瞬言いよどみ、ジェイドの顔を見た。彼はまっすぐルビーウルフを見み据すえ、無言で話を促うながしている。


　観念して、ルビーウルフは真意を吐はき出した。


「せっかく女らしくやってるのに、誰も褒ほめてくれないじゃないか。それどころか、みんなして顔をしかめたり逃にげたりするし。演えん技ぎにはけっこう自信あったのに、もしかして端はたから見ると下手くそなのかな、って思って。なのに気合い入れれば入れるほど誰も寄り付かなくなるってどういうこと？」


　ここ数日間のことを思い出し、ルビーウルフは頭を抱かかえた。


　動きにくい服を着て、化け粧しようまでして、足が痛くなるような靴を履はいて頑がん張ばったのに誰一人として喜んでくれる者はいなかった。ルビーウルフにドレスを着せたがっていた女官たちさえ、困ったように愛あい想そ笑いをして逃げていく始末だ。


「何がいけなかったのかな。話し方はおかしくなかっただろ？　服だってちゃんと着てたはずだし……あ、もしかして一人で着たのがだめだったのか？　誰かに手伝ってもらうのが正解なのか？」


　うんうん唸うなりながらルビーウルフが悩なやんでいると、ジェイドは啞あ然ぜんとしたように目を丸くし──堪えきれなくなって失しつ笑しようを漏もらした。なんだか馬ば鹿かにされたような気分になって、ルビーウルフは唇くちびるを尖とがらせる。


「何だよ。笑うことないだろ」


「あぁ、すまない。俺はてっきり、拗すねてあんなことをしているんだと思っていたから……」


　ジェイドは素す直なおに謝ったが、ルビーウルフは納なつ得とくがいかない。


　慎つつしみがないと叱しかられたから、文句のつけようがないほど上品に振ふる舞まったのだ。皆みなを困らせたかったわけじゃない。できるだけ多くの人に褒めてもらって、ジェイドやキャスを見返そうと思ったのだ。


　それを全部ジェイドに言ったところ、彼は残念そうな顔でこう答えた。


「たぶん、それはもう無理だと思うが……」


「どうして？」


　ジェイドのつぶやきに、ルビーウルフは不満たっぷりという顔で問う。


「みんな、すでにルビーウルフの本当の性せい格かくを知っているからな。それに慣なれてしまって、今さら上品ぶったって何かの冗じよう談だんとしか思えないんだ。客人が来た時に一時的に演技をするならともかく、四六時中やられると正直、その、調子が狂くるうというか不気味というか」


「……申し訳わけなさそうに言われると余よ計けいに腹立つんだけど」


　不ふ機き嫌げんな声こわ音ねで言い捨すて、ルビーウルフはベッドでごろんと横になった。


「ってことは、ずっと無む駄だな努力をしてたってわけか」


「そうでもないぞ。足の傷は治れば皮ひ膚ふが丈じよう夫ぶになって、次にああいう靴を履く時にはずいぶん楽になるはずだ」


　それはたしかに言えている。もっとも、完治してからずっとほったらかしにしていたら、皮膚なんてすぐ薄うすくなってしまう。数日置きにヒールの高い靴を履いて足を慣らしておけば、もう痛い思いはしなくて済すむはずだ。──しかし。


「もう、しばらくは絶ぜつ対たいこんなことするもんか。頼たのまれたってやらないからね」


　ルビーウルフが宣せん言げんすると、ジェイドは声を立てて笑った。笑われてちょっと癪しやくだったけれど、やっぱり明け透すけな態たい度どで話ができることは嬉うれしい。


　ベッドに顔を伏ふせ、怒おこったような声で文句を言いながらルビーウルフはこっそり微笑ほほえんでいた。
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　それから数日経たち、城じよう内ないはすっかり平和を取り戻もどしていた。ルビーウルフが相変わらず裸足はだしで歩き回ったり手て摑づかみで食事をしたりする姿すがたも見かけたけれど、もはや誰も咎とがめる者はいない。むしろ、皆ほっとしているようだった。


「わたし、悟さとったんです」


　日当たりのいい庭で、キャスがジェイドにそう切り出した。


　目の前では、数人の女官が洗せん濯たく物ものを干ほしている。ジェイドはルビーウルフと共に、その手伝いをしていたのだ。


　そこへ、蜂はちが飛んできた。刺さされては嫌いやだと女官たちはきゃあきゃあ騒さわぐ。その蜂をルビーウルフが手で叩たたき潰つぶしたのを見て、キャスは妙みように落ち着いた様子で溜ため息をついたのだった。


「ああいう時のルビーウルフ様は、殿との方がただと思えばいいんです。そうすればちっとも不自然じゃないですもん。人生、自分を騙だまし騙し生きていくことも必要なんです、きっと」


　目を閉とじ、念じるように男、男、とつぶやくキャスは一歩大人になったのか単なる現げん実じつ逃とう避ひなのか。


　すると、ルビーウルフが大おお股またで歩み寄よってきた。懸けん命めいに自分を騙そうとしているキャスの言葉を聞き咎めたらしい。


「誰が男だって？」


「ルビーウルフ様です。だって、蜂を素す手でで叩くなんて若わかい娘むすめのすることじゃありませんもの」


　キャスが諦あきらめきって言うと、ルビーウルフは悪戯いたずらっぽく笑った。


「じゃあ、もっと男らしくならなくちゃね。筋肉でも鍛きたえてみるかな」


　そう言ってルビーウルフは肘ひじを曲げ、ぐっと拳こぶしを握にぎった。引き締しまっているが、力こぶができるほどではない。女性らしい曲線が保たもたれている。その腕うでが豪ごう腕わんになったとしたら……一瞬想像しそうになり、ジェイドは心を無にした。あまり見たくない光景だ。


　それはキャスも同じだったようで、慌あわててルビーウルフを止める。


「ごめんなさいごめんなさい！　ルビーウルフ様はそのままでいいです！　だからもう変な気は起こさないでください！」


　必死の説得に、ルビーウルフはげらげらと大笑いした。さすがに本気ではなかったようだ。キャスは悔くやしそうに頰ほおを膨ふくらませる。それを見て、周りにいた女官たちも笑い出した。


　たしかに、ルビーウルフはこのままのほうがいい。皆が自然と明るくなる。


　ルビーウルフが淑しゆく女じよと呼よばれる日はまだまだ遠そうだが、永えい遠えんに来なくてもいいのかもしれない。


　そんなことをこっそり思って、ジェイドも笑いの輪に入っていった。




　兄弟戦線







　最悪な目覚めだった。


　気がついたら床ゆかの上だ。ベッドから転げ落ちた拍ひよう子しに肩かたや腰こしを打ってあちこち痛いたい。柔やわらかな絨じゆう毯たんに多少救われたものの、痛いものは痛い。


　うつ伏ぶせの状じよう態たいから、リオンは両腕に力を込めてゆっくりと起き上がる。そしてベッドの脇わきに立つ者を、寝ね起おきの不ふ機き嫌げんな目で睨にらみつけた。


「……おい、キャス。起こすにしたってこんな乱らん暴ぼうなやり方ないだろ」


　起きたばかりで声が掠かすれる。それでも相手はリオンの言葉を理り解かいしたようだ。シーツを洗せん濯たく籠かごに放ほうり込みつつ言う。


「わたしはちゃんと『起きてください』って言いましたよ。でもリオン様、うーとかむーとか言うだけで起きてくださらないんだもの。ティグル様はもうとっくに起きて朝食を召めし上がってらっしゃるのに。今日はシーツをまとめて洗あらう日だから早めに起きてくださいねって前から伝えてましたでしょ？　遅おくれたらわたしが怒おこられちゃうんですから。で、ほら、テーブルクロスをずばっと引き抜ぬく曲芸があるじゃないですか。あれをやってみたわけです。失敗しましたけど」


「僕ぼくは食器じゃないぞ」


「そうですね、割われませんでしたから」


　にっこり笑って、女官の少女は洗濯籠を抱かかえ上げた。収おさまりきらないシーツが今にもずり落ちそうだ。何かあるとすぐ泣くくせに、意外と力がある。


　リオンがベッドから落ちたのも、彼女が無理やりシーツを引っ張ったからだ。


　キャスは女王の世話役と、城内の雑ざつ用ようを日々こなしている。もっとも、女王は自分の世話は自分でする人だから、キャスの仕事のほとんどは雑用だ。力仕事も多いだろうから、重い物を平気で持ち歩くのも不思議ではない。


　キャスがそのまま部屋を出て行こうと背せを向けた隙すきに、リオンは再ふたたびベッドに這はい上がった。シーツがなくても、寝ようと思えば眠ねむれる。いつもより早く起こされたから、まだ眠気が抜けないのだ。


　しかし、それに気づいたキャスが振り返った。洗濯籠を片かた手てで肩に担かつぎ上げ、空いた手でリオンの襟えり首くびを摑つかんでベッドから引きずり下ろす。尻しり餅もちをついてリオンが悲鳴を上げたけれど無む視ししてずるずると引っ張り、朝食の並ならぶテーブルまで連れて行って無理やり椅い子すに座すわらせた。


「おはよう、リオン」


　呆あきれ気味な声こわ音ねで、差し向かいに座る少年が言う。鉛なまり色いろの髪かみに鉄てつ紺こんの瞳ひとみ。リオンとまったく同じ顔。リオンの双ふた子ごの弟であるティグルだ。彼は一連の騒さわぎを、ここで一部始終眺ながめていた。


「お前、見てたなら助けてくれよ」


「嫌いやだよ。僕が起こそうとしたら手を思いっきり叩たたかれたんだから。どうせ寝ぼけて覚えてないだろうけど」


　グラディウス王おう城じようの中で、見習い騎き士しのリオンとティグルには相部屋が宛あてがわれていた。そのせいでよく喧けん嘩かもするけれど、リオンが散らかした部屋を放っておけばティグルが勝手に片付けてくれたりするので助かる面もある。それに、正式に騎士となったらそれぞれ個こ別べつの部屋を貰もらえるから、それまでの我が慢まんだ。──しかし。


「ティグル様はお父上に似てしっかりしてらっしゃるのに。リオン様はティグル様を見習ってください。そんなことじゃ、立りつ派ぱな騎士様になれませんよ」


　着き替がえも朝食も済すませたティグルと寝間着のままで朝食を摂とろうとしているリオンを見み比くらべ、キャスが言った。こうして比ひ較かくされ、ティグルより下に見られるのは大だい嫌きらいだ。


　リオンは無言でサラダに添そえられていたチェリーを口に放り込む。それをむぐむぐと舌したで転がし、キャスに向かって種を吹ふき飛ばした。種はキャスの胸むな元もとに当たり、キャスは甲かん高だかい悲鳴を上げる。


「やだ、汚きたない！　リオン様ってば最低！」


　目の端はしに涙なみだを浮うかべて喚わめき、キャスは洗濯籠を抱えて部屋から出て行った。その後ろ姿にティグルが声をかける。


「ごめんなさい、キャスさん。このことはちゃんと陛へい下かに言いつけておくから」


　それを聞き、勝ち誇ほこってスープを啜すすっていたリオンが慌あわてた。椅子を蹴け立たてて立ち上がり、咬かみつかんばかりの眼まな差ざしでティグルを睨ねめつける。


「あんなことでぎゃーぎゃー騒ぐほうが悪いんじゃないか」


「もとはと言えばリオンが寝い穢ぎたないせいだろ。それを文句言った挙句にあんな仕打ちじゃ、キャスさんに失礼だ」


　立ち上がった拍ひよう子しに、テーブルにリオンの足が当たった。がたりと鳴って幅はば寄よせされ、ティグルはむっとしたらしい。正せい論ろんを吐はきつつテーブルを押おし戻してくる。その態度が気に食わなくて、今度はリオンもわざとテーブルを押した。二人でテーブルの端を摑つかみ、がたがたと押したり揺ゆらしたりして睨み合う。


「何するんだよ。言い返せなくなったからって暴ぼう力りよくに訴うつたえるのか？」


　ティグルがこう言えば。


「最初のはわざとじゃなかったんだ！　それをティグルが勘かん違ちがいして押してきたんじゃないか！　先に手を出したのはそっちだ！」


　そうリオンが反論する。


　どちらも退ひかない。相手が諦あきらめるか謝あやまるかするまで退けないのだ。だから、互たがいに相手が力ちから尽つきるまで踏ふん張る気でいる。


　次し第だいに二人とも口数が減へってきた。腕に力を集中させるため、顔が真っ赤になるほど息を詰めているのだ。


「……いいかげんに、しないと……テーブルが、壊こわれる、ってば……！」


　押され気味のティグルが歯を食いしばって呻うめいた。それを見て、リオンはもう一押しとテーブルを揺らす。


　がたん、と一ひと際きわ大きな音がした。テーブルに載のっていた食器類もがちゃがちゃと耳みみ障ざわりな音を立て──揺れるたびにテーブルの端へ寄っていった陶とう器きの人形が、ついに耐たえきれなくなって床ゆかに落下した。


　あっ、と双子の声が重なる。絨じゆう毯たんのおかげで、ごろりと重い音がしただけだったが、慌てて人形を拾い上げたティグルは声にならない悲鳴を上げた。


　その陶器の人形はうさぎだった。両の前まえ脚あしで花か瓶びんを抱かかえている格好で、それが一輪挿ざしになっている。うさぎの最大の特とく徴ちようは長い耳であるが、その耳が片方、真ん中あたりからぽっきりと折れていた。


「ど、どうしよう……」


「そんなの僕に聞かれたって……」


　先ほどまでの争いなど忘わすれたように、リオンとティグルは青ざめた顔を見み交かわした。


　特に値ねの張はる品物ではない。二人が気に入って置いていたものでもない。これをここに置いていった者が誰だれであるかが問題だった。


　このうさぎをここに置いていったのは、リオンとティグルの妹だ。名をアンジュという。


　両親と同じ部屋で暮くらしているアンジュの身の回りは、うさぎの意い匠しようをあしらった品で占しめられている。アンジュはうさぎが好きなのだ。この一輪挿しもその一つだったが、殺風景な兄たちの部屋を少しでも明るくしようと思ったようで、持ってきてくれた。『これ、兄様たちにあげます。丁てい寧ねいに扱あつかってくださいね』と言って。


　なので、今はもうアンジュのものではなく双子のものなのだが、もとは彼女の収集物だ。壊したと知ったら悲しむだろう。


　それなら謝れば済むことかもしれないが、もしも許ゆるしてくれなかったら。大泣きしてしまったら。


　三兄妹の父であるグラディウス宰さい相しようは、末っ子のアンジュを溺でき愛あいしている。アンジュが転んで膝ひざを擦すりむいただけでおろおろ取り乱みだすのだ。そのせいでアンジュは少しわがままな性格になってしまったけれど、父はまったく気にしていない。妹を大事にするようにと、いつも双ふた子ごに言い聞かせている。


　なのに兄たちが妹を泣かせたとなったら、激げき怒どどころでは済まないだろう。普ふ段だんは穏おだやかな性格の父だが、息子むすこたちを叱しかる時は人が変わったように厳きびしくなる。決して手を上げたりはしないが、代わりに途と方ほうもない課題を課すのだ。以前、勉強中におしゃべりを始めた双子に集中力が足りないと言って、レース編あみでカーテンを拵こしらえるよう言いつけたことがある。おかげでレース編みという特とく技ぎを身につけたが、もう二度とレース針ばりは握にぎりたくない。


「あぁ、思い出しただけでぞっとする。あのちまちました作業」


「細いレース針をずっと握ってると手の感覚がなくなってくるんだよね……」


　リオンは両手で頭を抱かかえてうずくまり、ティグルは眉み間けんに皺しわを寄よせて天てん井じようを仰あおいだ。それから二人は互たがいに顔を見交わす。それだけで相手が何を思っているのか読み取れた。言葉がなくても伝わるものがあるのは双子だからなのか共きよう犯はん者しやだからなのか、それはリオンにもティグルにもわからなかったが。
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「これと同じ品を探さがしてこよう」


「じゃあ、その間に部屋に誰も入ってこないように見張りもいるよな」


　ティグルは耳の欠けたうさぎをためつすがめつして、どこの工こう房ぼうで作られたものかを調べ始めた。父がアンジュにこの一輪挿しを与あたえた時、あまり高こう価かなものではないと言っていたから、どうにかすれば同じものを手に入れられるかもしれない。


　そしてリオンは壊れた一輪挿しをどこに隠かくそうかと部屋を歩き回る。ティグルが同じ品を探している間に誰かが部屋に入ってきて、うさぎの欠けた耳を見られてしまったら意味がない。それに、うまく隠せても、いつもテーブルの上に置いてある一輪挿しが消えていたら疑ぎ問もんを持たれるかもしれない。どうしたのかと訊たずねられたら、言い訳わけの言葉なんてすぐに尽つきてしまうだろう。だから、誰も部屋に入れてはいけない。──その時。


　ばたんと大きな音を立て、部屋の扉とびらが開かれた。双子の心しん臓ぞうは跳はね上がり、驚おどろきを隠かくすために無む意い識しきに肩かたをすぼめる。しかし突とつ然ぜん現あらわれた人物はそんなことなど微み塵じんも気にせず、明るい声で挨あい拶さつをしてきた。


「おはよう、リオン、ティグル」


　紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを愉ゆ快かいげにきらめかせ、ずかずかと無ぶ遠えん慮りよに踏ふみ込んでくる。


　グラディウス女王、ルビーウルフだ。リオンとティグルより二つほど年上だが、飾かざりっけのないさっぱりとした性せい格かくで、主しゆ従じゆうというより友達のような感覚で双子に接せつしてくる。いつもはそれが嬉うれしかったりするけれど、今はもう少し遠慮をして欲ほしかった。一輪挿しを握っていたティグルは慌あわててそれを服の中に隠し、リオンはルビーウルフがこれ以上テーブルに近寄らないよう、駆かけ寄って彼女の前に立ちはだかる。


「お、おはようございます陛へい下か。どうしたんです？　こんな早くに」


　どうにか笑え顔がおを作ったものの、口元が引きつっているのがリオン自身にもわかった。けれど、ルビーウルフはもともとこの部屋にうさぎの一輪挿しがあったことなど記き憶おくしていなかったようだ。リオンの背はい後ごをひょいと覗のぞき込み、テーブルの上のサラダを指差す。チェリーがまだいくつか残っていた。


「種飛ばし、キャスがみんなに言いふらしてるよ。ひどい目にあったって」


「……お説教ですか？」


　言いふらされてるのか、と苦々しく思いつつ、リオンは言った。するとルビーウルフは口角を楽しそうに吊つり上げた。


「勝負しよう」


「勝負？」


「そう。昔はよくやったんだけどね。ここじゃあ誰も相手になってくれないからさぁ。的を作って、それに当てんの。やったことある？　それとも飛ひ距きよ離りを競う？」


　あまり品のある遊びではないが、この人らしい。ティグルはリオンがキャスにやった悪戯いたずらをルビーウルフに言いつけると言っていたが、そんなのは無意味だったということだ。


　怒おこられずに済すんで一安心。そう思った時だった。ルビーウルフはティグルに目を向け、首を傾かしげる。


「ティグル、どうしたんだ？　具合が悪いのか？」


　一輪挿しを服の中に隠し、落とさないように押さえているティグルの様子に疑問を持たれてしまった。しかもティグルは焦あせってしまい、ルビーウルフに背を向ける。これでは何かを隠していると言っているようなものだ。


「なんだ？　何か隠してるのか？」


　案の定、勘かん付づかれた。しかも聡さとい彼女はリオンとティグルの慌てぶりを見て、何か悪いものを隠していると察したらしい。遊びに誘さそっていた笑顔は消え、険けわしい顔つきになっている。


「あ、あの、陛下。実は……」


　ティグルは早々に諦あきらめたようだ。ルビーウルフ相手に隠し事なんてできないと、よく知っているから。


　しかしリオンは引き下がらなかった。ティグルを背せに庇かばい、早口で言い募つのる。


「すいません、これ以上は勘かん弁べんしてやってください。ほら、こいつも一いち応おうは健康な男子ですから。いろいろあるんです。いろいろと」


「何さ、いろいろって……。あ」


　言いかけ、ルビーウルフは何かを悟さとったようだ。気まずそうに目を逸そらし、ほんの少し頰ほおに朱しゆが差す。


「そ、そっか。ごめん、気づかなくて。そうだよな。そういうのに興きよう味み持つ年とし頃ごろだもんな。悪いことじゃないよ、うん」


　引きつった笑みを浮うかべて言いながら、ルビーウルフはそそくさと出て行こうとして──真しん剣けんな顔で振ふり返った。


「悪いことじゃないけど、妹がいるんだから見つからないように巧こう妙みように隠せよ」


　そう言い置いて、ルビーウルフは部屋から出て行った。それを見み届とどけたリオンは額ひたいに浮いた汗あせを手の甲こうで拭ぬぐいながら大きく息をつく。


「危き機きは去ったな」


「去ってない！」


　叫さけびと共に、背中を思いっきり蹴けられた。倒たおれそうになったが踏ん張り、リオンは文句を言おうと振り返ってティグルを睨にらむ。しかし、顔を真っ赤にして涙なみだ目めになっている弟の様子にひるんでしまい、言葉を発するのが遅おくれた。その隙すきにティグルが喚わめきたてる。


「なんてこと言うんだ！　あれじゃあ陛へい下かは僕が、こ、こ、好色本を隠かくし持ってるって思い込んじゃうじゃないか！」


「それでいいんだよ。内ない容ようが内容だから、陛下だって他の人に言ったりできないだろ」


　我われながら、とっさに上う手まい言い訳わけができたとリオンは思った。しかしティグルは気に入らなかったようだ。服の下に隠した一輪挿ざしを片かた手てで押さえたまま、もう片方の手でリオンの頭を何度も叩たたいてくる。


「他の人に知られなくても、これから僕を見る陛下の目はどうなる!?」


「大だい丈じよう夫ぶだって。陛下が『不ふ潔けつ！』とか言うような性格だと思うか？　せいぜい心の中で『何冊さつくらい持ってるのかなぁ』とか思う程てい度どだよ」


　ティグルの拳こぶしを避よけながら、リオンは暴あばれる弟を落ち着かせようと慰なぐさめの言葉を吐はいた。しかし、ティグルはがっくりと膝ひざをつき、力なくうなだれる。


「せっかく今までリオンより真ま面じ目めで優ゆう秀しゆうだって言われるように頑がん張ばってきたのに……」


「お前、そんな打算してたのか」


　たしかに勉強はティグルのほうがよくできるし、聞き分けがいいのもティグルだ。それが生来のものだとしたら、双ふた子ごであるリオンだって同じくらい真面目になるはず。そうならなかったのは、同じ容よう姿しの双子を周囲の人たちに個別の存そん在ざいとして認みとめてもらいたかったから。同じ格好をしていれば入れ替かわっても気づいてもらえないので、リオンはいつも髪かみを束ねている。それと一いつ緒しよで、ティグルもリオンと違ちがう長所を伸のばすことで他人に『ティグル』という存在を認にん知ちして欲しかったのだろう。単なる『双子の弟のほう』では嫌いやだから。


「打算じゃない、努力だ！　その努力を粉々にして……！　もうお前なんか兄あに貴きじゃない！」


　かっとなって摑つかみかかってきたティグルと、両手を組み合って力比くらべになる。頭に血が昇のぼっているティグルは普ふ段だんと違い、後先が考えられなくなっているようだ。リオンは慌てた。


「ちょ、ちょっと待てよ。お前、いいのか？」


「何が!?」


「だって、両手」


　リオンがそう言った時だった。何かが落っこちる重い音と、ぱきんという乾かわいた音が重なって聞こえた。──二人の足元から。


　二人は同時に、ゆっくりと足元に目線を向ける。そこには、残ったもう片方の耳も折れてしまったうさぎの姿があった。


　押おさえていた手を離はなしてしまったのだから、こうなるのも当然だ。服に引っ掛かかって少しは持ちこたえていたようだけれど。


「うあぁ……」


　絶ぜつ望ぼうじみた声で呻うめきながら、ティグルは一輪挿しを拾い上げた。そんな弟の肩かたに手を置き、リオンは慰めるように言う。


「気にすんなよ。もともと最初の傷きずを負わせた時点で代わりの品を探さがすって決めてたじゃないか。だからさ、さっさと探しに行って来いよ。とどめを刺さしたティグルくん」


　弟の肩をぽんぽん叩き、リオンは笑顔でそう言った。部屋の見張りより同じ品を探すほうが難なん儀ぎだと踏んで、上手いこと押し付けたわけだ。ティグルもそれに気づいて鋭するどく睨にらみ上げてきたが、さすがに言い返せないようだ。喉のどの奥おくで呻いただけで、すっくと立ち上がる。


「僕が戻もどって来るまで、死守しろよ。あと、いいかげん着替えろ。みっともない」


　まだ寝ね間ま着きのままだったリオンにそう吐はき捨すて、ティグルは不ふ機き嫌げんそうな足音を立てて部屋を出て行った。
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「残念だけど、それと同じものはもう置いてないわねぇ」


　うさぎの一輪挿ざしの底面にあった刻こく印いんをもとに、ティグルはそれを作った工こう房ぼうをつきとめた。見習い騎き士しとして学んだ知ち識しきの中に王おう城じようの抜ぬけ道もあったから、城しろの者に見み咎とがめられないよう忍しのんで町に出て、道行く人々に尋たずねながら探してようやく辿たどり着いたのだ。


　表通りから少し外れた細道に入ると店てん舗ぽを兼かねた様々な工房が軒のきを連ね、ある店からは鋳い物ものの匂においが、また別の店からは鉋かんなの音が聞こえていた。慣なれない空気に飲まれそうになるものの、今は忍びの身。誰にも身分を悟さとられてはいけない。気を引き締しめて目的の店の扉とびらを開け、店番をしていた女主人に探し物の特とく徴ちようを説明したところ、言われたのが先ほどの言葉だった。


「つい最近までうちにいた若わかい職しよく人にんの作品なんだけど、腕うでが良いもんだから親方が早々に独ひとり立ちを認めちゃってね。良い物を作るって人気があって、けっこう偉えらい方々にも懇こん意いにしてもらってたんだけどねぇ。ほら、宰さい相しようになられたエルカインド閣かつ下か、知ってるでしょ？　あの方もお嬢じよう様さまにって、注文してくださったんだよ。そうそう、丁ちよう度どぼうやが探してるのと同じ、うさぎが花か瓶びんを抱かかえてるやつ」


「は、はぁ。そうですか……」


　商売人らしく饒じよう舌ぜつな女主人の明るさに気け圧おされていると、思いがけず父の名が出てきて背せ筋すじがひやりとした。その宰相が買った品を壊こわしちゃったので同じものが欲しいんです、とも言えず、適てき当とうな相あい槌づちを打つしかできない。


「だからね、もう同じものはうちじゃあ作れないのよ」


　女主人の言葉を聞きながら、どうしたものかとティグルは考え込んだ。


　この工房で修しゆう理りを頼たのんだとしても、陶とう器きだから跡あとは残ってしまう。それに、この女主人は父のことをよく覚えているようだ。今のティグルは名を伏ふせて街に暮くらす少年を装よそおっているけれど、修理を頼むということはあの壊れた一輪挿しをここへ持ってこなければいけない。同じ品をいくつも取り扱あつかっていたとしても、職人の手によるものだから細かな違いはあるだろう。その道の人間が見れば、いつ誰に売った品なのかわかってしまうかもしれない。


「その若い職人さんって、今はどこにいらっしゃるんですか？」


　近きん隣りんの街で別の工房を立ち上げているのなら、その職人を探して同じものを作ってもらおう。そう思ったのだが、女主人は何かを思い出すように首を傾かしげながら眉まゆ根ねを寄よせた。


「ええと、たしか……シェンティーネっていったかねぇ。トライアンの南のほうにある大きな町だよ。家族が住んでる町だから、そこで工房を構かまえたいんだって」


　隣りん国ごくだ。さすがにそんな所まで探しに行けない。


　ティグルは落らく胆たんの溜ため息をついた。それを不ふ憫びんに思ったのだろう。女主人はちょっと待っててと言って店の棚たなを見て回った。そして、動物の人形がついた一輪挿しや大きな花瓶をカウンターに並べる。


「探してるものと同じのはないけど、この中で気に入ったものがあれば安くしとくよ。ほら、これなんてうさぎだし」


　そう言って女主人が手に取ったのは、切り株かぶに腰こし掛かけたうさぎの人形が一輪挿しと同じ台だい座ざに据すえ付けてあるものだった。うさぎは花束を抱え、人間にみたいにチョッキを着ている。とても可愛かわいらしいけれど、これでは意味がない。


「いえ、あれと同じものじゃないとだめなんです……」


「どうして？」


　問われ、ティグルは口ごもった。理由は言えない。言えるわけがない。


「え、えっと、あれをこの店で見かけて、欲しがっている人がいるので……」


　口からでまかせの言葉だったが、女主人は面おも白しろそうに微笑ほほえんだ。何かを勘かん繰ぐるような目が好こう奇き心しんの色に染そまる。


「もしかして、ぼうやの好きな子？」


「ち、違ちがいます！」


　いきなり変なことを言われて驚おどろき、声が裏うら返がえってしまった。すると女主人は一いつ瞬しゆんだけ目を丸くし、けらけらと笑い出した。図星を突ついたと思ったのだろう。違うのに、と内心で思いつつ、本当のことが言えないのと恥はずかしいのとでティグルはいたたまれなくなった。失礼します、と一礼して、早足で店から出て行った。
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　あれはどこに置いたのだったか。


　ジェイドは自室の中をざっと見回し、首を傾げた。いつも置いている場所にないなら、最近使ったはずだ。なのにどこにも見当たらない。


「あぁ、そうだ」


　思い出し、すっきりした心地ここちよさで思わず声が漏もれた。


　あれはティグルに貸かしたのだ。自分が使ったのではないから、忘わすれてしまっていたのだろう。


　貸したものをわざわざ受け取りに行くのは催さい促そくするようで悪いけれど、今はあれが必要なのだ。用が済すめば、また貸してやればいい。


　ティグルとリオンの部屋は、ジェイドの部屋がある棟むねから少し離はなれた棟にある。渡わたり廊ろう下かで繫つながっているものの、一度外に出て中庭を横切ったほうが早い。


　庭に下りたジェイドは、そこで見み慣なれた人を見つけた。葡ワ萄イ酒ン色の髪かみが風に揺ゆれている。


　傍そばには白と砂すな色いろの獣けものたちもいる。ジェイドと同じく、騎き士しとして女王に仕える狼おおかみたちだ。


　砂色の狼──ケーナは何かを期待する眼まな差ざしでルビーウルフを見つめていた。ルビーウルフはそれに応こたえるように、手にしていた木もく製せいの円えん盤ばんを投とう擲てきの形で構かまえる。それと同時にケーナも身構え──その様子を見守っていたもう一頭の狼、フロストがジェイドに気づいて一声吠ほえた。


　その声でルビーウルフとケーナもこちらを向いた。ジェイドと目が合ったルビーウルフは軽く手を振ふってくる。


「楽しそうだな」


　ルビーウルフたちに歩み寄り、ジェイドはそう挨あい拶さつした。別に、彼女たちが遊んでいたのを責せめているわけじゃない。ここでは狩かりなんてできないから、狼たちを運動させるためにも必要なことだ。ルビーウルフもそれをわかっているから、円盤を指先で回しながら軽かろやかに笑う。


「そう思うなら一いつ緒しよにどう？　それとも、どっか行くの？　用事？」


　ジェイドがここへ来たのは、中庭を横切ってどこかへ行こうとしていたのだと悟さとったようだ。ジェイドは頷うなずく。


「ティグルに貸していた本が必要になったから、返してもらおうと思ってな」


　いたって普ふ通つうの返事だった。しかしルビーウルフはどういうわけか、回していた円盤をぽろりと落とし、狼ろう狽ばいした様子で一歩後あと退ずさる。


「ティグルに貸した本って、まさか……！」


「辞書だが？」


　彼女の反応に首を傾げつつジェイドが答えると、ルビーウルフは安心したようでもあり、つまらなさそうでもある複ふく雑ざつな表情を見せた。そしてジェイドがその場を去ろうとすると、狼たちをその場に残して彼女だけがちょこちょことついてくる。


「もう遊ばなくてもいいのか？　ケーナは物足りないような顔をしてるのに」


「……本当に辞書かどうか見み届とどけたら、また遊ぶよ」


　ぼそりとつぶやくような言葉だった。何を勘かん繰ぐっているのか知らないが、言い出したら聞かないのが彼女の性せい格かくだとジェイドはよく知っている。返してもらった辞書さえ見せれば納なつ得とくするだろう。


　二人は並ならんで双ふた子ごの部屋へと向かった。
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　ドアを叩たたくと、少しの間を置いてリオンが顔を出した。リオンはジェイドとルビーウルフの顔を交こう互ごに見て、どこか警けい戒かい心しんの滲にじむ笑みを浮うかべる。


「どうしたんです？　何か御ご用ようですか？」


　表向きは平然としているが、どうも歓かん迎げいされている雰ふん囲い気きではない。ルビーウルフといいリオンといい、今日は皆みな、少し変だ。


「ティグルはいるか？　貸していた辞書を返してもらいたいのだが……」


　気にはなったが、まずは用事を済すまそうと来意を伝えた。するとリオンは困こまったように顔をしかめる。


「すいません、あいつは今ちょっといなくて……」


「そうか。では、悪いが探さがしてもらえるか？　俺も一緒に探すから」


　ジェイドはそう言って、貸した辞書の書名と背せ表紙の色などの特とく徴ちようを述べた。リオンは一いつ瞬しゆんためらったが、わかりましたと言うと大急ぎで部屋の中を探し回り始める。そんなに慌あわてなくてもいいのにと思いつつ、ジェイドも部屋に踏ふみ入って目的のものを探した。


　ルビーウルフはどうしてか、部屋に入ってこない。手伝う気がないというより、何かを警戒しているようだ。窺うかがうような眼差しを室内に向けている。


　リオンは自分の部屋であるのに、どこに何があるのか把は握あくしきれていないようだった。たぶん、部屋の片かた付づけは女官たちやティグルに任まかせきりなのだろう。


　リオンはティグルのベッドの脇わきにあるナイトテーブルを漁あさった。そこに何冊さつかの辞書が並んでいたからだ。遠目から見てそこに並んでいる中に探し物はないとジェイドは判はん断だんし、ドアの正面にある本ほん棚だなに目を移うつす。しかし、ざっと見てそこにも見当たらない──いや。


　一度視し線せんを外したが、振り返ってよく見てみた。並んだ本の中に、一冊だけ布ぬの製せいのカバーが掛かけられているものがある。求めているものと厚あつさが同じくらいだ。


　本棚に歩み寄って、手に取ってみた。開いて確かく認にんすると、間違いなく探していた辞書だった。借り物だから、汚よごさないようにティグルがわざわざカバーを掛けていたのだろう。


「リオン、あったよ。手間をかけさせて悪かっ……」


　ジェイドは言いさし、言葉を切った。こちらを向いたリオンの顔が青くなり、引きつっていたからだ。


「ど、どうした？」


　ジェイドが訊たずねても、リオンは口をぱくぱくさせるだけで声が出せないでいる。そんなリオンの様子にルビーウルフが反応した。ジェイドに駆かけ寄ってきて、服の裾すそを強く引く。


「ほら、リオンとティグルにだって人に見られたくないものとかあるんだよ！　だからさ、用事が済んだらさっさと帰ろう！」


　たしかに誰にでも隠かくしておきたいものの一つや二つはあるだろう。リオンの態たい度どがおかしかったのも、そのせいかもしれない。しかし、どうしてルビーウルフがこんなに必死になるのか。


　その時、何かが倒たおれる音がしてジェイドは振り返った。本棚に並ぶ本が何冊か横倒しになっている。厚みのある辞書を引き抜ぬいたから、隣となり合っていた本が支ささえを失って倒れてしまったのだ。


　倒れた本を立て直そうと、ジェイドは手を伸のばし──その奥おくに、何かを見つけた。


「これはなんだ？」


　ジェイドがそう言ったとたん、ルビーウルフは服が破やぶけそうなほど力いっぱい裾を引っ張った。


「だめだって！　他の奴やつが見るのはいいけど、ジェイドがそういうの見るのはなんか嫌いやだ！」


　耳がきんきんするような大声でルビーウルフが叫さけんだ。しかし、何をそんなに嫌がっているのか。だって、そこにあったものは──


「これは、花か瓶びんか？　壊こわれてるじゃないか。どうしてこんな所に？」


　ジェイドが不思議に思ってそれを手に取ると、ルビーウルフも目を丸くして花瓶を見つめた。一輪挿ざしを何かの動物が抱かかえ持っている。耳が折れてなくなっているので正しいかどうかはわからないが、たぶんうさぎだ。


「花瓶……？」


　あれほど騒さわいでいたルビーウルフが気抜けしたような顔でつぶやいた。どうも、予想していたものではなかったらしい。


　その時、背はい後ごで叫び声がした。驚おどろいて振り返ると、部屋に帰ってきたティグルがジェイドたちの姿を見て、先ほどのリオンと同じような顔をしていた。そして鋭するどい目でリオンを睨にらみつける。


「何やってるんだよ！　見つかっちゃってるじゃないか！」


「お、お前が借り物の辞書をいつまでも持ってるからだろ！　一いつ緒しよに探すのを断ことわったら怪あやしまれると思ったんだよ！」


　ぎゃんぎゃんと言い争いを始めたリオンとティグルに、素す早ばやく歩み寄ったのはルビーウルフだった。接せつ近きんに気づいた双ふた子ごが振り向いたと同時に、双そう方ほうの腹はらに拳こぶしを叩たたき込む。げぇっ、と呻うめいて双子は膝ひざをついた。


「喧けん嘩か両成敗だ。文もん句くは言わせないよ。それに、あたしを騙だますなんていい度ど胸きようじゃないか」


　ジェイドの立っている場所からはルビーウルフの表情は見えないけれど、その声こわ音ねと彼女の顔を見上げる双子の引きつった表情を見れば、紅こう玉ぎよくの瞳ひとみが怒いかりに燃もえ盛さかっているのだろうと想像できた。


「騙した？　何があったんだ？」


　事じ情じようを知らないジェイドはすっかり置いてけぼりだ。しかし、訊たずねてもルビーウルフは口ごもって答えない。リオンとティグルも彼女の顔色を窺うかがい、口を噤つぐんでいた。


　仕方ないな、と溜ため息をつき、ジェイドは話題を変えることにした。事の発ほつ端たんはどうやらこの壊れた一輪挿しにあるようだから、それについて問い質ただしてみる。リオンとティグルはもう諦あきらめきったようで、素直に事情を話してくれた。


「つまり、アンジュに貰もらったものだから壊したことを知られたくなかったと、そういうことか？」


　話を一通り聞き、ジェイドが訊ねると双子は揃そろって頷うなずいた。ジェイドは呆あきれて溜め息をつく。


「だったら正直に謝あやまればいいんだ。下手に噓うそなんかついたら痛いたい目をみると、よくわかっただろう？」


「はい……」


「すいません……」


　ルビーウルフに殴なぐられた腹がまだ痛むのか、リオンもティグルも顔色がよくない。一方、ルビーウルフは耳が折れたうさぎを握にぎり、何かを考えているようだった。


「ねぇ、これって折れたままだからだめなんじゃない？」


「もしかして、直すつもりか？　いくら器用だといっても、陶とう器きだから跡あとは残るぞ」


　ルビーウルフのつぶやきにジェイドが答えると、彼女はにたりと笑った。


「直すんじゃなくて、見み栄ばえを良くするだけさ。リオン、工具箱持ってきて」


　ルビーウルフがぱちんと指を鳴らすと、リオンは腹を押おさえながらも指し示じに従したがった。部屋から出て行き、戻もどってきたリオンが差し出した工具箱からルビーウルフは鑢やすりを取り出す。そして皆に背を向け、壊れた一輪挿しを抱え込んで何かを始めた。がりがりざりざり、という音だけが響ひびいてくる。


　しばらくして、ルビーウルフはふぅっと強く息を吐ついた。とたん、ふわっと白い粉のようなものが舞まい上がる。その粉ふん塵じんの中で振ふり返ったルビーウルフは、彼女曰いわく『見栄えを良くした』一輪挿しを皆の前に差し出し、自信たっぷりに言った。


「ほら、これでねずみになった」


　折れて鋭えい利りになっていたうさぎの耳が、丸く削けずって整えられていた。耳が小さくなったそれは、たしかにねずみに見えなくもない。しかし、リオンとティグルは共に絶望的な悲鳴を上げた。


「なんてことするんですか！　これじゃあもう修しゆう理りさえできませんよ！　勝手に別の生き物にしないでください！」


「せめて直して大事にしてるんだと言えばアンジュにも許ゆるしてもらえたかもしれないのに！」


「アンジュが何を許すのですか？」


　突とつ然ぜん聞こえた幼おさない声に、その場の全員が揃ってドアのほうへ目を向けた。


　そこにいたのは、蜜み柑かん色いろの巻まき毛をおさげにした少女だった。彼女はうさぎのぬいぐるみを胸むねに抱いだき、不思議そうに瞬まばたきする青い瞳ひとみでルビーウルフが持つ一輪挿しを見ている。


「アンジュ……！」


「これは、その、不ふ慮りよの事じ故こで……！」


　リオンとティグルは慌あわてふためき、言い訳まで始めた。しかしアンジュは怒おこるでも泣くでもなく、平然と言い放つ。


「あ、やっぱりそれ、折れちゃったのですね」


「……え？」


「やっぱり、って？」


　予想していなかった反応だったのだろう。リオンもティグルも安あん堵どするより先に訝いぶかしげな表情を浮うかべた。


「アンジュ、どういうことだ？」


　困こん惑わくしている双子に代わり、ジェイドが問う。するとアンジュは軽く肩かたをすくめた。


「それ、前にアンジュがお花を生けようとしたら落っことして、耳にひびが入っちゃったのです。でも捨すててしまうのはうさぎさんが可哀かわい想そうなので、兄様たちにあげたのですよ」


　まったく悪びれる様子もなく、アンジュは言った。それを聞いてリオンとティグルは愕がく然ぜんとする。


「じゃあ、いらないものだから僕らにくれたってことか!?」


「丁てい寧ねいに扱あつかってくださいねって……ひびが入ってたから!?」


　抗こう議ぎの声を上げる兄たちに詰つめ寄よられても、アンジュは平然としている。それどころか茶目っ気たっぷりに、えへへ、と笑った。


「ひどいよ、アンジュ！」


「僕らがどんなに悩なやんだことか！」


　怒いかりの収おさまらない様子で喚わめく双ふた子ごに、端はたで見ていたジェイドも同情を禁きんじえなかった。ルビーウルフも同じだったようで、小さく溜め息をつく。


「なんか、リオンたちが可哀想になってきた……」


「そうだな──アンジュ、怒っていないならこのことは父上には言わないでやってくれないか？　修理ができないようにしてしまったのは兄さんたちじゃなく、ルビーウルフだから」


　ジェイドが頼たのむと、アンジュは快こころよく頷うなずいた。──しかし。


「わかりました。アンジュは何も言いません。でも、もう手て遅おくれだと思います」


　アンジュがそう言ったと同時だった。開いたままだったドアの陰かげから、一人の紳しん士しが姿すがたを現あらわした。普ふ段だんは穏おだやかなその表情は、今は眉み間けんに皺しわが寄って、こめかみがわずかに痙けい攣れんしている。それを見るなり双子は真っ青になって凍こおりついた。


「ロベール、いつからそこに？」


　驚おどろいてジェイドが問うと、三兄妹の父親でありグラディウス宰さい相しようでもあるロベールはジェイドとルビーウルフに一礼してから答えた。


「陛へい下かが、うさぎをねずみになさった時からです。アンジュと一いつ緒しよに来ましたから。息子むすこたちの言動に呆れて、出るに出られず立ち聞きのような真ま似ねをしてしまい失礼いたしました。──まったく、情なさけない」


　そう言って、ロベールは双子をきつく睨みつけた。びくりと震ふるえて逃にげだそうとした息子たちの襟えり首くびを摑つかみ、捕とらえる。


「ち、父上っ、アンジュは許してくれましたよ！」


　リオンはとっさに叫さけんだが、逆ぎやく効こう果かだった。ロベールはリオンの襟首を吊つり上げるように引っ張り、黙だまらせる。


「花瓶を壊してしまったことは仕方がないし、咎とがめたりしない。だが、それを隠かくそうとしたり陛へい下かやジェイド様にまでご迷めい惑わくをかけていることが情けないと言ったんだ。それに、リオン。お前はキャスにひどいことをしたそうだな。そのことについて問い質ただそうと思ったのだが、訊きくことが増ふえたようで楽しみだ」


　そう言って無理やり笑ったロベールの顔は、頰ほおが引きつっていてとても怖こわかった。だから引きずられていくリオンとティグルに救いを求める目で見られても、ジェイドとルビーウルフは手を振って見送るしかできない。そんな中でたった一人明るい声を上げたのはアンジュだった。
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「陛下、そのねずみさんアンジュが貰もらっていいですか？」


　ルビーウルフが持っている一輪挿しを指差し、ねだる。ルビーウルフが渡わたしてやると、可愛かわいい！　と歓かん声せいを上げて、父や兄たちを追って部屋を出て行ってしまった。うさぎでなくなっても、可愛ければいいらしい。


「アンジュは大きくなったらどんな女になるんだろうな」


　重苦しい声でルビーウルフがつぶやいた。けれどジェイドには何も答えられない。


　わがままで自分勝手なアンジュ。せめて兄たちを思いやるくらいの心は養って欲しいものだ。


　そんなことを思いながら、ジェイドとルビーウルフは双子の無事を祈いのったのだった。




　時計職しよく人にんの恋こい







　その若わか者ものがグラディウス王おう城じようにやって来たのは、昼を過すぎた頃ころだった。


　鳶とび色いろの瞳ひとみで城内をきょろきょろ見み渡わたす若者は、王城に仕える者たちが利用する食堂へと通された。これから数日の間、彼はここで働くことになる。


　食堂には大きな柱時計があった。ずいぶんと年季の入ったもので、人の平均的な身長よりも背せが高く、幅はばは大人が両手を広げたほどもある。その古ぼけた様はくたびれているというより、重じゆう厚こうな存そん在ざい感を放っていた。ただし、青年がそれを見た時には時計の針はりも振ふり子も動いてはいなかったけれど。


「歯車が欠けて、破は片へんが別の歯車に引っ掛かかってますね。部品を替かえればまだ動きますし、すぐ直りますよ」


　青年の名はラタ。時計職人だ。街で一番大きな時計工こう房ぼうに弟で子し入りしている若者で、突とつ然ぜん動かなくなってしまったこの大時計を修しゆう理りするため、招かれた。


　本当は彼が働く工房の主人に依い頼らいしたのだが、主人はその前日に転んで利きき手を捻ねん挫ざしたらしく、代わりに弟子であるラタを寄よ越こしたのだった。


「これだけ大きなものだと、工房に持って帰るよりこの場で修理したほうがいいかもしれませんね。他の老ろう朽きゆう化かした部品も取り替えたいので三日ほど掛かってしまうと思うんですけど、構かまいませんか？」


「他の所も直してくれるなら助かります」


　手て際ぎわよく時計の内部を調べ終えたラタに、ジェイドは感心しつつ改めて修理を頼たのんだ。


　まだ若いが、ラタは腕うでが良い。取り外した部品を扱あつかう手つきや古い時計に触ふれる時の楽しそうな顔を見れば、時計職人という仕事が彼の天職なのだとよくわかった。


「この中って、こんなふうになってるんだ。面おも白しろいね」


　白い琺ほう瑯ろうの文字盤ばんが取り外され、内部の複ふく雑ざつな構造が丸見えになっている時計を興きよう味み深ぶかそうに覗のぞき込んでいるのはルビーウルフだ。ラタのために用意した踏ふみ台に乗っても背が足らなくて、つま先立ちまでしている。


「陛下も時計がお好きなんですか？」


　ルビーウルフはグラディウスの女王だ。そんな彼女がわざわざ職人を出で迎むかえて修理に立ち会うなんてラタも驚おどろいていたが、単にルビーウルフは珍めずらしいものが見たいという好こう奇き心しんに従したがっただけだ。


「いや、時計なんてなくたって特に問題はないけどね。あたしは腹はら時計だけで充じゆう分ぶんだから」


　この通りだ。ラタもジェイドも苦く笑しようする。しかし本人はいたって真ま面じ目めだから、何が可お笑かしいのかと言いたげに紅こう玉ぎよくの瞳を瞬しばたたかせている。


「では、今日はこれで失礼します。明日から必要な道具と新しい部品を持って伺うかがいますので」


　そう言ってラタは工房へと帰って行った。


　三日もすれば時計は直る。王城で働く者たちにとっては必要なものだから、思ったよりも早くに修理が済すみそうでジェイドは安あん堵どした。


　ルビーウルフは動かない時計をじっと見上げている。真しん鍮ちゆう製せいの箱の中で、丸い歯車がいくつも嚙かみ合って時を刻きざんでいるというのは彼女にとって不思議なものなのだろう。特にこの時計は、最上部にある硝子ガラス屋根の中に月を模もした球体があり、月げつ齢れいと月の満ち欠けの様子を知らせてくれる仕掛けになっている。


　時間という概がい念ねんにあまり捉とらわれていないルビーウルフだから、こんな時でなければ時計をじっくり見ることなんてなかったのだ。


　こういう時のルビーウルフは、お気に入りの玩具おもちやを見つけた子こ供どものような顔になる。しばらくは良い暇ひま潰つぶしになるだろう。


　そんな軽い気持ちで、ジェイドはルビーウルフの横顔を見ていたのだった。
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　やはり、ルビーウルフは時計の修理に興きよう味み津しん々しんだった。


　翌よく日じつの朝、道具を抱かかえてやってきたラタを出迎えてから、ずっと食堂に居い座すわっている。


　ラタの手元を覗き込んで邪じや魔まになっているようにも見えるが、ラタは取り外した歯車をルビーウルフに渡して、それがどういう役目を果たして時計を動かしているのかを丁てい寧ねいに説明する。


　自分の好きなものに対して女王たるルビーウルフが興味を持ってくれていることに、ラタは喜びを感じているようだ。この道具はこうやって使うのだとか、この時計が作られた年代はいつ頃だとか、熱心に語って聞かせている。その間も手を休めることはない。


　ルビーウルフもラタの話を楽しそうに聞いていた。じっとしていることが苦手なはずなのに、食堂の椅い子すに腰こし掛かけてラタの働きぶりを眺ながめている。


　ジェイドが様子を見に来た時、丁ちよう度ど二人は一いつ緒しよに昼食を摂とっていた。長テーブルの端はしで差し向かいに座すわっている彼女たちの他に人はいない。昼食にはまだ少し早い時間なのだ。時計が動いていないので、正せい確かくにはわからないが。


　ルビーウルフがジェイドに気づいて手を振る。ラタも明るい笑え顔がおで会え釈しやくした。気づかれなければそのまま帰ろうと思ったが、こうなると無視するわけにはいかない。ジェイドは二人のいる長テーブルに歩み寄った。


「調子はどうですか？」


「順調です。彫ちよう刻こくやなんかがすごく綺き麗れいなんで、つい見入っちゃうんですけど」


　ジェイドの問いに、ラタは照れくさそうに頰ほおを搔かきながら答えた。テーブルの上には食べかけの食事が置いてある。


　パンにハムとマーシュの若葉を挟はさんだだけの簡かん単たんなものだ。しかし、それを見てジェイドは妙みようだと思った。


　パンもハムも、分ぶ厚あつさがまちまちだ。マーシュの葉も手で大雑ざつ把ぱに千切ったみたいだし、なんとも豪ごう快かいな出来栄えだった。


　場所が食堂なのだから、厨ちゆう房ぼうへ行って頼めば賄まかないくらい出してもらえるだろう。しかし、ここに勤つとめる料理人は誰だれ一人としてこんなものは作らない。賄いといえど手は抜ぬかないのだ。


　だが、ジェイドはこの豪快さに見覚えがあった。


　ルビーウルフの料理だ。ラタが今食べているものを料理と称しようしていいかどうかは不明だが、ルビーウルフが作った料理も目分量の大雑把なものだったとジェイドは記き憶おくしている。


　頑がん張ばって働いているラタに、ルビーウルフが振ふる舞まったのだろうか。それは別に構かまわないが……ジェイドはわずかに焦しよう燥そう感に駆かられた。


　ルビーウルフが頰ほお杖づえをついているテーブルの上に、パンくずが落ちていた。きっと、彼女もラタと同じものを食べたのだろう。


　様子を見に来るついでにルビーウルフを昼食に誘さそうつもりだったのだが、先に済ましてしまったのなら諦あきらめるしかない。


「ねぇ、さっきの話の続き聞かせてよ」


　ルビーウルフは身を乗り出すようにして、ラタに額ひたいを寄せた。ラタは頰を赤くして俯うつむく。そして、ちらりとジェイドに視し線せんを寄越した。


　その眼まな差ざしは、明らかにジェイドが邪じや魔まだと物語っている。どうやら他人がいると話しにくいことらしい。


　ルビーウルフはジェイドに目もくれない。よほどラタの話に興味があるようだ。仕方なく、ジェイドはラタに労ねぎらいの言葉を掛けてからその場を離はなれた。


　食堂から出て行こうとした時、ルビーウルフの笑い声が背はい後ごから聞こえてきた。くすくすと楽しそうだ。忍しのぶように小さな声で睦むつ言ごとが交かわされる。


　他人の会話に聞き耳を立てるなんて男のすることではない。


　ジェイドは聞こえてくる声を振り払はらうように、歩調を速めた。
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　何も深く考える必要はない。ルビーウルフが新しくできた友人と懇こん意いにしているだけのことだ。ジェイドが相手をしてやれない時は暇ひまを持て余あましている彼女だから、珍めずらしい話を聞かせてくれるラタの存そん在ざいはありがたいと言ってもいい。


　昨日までと何も変わらない。夕食も、いつものようにルビーウルフの部屋で相しよう伴ばんに与あずかった。──しかし。


　いつもなら、その日のことをどんな些さ細さいな出来事でも楽しそうに話してくれる彼女が、今日は一言も話さない。ぼんやりと食しよく卓たくに視線を落としたまま、黙もく々もくと食事を口に運んでいる。


　何か考え事をしているようだ。スプーンから零こぼれたジャガイモのポタージュが顎あごのあたりについているのに、本人はまったく気づいていない。


「ルビーウルフ、ついてるぞ」


　ジェイドが声を掛けると、ようやく彼女は顔を上げた。しかしジェイドが何を言ったのかわかっていないらしく、きょとんとしている。ジェイドは自身の顎に手を当て、食べこぼしがついているのを教えた。


　ルビーウルフもそれでようやく気づいたようで顎のあたりに指を這はわせるが、指先は何もついていない所を行ったり来たりするばかりでなかなか汚よごれを拭ぬぐい取ることができずにいる。仕方なくジェイドはハンカチを取り出し、汚れを拭ってやった。


「それくらい自分でできるってば」


　食べこぼしを他人に拭ふき取られるという行こう為いがいかにも子こ供どもみたいで恥はずかしかったのか、ルビーウルフは唇くちびるを尖とがらせて抗こう議ぎした。それでも本気では怒おこっていないようで、口調に棘とげはない。


「何か、考え事か？」


　ようやく彼女の意い識しきがこちらに向いたので、ジェイドは気になっていたことを訊たずねた。するとルビーウルフは頰杖をつき、再ふたたび思案顔になる。


「うん、まぁ、いろいろとね」


　珍しく歯切れの悪い返答だった。顔つきも何やら深しん刻こくそうで、ジェイドは居い住ずまいを正して正面からルビーウルフを見み据すえる。


「悩なやんでいることがあるなら、隠かくさずに言ってくれ。俺おれはそのためにいるんだから」


　女王であるルビーウルフに仕える騎き士し。それがジェイドだ。精せい神しん面でも彼女を支ささえていきたいと考えている。だから、悩み事があるなら隠さずに話して欲ほしかった。


　ルビーウルフは、じっとジェイドの顔を見返してくる。しばし無言でそうしていたかと思うと、何かを否ひ定ていするように首を振った。


「いや、お前に聞いてもだめだ」


　相談されることすらなく、はなからだめだと決め付けられた。


　自分はそんなに頼たより甲が斐いがないのだろうか。彼女の望みを何でも叶かなえてやれるなんて思ってはいないが、せめて悩みや考え事は共有していたいのに。そうすることで、解決の糸口が見つかるかもしれないのに。


　突つっ撥ぱねられたことにジェイドが言葉を失っていると、ルビーウルフは小さく笑った。誤ご解かいだというように。


「違ちがうよ。ジェイドには言いたくないってことじゃなくて、女じゃないと答えられないことかな、って思ったんだ」


　その言葉を聞いて、安あん堵どした。そして同時に恥じ入る。いくら明け透すけな性せい格かくのルビーウルフだって、異い性せいには話しづらいことがあるはずだ。それを無理に聞き出そうなんて、申し訳わけないことをしてしまった。


　ジェイドが一人で気まずさを嚙かみ締しめていると、部屋の扉とびらを叩たたく者があった。ルビーウルフが入室の許きよ可かを告げると扉は静かに開かれて、ふくよかな体型の女が頭を下げつつ姿を現した。


「お食事はもうお済みですか？　お皿をお下げしたいのですけど」


　女官のアーリアだ。二人の食事が終わる頃ころ合あいを見計らい、食器の片付けに来てくれた。


　少し早めに、急せかすような間合いで食器を下げに来るのは、別に彼女がせっかちだからではない。放ほうっておけばルビーウルフが自分で片付けようとしてしまうからだ。仕事を女王に奪うばわれないようにと、女官たちも必死で先回りして仕事をこなしている。雑ざつ用ようを手伝ってもらえるのはありがたいと感じつつ、やはり主人の手を煩わずらわせるのは使用人にとって落ち着かないものなのだろう。


　先に手を回されれば、ルビーウルフも大人しくしている。食器を重ねてトレーに載のせていくのに手を貸かしたりはするものの、それ以上は何もせず、アーリアに任まかせていた。


「そうだ。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」


「はい、なんでしょう？」


　王おう城じように仕える女官の中でも古ふる株かぶのアーリアは、ルビーウルフの呼び掛かけに対して貫かん禄ろくのある笑え顔がおで明るい返事をした。


　しかしルビーウルフは、呼び止めたものの話したいことが頭の中で纏まとまっていないようだ。顎に指を当てて思案顔になる。


　それを見てジェイドは席を立った。先ほどジェイドが訊ねた際に彼女が話すのを躊躇ためらった内ない容ようなら、男はさっさと退たい出しゆつしたほうがいいだろうと思ったのだ。


　なのに、ルビーウルフはそれを見み咎とがめた。不思議そうに首を傾かしげる。


「どこ行くの？」


「自分の部屋に戻もどるよ。俺がいると話しづらいだろう？」


　正直、ジェイドとしても、そういった話を聞かされるのは居い心地ごこちが悪い。何か理由をつけてでも退散したかった。


「それで、なんのお話です？」


　ジェイドの心中を知ってか知らずか、アーリアがルビーウルフに話の先を促うながした。ルビーウルフの意識がジェイドからアーリアに向き、彼女はええっと、と何を話そうとしていたのか思い出そうとする。


　その隙すきに、ジェイドは退室した。だが、扉を閉める直前にルビーウルフの言葉が妙みようにはっきりと聞こえてきた。──結けつ婚こんを申し込まれた、と。


　ぎくりとして、ジェイドは驚おどろくあまり勢いきおいよく扉を閉めてしまった。ルビーウルフの声はもう聞こえない。アーリアの甲かん高だかい歓かん声せいが、わずかに漏もれ聞こえてくるだけだ。


　聞き間違いだろうか。真しん偽ぎを確たしかめたいが、ここでもう一度入室するのは躊躇われた。部屋に入る理由がないのだから。


　理由なら、何か忘れ物をしたとか──そうだ、さっきルビーウルフの口元を拭ぬぐったハンカチをテーブルに置いたまま出てきてしまった。それを取りに戻れば──


「あら、ジェイド様。どうなさったんです？」


　急に背後から声を掛けられた。慌あわてて振ふり返ると、そこにいたのは女が二人。


　女官のエルミナとキャスだった。畳たたまれた衣服やテーブルクロスを抱かかえている。昼間に洗あらっておいたものを持って来たのだろう。


「ルビーウルフ様にご用なんでしょう？　お入りにならないんですか？」


　扉の前に立ったままぐずぐずしているジェイドに、エルミナが不思議そうな目を向けた。隣となりではキャスも首を傾げている。その視線に動どう揺ようし、急に声を掛けられて驚いたのも相あい俟まって、ジェイドは後あと退ずさって彼女たちから距きよ離りを取った。


「い、いや、なんでもないんだ。もう自分の部屋に戻るところだったから……」


　ついそんなことを口走り、しまったと思ったがもう遅おそい。エルミナとキャスはまだ怪け訝げんそうにしていたが、そうですか、と返事をするとルビーウルフの部屋に入っていった。


　完全に機を逸いつしてしまった。今さら自分の言葉を撤てつ回かいし、この扉を開けたとしても、どんな顔で彼女たちに相対すればいいのか。


　忘れ物をしたと言っても、ハンカチを取り戻せばそれで用が済んでしまうし、先ほどの話をやっぱり聞かせて欲ほしいなんて言えない。


　きっと何かの聞き間ま違ちがいだったのだ。


　そう自分に言い聞かせ、ジェイドは自室へと帰っていった。
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　翌よく日じつもルビーウルフはラタに付きっきりだった。何がそんなに面おも白しろいのか、と昨日とは違った目で二人を見てしまう。そんなことを思ってしまう自分が情なさけなくて、ジェイドはルビーウルフたちのいる食堂には極力近寄らないようにした。


　昨夜の話のせいか、ルビーウルフがラタと一いつ緒しよにいると妙みように落ち着かない気分になる。だからといって、割わって入るのも憚はばかられた。話し込んでいるところに用もないのに口出しして、邪じや魔まをしてしまってはいけないから。


　ルビーウルフが余よ暇かを楽しく過ごしているのなら、それでいい。わざわざ興きよう醒ざめさせるような真ま似ねをして何になるというのか。ラタは自分の役目を果たすためにここへ来て、働いている。それを邪じや険けんに扱あつかう理由なんてどこにもない。


　しかし、頭ではわかっていても、苛いら々いらは募つのっていた。あと一日がとても長く感じるほどに。


　明日になれば時計は直る。それですべて終わるのだ。


　夕方になるとラタは工こう房ぼうへと帰っていった。その時にはジェイドもルビーウルフと一緒に彼を見送ったのだが、ラタによると時計の修しゆう繕ぜんは滞とどこおりなく進んで、予定通り明日には再ふたたび動くようになるらしい。


　それを聞いてジェイドは安堵した。つい必要以上に喜んでしまって、ラタとルビーウルフに怪け訝げんな目を向けられたが。


「なんか機き嫌げん良さそうだね」


　ラタが帰ったあと、ルビーウルフはジェイドの顔を見上げてそう言った。


　今はもう表情に出していないつもりだったが、やはり彼女にはわかってしまうらしい。


「それは……予定通り時計の修理が済むとわかったからだ。普ふ段だんは動いているものが急に止まってしまうと、どうにも不便だと皆みなから苦情が上がっていたからな」


「あぁ、そういえばアーリアたちも時間がわからなくて困るって愚ぐ痴ちってたな」


　とっさに出た言い訳だが、ルビーウルフは納なつ得とくしてくれた。ジェイドが噓うそをついたわけではないからだろう。時計なんて高級品は城内にも限かぎられた場所にしか置かれていないし、携けい帯たい用の懐かい中ちゆう時計もすべて職しよく人にんの手て製せいで量産ができず、高たか値ねであるために普ふ及きゆうはしていない。使用人たちは要所に置かれた大時計を見たり時を告げる鐘かねを聞いて時間を把は握あくし、働いているのだ。


　特に人の集まる食堂には、なくてはならないものだった。交代の時間に遅おくれてしまった城門の兵士が上官に叱しかられたと言っていたのをジェイドは聞いていたし、ルビーウルフも同様に女官たちの愚痴を聞かされたようだ。


「あ、そうだ」


　ふいにルビーウルフが何かを思い出したように声を上げた。


「今日の夕飯さ、悪いけど席外してくれる？」


「どうして？」


　急な頼たのみに、ジェイドは驚くよりも慌あわてた。相しよう伴ばんを拒きよ否ひされることなど、今までなかったからだ。何か彼女の気に障さわるようなことを言ってしまったのかと、自身の言動を顧かえりみてみる。


　しかしルビーウルフは特に怒おこるでもなく、平素の態度で理由を述べた。


「アーリアたちと相談したいことがあるんだ。ちょっと長くなりそうだから、食事しながら話そうと思って」


「……そうか、わかった」


　ルビーウルフが怒っているわけではないとわかって安心したが、また焦しよう心しんがぶり返してきた。しかし、何を話し合うのかと問い質ただすこともできない。訊きけば答えてくれるかもしれないが、どんな返事が返ってくるかと考えると言葉が出なかった。


　そうしている間にルビーウルフは自室へと戻ってしまった。


　自分は何をそんなに恐おそれているのか。たとえラタがルビーウルフに好意を寄せていたとしても、それを彼女に伝えるなんて考えられない。一昨日会ったばかりで、そんな。


　浮うかび上がった様々な想像は、すべて無理やり搔かき消した。その日の夜もずっとそんな調子が続き、眠ねむれぬ夜を明かした翌朝。


　そろそろラタが来る頃ころだろうと、ジェイドは食堂へと向かった。時計の修繕費などを含ふくめた報ほう酬しゆうのことを話さなくてはいけないからだ。


　食堂の大きな扉とびらを開ける。そこで、昨晩何度も浮かんでは否ひ定ていしていた光景を見た。


　真しん剣けんな顔をしたラタが、赤い薔ば薇らの花束を持って立っていた。それに相対しているのはルビーウルフだ。ラタは気合いを入れるように大きく頷うなずくと、よく通る声ではっきりと告げた。


「君に、結けつ婚こんを申し込みたい」


　その言葉に、ルビーウルフも小さく頷いた。ジェイドのいる位置から彼女の表情は見えないが、たしかに首を縦たてに振ふったのだ。


　ラタは一歩前に踏ふみ出した。そしてルビーウルフに向かって手を伸のばす。その手は、彼女を抱だき寄よせようとしているように見えた。


「待て、何を……！」


　ジェイドはとっさに飛び出していた。邪魔をしてはいけないだとか、昨日までは考えていたことなどすっかり忘わすれて、二人の間に割わって入ろうとした。──しかし。


　口走った言葉は途と切ぎれ、足は止まった。目の前で起こった異い様ような光景を見て、眉まゆをひそめずにいられなかったのだ。


　ルビーウルフに向かって伸ばされたように見えたラタの手は、彼女の脇わきにあった椅い子すの榻とう背はいを摑つかんでいた。そしてそれを持ち上げ、長テーブルの上に置く。


　何をするのかとジェイドが思ったとたん、ラタはテーブルに足をかけて椅子の上に上った。椅子の足はがたがた鳴り、見ているほうがはらはらしてしまうほど危あぶなっかしい。


　突とつ然ぜんのラタの奇き行こうはまだ続いた。片手で持っていた薔薇の花束をむしり、頭上に投げ始めたのだ。


　いったい何事なのか。がたがた鳴る椅子にラタ自身も表情を強こわ張ばらせている。それでも彼は、懸けん命めいに何かを言おうとしていた。


「き、き、君のことが、この工房に弟で子し入りした時から好きだったんだ、ヨハンナ！」


　その言葉に、舞まい落ちる薔薇の花びらの中でルビーウルフは満足そうに頷いていた。拍はく手しゆの音も聞こえる。だが、ルビーウルフは両手を腰こしに当てたままラタを見上げているだけで拍手なんてしていない。


「とってもいい感じですよ、ラタさん！」


「素す敵てきです、かっこいいです！」


「でも、もう少し背せ筋すじを伸ばしたほうがいいかもしれませんわね」


　歓かん声せいと駄だ目め出だしの声が上がった。ルビーウルフとラタに気をとられて気づかなかったが、長テーブルの向こう側にアーリアやキャス、エルミナがいたのだ。椅子に腰掛けて一部始終を観賞していたらしい。


「何をしているんだ……？」


　ジェイドは窺うかがうような声こわ音ねでつぶやいた。そこにあるのは、ただ疑ぎ問もんのみ。焦あせりも不安も吹ふき飛ぶほど、この光景は奇き怪かいだった。
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「なんだ、ジェイド。来てたのか」


　ジェイドの声に、ルビーウルフが振り返って言った。いつもと変わらない快かい活かつな笑えみだ。


「これは何事だ？　こんな危ないことをして……」


　ジェイドは椅子の上にいるラタをちらりと見上げた。椅子はかたかたと小刻きざみに鳴っている。中腰になって少しでも安定した体勢を取ろうとしているラタだが、狭せまい足場で悪戦苦く闘とうしている。


　大時計の修理などで高い所には慣れているのだろうが、揺ゆれる足場には耐たえ難がたいらしい。ラタは助けを求めるような目をジェイドに向けていた。


「ラタ、危ないからゆっくり降おりるんだ。焦らなくていい」


「は、はい」


　ジェイドはラタが乗っている椅子の脚あしを摑んで支えてやり、その助け舟ぶねにラタは従った。椅子から降りた彼は大きく溜ため息をつき、強こわ張ばっていた体から力を抜ぬく。


　それを見届け、ジェイドはルビーウルフに説明を求める視線を向けた。


「練習をしてたんだよ」


「練習？」


　ルビーウルフの答えに、ジェイドは再び眉をひそめる。するとルビーウルフとラタは事の次し第だいを話してくれた。


　ラタが住み込みで働いている時計工房の主人には、ラタより一つ年上の娘むすめがいる。その娘の名はヨハンナ。先ほど、ラタがルビーウルフに対して呼んだ名だ。


「弟子入りした頃から、いろいろ世話を焼いてくれて……」


　恥はずかしそうに俯うつむきながら、ラタがつぶやいた。その表情は以前にも見たことがある。ルビーウルフと昼食を摂とりながら会話をしていた時だ。


「毎日、手料理も振ふる舞まってくれるんですよ。でも……」


　照れくさそうに笑いながら話していたラタの表情が急に曇くもった。そして溜め息をひとつ零こぼし、言葉を続ける。


「時々、彼女が何を考えているのかわからなくなるんです。料理を作ってくれるのは嬉うれしいんですけど、なんだかいつも食べて大だい丈じよう夫ぶなのかなって不安になるようなものばかりで……。一度なんか、スープの具が全部野菜の皮だけってのがありましてね。彼女が言うには『果物は皮のほうが栄養たっぷりって言うでしょう？　だからきっと野菜も皮のほうが体に良いと思うの』ということらしいんですけど。ジャガイモとかニンジンの皮は食べられないことはないんですけど、タマネギの皮はさすがに口の中でもしゃもしゃするので……。もしかしてヨハンナは俺のことが嫌きらいで、わざと変なものを食べさせてるんじゃないかって思ってしまうんです。隠かくし味だとか言って入れてる蜂はち蜜みつも、むしろスープの主役みたいに味が主張してますし」


　たしかに、それは苦しい食事だ。嫌いやがらせかもしれないと思ってしまうのも無理はない。しかし、暗い顔をしているラタの隣となりではルビーウルフが腕うで組ぐみをして首を傾かしげていた。


「ラタが持ってきてた弁べん当とうのパンを一つもらったけど、あれは純じゆん粋すいにヨハンナの料理の腕と味覚の問題だと思うんだよね。挟はさんであるハムから砂さ糖とうの味しかしないんだ。ハムなのに。何をどうやったらあんな味になるんだか知らないけど、嫌がらせではないと思うよ」


　あの時、ラタが食べていたパンはルビーウルフが作ったものだとジェイドは思い込んでいたが、どうやらヨハンナがラタに持たせた手て製せいの弁当だったようだ。──しかし。


「それで、その不思議な料理の話からどう発はつ展てんしたら花束や椅子が出てくるんだ？」


　誰にだって苦手なものはある。それがヨハンナにとっては料理だったというだけの話だ。ラタの行動の理由には繫つながらない。


　ジェイドの問いに、ラタは再び照れくさそうな表ひよう情じようを浮かべた。


「ヨハンナは俺のことを嫌ってるわけじゃないと陛へい下かが言ってくださったので、俺は決心したんです。彼女に、その、結けつ婚こんを申し込もうと。でも、女の人ってどんなことを言われたら嬉しいのか、よくわからなくて……」


「あたしが答えられたらいいんだけど、あたしもわからないからさぁ。みんなに相談したんだよ」


　そう言ってルビーウルフは居い並ならぶ女官たちを指差した。


「ルビーウルフ様が『結婚を申し込まれたらどんな気分になるの？』と仰おつしやられた時は、そりゃあもう驚きましたけどねぇ。ラタさんのことをお聞きして、花を貰もらって喜ばない娘さんはいないと提てい案あんしましたの」


　ふくよかな笑みを浮うかべ、アーリアが言った。するとキャスとエルミナも続けて意見を述べる。


「わたしだったら、もっと特別な状じよう況きようだったらいいなぁって思うんです。たとえば、少し風のある野原で花吹雪ふぶきに包まれながら、とか。きっとふわふわした気分になって、思わず『はい』って言っちゃいますよ！」


「それも素す敵てきですけど、失敗しないことを重視するなら心理的なものを利用するのも一つの手段じゃないかしら。こんな話をご存知ですか？　つり橋のような足場の不安定な場所で異い性せいと一いつ緒しよにいると、恐きよう怖ふによる動どう悸きを胸むねの高鳴りと勘かん違ちがいしてしまうんですって」


　それぞれ違った意見がぶつかり合い、三人はあーだこーだと論じ始めた。それはやっぱり幻げん想そう的すぎるとか、夢ゆめ見みたっていいじゃないですかまだ殿との方がたとお付き合いしたことないんだものとか、びっくり料理のお嬢じようさんは本当に花で喜ぶのかしら、びっくりどっきりさせたほうがいいんじゃないかしらとか。


「こんな感じでさっぱり話がまとまらなくてね。でも、今日までに答えが出ないとラタの仕事が終わっちゃうし……」


　女官たちの論争を眺ながめながら、ルビーウルフは言葉を続ける。


「どうしたらいいかなって考えてたら、ひらめいたわけよ」


「……何を？」


　どこか楽しそうなルビーウルフの声音に、ジェイドは嫌な予感がした。その予感が外れていることを願う間もなく、ルビーウルフはひらめきとやらを述べる。


「全部混まぜちゃえばいいんじゃない？　って」


　やたら自信満々なルビーウルフに対し、ジェイドは額ひたいに手を当てて項うな垂だれた。混ぜるな、というつぶやきが唇くちびるから漏もれる。


　ラタの、あの助けを求めるような視線の意味がようやくわかった。


　彼は断ことわりきれなかったのだろう。事の始まりは自分が相談したことだし、それによって出てきた回答がどんな無茶なものでも、相手が女王たるルビーウルフなら受け入れないわけにはいかない。練習だからやってみろとでも言われたら、やらざるを得なかったのだ。


「ラタ、こんなものは鵜う呑のみにしなくていいから。迷めい惑わくをかけてしまって申し訳ない」


　ルビーウルフたちに代わり、ジェイドはラタに詫わびた。しかし、小声で言ったつもりなのにルビーウルフには聞こえてしまったらしい。むっとした顔で文句を垂れる。


「迷惑ってなんだよ、一生懸けん命めい考えたのに」


「その努力は認みとめるが、あまり手の込んだことをするより気持ちが伝わればそれでいいんじゃないか？　普ふ通つうが一番だと思うぞ」


　これは手が込んでいるというより三つの意見を無理やり一つにまとめただけで、もしラタが本当にこんなことをやったら相手の女性は怯おびえてしまうのではないだろうか。それに、足場の不安定な場所に立って云うん々ぬんの効こう果かは相手を椅子の上に立たせないと意味がない。彼女たちは確実に何かを勘違いしている。


　ジェイドはそういうことを言いたかったわけだが、女官たちは一様に不満の表情で彼を睨にらみつけた。


「まぁ、普通がいいだなんて。どうして男の方ってそう楽をしたがるのかしら。そんなことだから記念日も求婚の言葉も何年かすればすっかり忘れてしまうのですわ」


「優やさしいのは初めの頃ばかりでねぇ。年を重ねるごとに無関心になるんですもの」


　ジェイドの言葉がよほど気に障さわったらしく、エルミナとアーリアはひそひそと文句を言い合い始めた。ジェイドからしてみれば親のような年代の二人だから、長い人生経けい験けんの中で何か嫌いやな思い出があるのかもしれない。


　貫かん禄ろくのある女二人に睨まれ、ジェイドはなんだか叱しかられたような気分になった。つい謝あやまりたくなってしまう。


　ジェイドが言葉に詰つまっていると、ふいにラタがつぶやきを漏もらした。


「こんなにも皆みなさんに心を砕くだいていただいて、俺は幸せ者です。女王陛へい下かにお話を聞いていただけるだけでも名めい誉よだというのに……。なのに俺は人に頼たよってばかりで情なさけないですよね。どんなに拙つたなくても不器用でも、自分の言葉とやり方で気持ちを伝えなくてはヨハンナにも失礼だ」


　ラタの言葉に、忍しのび言を囁ささやき合っていた女官たちも押おし黙だまった。彼の言う通りだからだ。誰かにあれこれと教わった方法では、ラタの気持ちは伝わらない。たとえそれでヨハンナが求婚を受け入れたとしても、ラタは本当の意味でヨハンナの心を射い止とめたことにはならないのだ。


「まぁ、ラタがやりたいようにやればいいと思うよ。あたしはヨハンナのぶっとび料理の話が面おも白しろくて、ラタに聞かせてもらってただけだし。ただ心配なのは、ヨハンナを嫁よめにしたらこれから一生そんなものばっかり食べさせられるんだよ。ラタはそれでも耐たえられるの？　あのパンを食べてる時だって無理に食べきろうとして、えずいてたのに」


　ルビーウルフはラタの顔を覗のぞき込み、本当に心配そうな表情を浮かべた。しかしラタは決然と顔を上げて、自身の心を鼓こ舞ぶするように大きな声で告げた。


「それでもいいんです、ヨハンナが作ってくれたものを残すなんて罰ばち当あたりなことはできませんから！　これから先も、どんなにすっとぼけた料理を出されたって俺は全部食べきってみせます！　だから……だから、ヨハンナと結婚したいんです！」


「は、はい！」


　突とつ然ぜん、驚おどろいたような声が場に響ひびいた。全員がそちらに視し線せんを向ける。


　食堂の入り口に、一人の娘むすめが立っていた。初めて見る顔だ。王おう城じように仕えている者ではない。娘は狼ろう狽ばいした様子で、小さなバスケットを胸むねに抱かかえている。


「ヨハンナ！　どうしてここに？」


　娘の姿を見たラタが目を見開いて彼女の名を呼んだ。すると娘──ヨハンナはおろおろしながらもここに来た経緯いきさつを話し始めた。


「だ、だって、ラタがお弁べん当とうを忘わすれていったから……。王城に入れてもらえるかどうかわからなかったけど、ラタがお腹なかを空すかせていたら可哀かわい想そうだから持って来たのよ。そしたら門番の兵士さんが入れてくれて、ここまで案内してくれたの」


　そう言ってヨハンナはラタに歩み寄ると、抱えていたバスケットを彼に差し出した。


「あのね、ラタ。さっきのことだけど……私で良ければ……」


　恥はずかしそうにつぶやいて、ヨハンナは俯うつむく。どうやら、先ほどラタが言ったことを彼女はすべて聞いていたようだ。


　しかし、ラタは呆ぼう然ぜんとしたまま何も言えないでいる。決意の言葉を思いがけずヨハンナに聞かれ、その言葉で芳かんばしい返事をもらえたのだ。今まであれこれ悩なやんでいたことが馬ば鹿からしくなるくらい、あっさりと。


　ラタもヨハンナも黙り込んでしまったものだから、ジェイドは口を挟はさむことができなくてルビーウルフと顔を見合わせた。彼女も同じように困こまった顔をしている。


　その沈ちん黙もくを打ち破やぶったのは軽けい快かいな拍はく手しゆと明るい声だった。


「わぁ、良かったじゃないですかラタさん！　おめでとうございますー！」


　一番に祝福の言葉を述べたのはキャスだった。目の端はしに涙なみだまで浮かべ、まるで自分のことのようにはしゃいでいる。


　キャスにつられてアーリアとエルミナも手を取り合ってラタを祝福した。それでようやくラタも状じよう況きようを認にん識しきしたのか、喜びで頰ほおが紅こう潮ちようしていく。拍手を送るキャスたちに頭を下げて礼を述べる。するとヨハンナも嬉うれしそうに笑い──その笑え顔がおが、何かに気づいたような疑ぎ問もんの表情に変わった。


「ねぇ、ラタ。そういえば、さっきの言葉に少しおかしなところがあったように思うんだけど。私のすっとぼけた料理って、何？」


　ヨハンナの言葉に、朱しゆに染そまっていたラタの顔がどんどん青くなっていく。人間の肌はだはこんなに一いつ瞬しゆんで色が変わるのかと、ジェイドは妙みように感心してしまった。


　しかしラタはそれどころではないようだ。額ひたいにぷつぷつと汗あせの玉が浮ういてくる。きょろきょろと虚こ空くうを彷徨さまよう視線は、まるで見えない答えを空中から読み取ろうとしているようだ。


「すっ、すっ……酸すっぱいって言ったんだよ、ヨハンナ！　実は俺、酸味の強いものが苦手で……。でも、ヨハンナが作ったものなら苦手なものでも食べられるって、そう言ったんだよ！」


「まぁ、そうだったの。早く言ってくれれば良かったのに。じゃあもっと甘あまいほうがいいわね。でも、どうしましょう。今日はトマトをたくさん買ってしまって……そうだわ、苺いちごのジャムでトマトを煮にてみましょう。赤いもの同士だし、きっと美お味いしいわ」


　赤いもの同士だから美味しいとか、よくわからない理り屈くつだがヨハンナは良いレシピを思いついたかのように両手を顔の前で合わせて微笑ほほえんでいた。そしてまだ仕事が残っているラタに対し、ご馳ち走そうを作って待ってるから、と告げて工房へ帰っていった。


「とっさの言い訳わけとはいえ、さらに自分の首絞しめてどうすんだよ」


　ヨハンナが出て行ってすぐ、そう言ったのはルビーウルフだ。呆あきれ果てた目をラタに向けている。


「耐えて……みせます……」


　ラタはまだそんなことを言っていたが、すでに弱よわ腰ごしだ。我が慢まんするよりも素す直なおに改かい善ぜんを要求したほうがいいのではないかとジェイドは思ったが、それを決めるのもまたラタ自身でなければいけない。


　部外者にできることは、ただラタの無事を祈いのることだけなのだ。
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　翌日、報ほう酬しゆうを受け取りに来たラタは思いのほか元気な姿すがたを見せてくれた。もう何年もヨハンナの料理を食べているから、体が慣れてしまっている、と言って彼は笑っていた。


　ヨハンナの父である時計工房の主人にも許ゆるしを得て、あとは婚こん儀ぎを挙げるだけだという。


　ラタはルビーウルフに深く感かん謝しやし、彼が作ったという懐かい中ちゆう時計を献けん上じようして帰っていった。銀の彫ほりを施ほどこした、美しい品だった。


「これはジェイドが持っててよ」


　ルビーウルフはそう言って、ジェイドの耳に時計を押し当てる。チクタク、と針はりの動く音がした。


「この音って、心しん臓ぞうの音に似にてると思うんだ。心音って聞いてると不思議に落ち着くだろ？　だから、あげるよ。なんだかジェイドはここ何日か、ずっと苛いら々いらしてたみたいだから」


　見み抜ぬかれていたのか、とジェイドは気き恥はずかしい気分になった。しかし、ずっとラタと一いつ緒しよにいたのに、自分のことを気にかけてくれていたことは素直に嬉しい。受け取って、両手で包み込む。


「ありがとう、大切にするよ」


　チクタクと、弾はずむような音がジェイドの手の中で回り続けていた。




　君に捧ささげる永と遠わの花







　花の香かが、ふわりと風に乗って届とどいた。


　擦すれ違ちがった女官の娘むすめを、ルビーウルフは振ふり返って見た。若わかい女官はルビーウルフの視し線せんに気づき、丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎを寄よ越こす。その手には、八や重えの梔子くちなしが握にぎられていた。どうりで良い香かおりがするわけだ。百ゆ合りや沈じん丁ちよう花げと並ならんで、梔子は香りの強い花だから。


　きっと部屋にでも飾かざるのだろう。綺き麗れいだね、と言ってルビーウルフは呼よび止めたようになってしまった女官を行かせてあげた。


　ルビーウルフも自室へ戻もどるため、長い階かい段だんを上がった。棟とうの最上階にあるので、これがなかなか面めん倒どうくさい。ようやく辿たどり着き、ドアを開けると再ふたたび強い花の香が鼻び腔こうをくすぐった。


「あら、お帰りなさいませ」


　テーブルクロスを取り替かえていた女官の少女が明るく挨あい拶さつしてきた。栗くり色いろの巻まき毛と、そばかすの頰ほお。ルビーウルフの世話役の中で一番若いキャスだ。普ふ段だんと変わらず仕事をしている彼女だが、一つだけ違う。胸むな元もとに黄色い百合を挿さしていたのだ。


「どうしたの、それ」


　胸に生花なんてくっつけていたら、邪じや魔まで仕方がないだろう。だから普段は誰だれもそんなことをしていない。怪け訝げんに思ってルビーウルフは訊たずねた。するとキャスは目を丸くする。


「どうしたも何も、今日は『花はな飴あめ選びの日』じゃないですか」


　さも当然というように言われたが、ルビーウルフはさらに首を傾かしげた。それを見て、キャスは深く溜ため息をつく。


「ご存ぞん知じじゃないんですね……。我わが国の伝でん統とう的なお祭りですよ」


　女王たるルビーウルフが伝統行事を知らないことにキャスは呆あきれてしまったようだが、ルビーウルフはずっと山で生活していたのだから知らなくても仕方がない。キャスもルビーウルフのこういった知ち識しきのなさには慣なれているので、細かに説明をしてくれた。


　花飴選び。それは簡かん単たんに言ってしまうと、未み婚こんの男女を結びつけるための行事だった。


　まず、この日になると、独ひとり身の女は各おの々おのの好きな花を胸元に飾る。その花を目当ての男だん性せいに取ってもらえたら、めでたく恋こい人びとになれるというわけだ。


　しかし、もし目当てでない人に花を取られてしまったなら、懐ふところに忍しのばせておいた飴を相手に渡わたす。飴は口の中で溶とけて消えてしまうから、『あなたへの気持ちはありません』という意味になるらしい。


　そして、この花と飴は一度しか使えない。もし意中でない相手に花を取られて飴を渡してしまったら、その女性はまた来年の祭りの日を待たないといけないのだ。


「だから、好きな殿との方がたがいる人は、その方に花を取ってもらおうと一生懸けん命めいなんですよ。まぁ、ほとんどはお祭りの雰ふん囲い気きに浮うかれて、ただ花を飾ってるだけなんですけど。参加するだけでも楽しいですしね。だから──」


　にこにこと笑いながら、キャスはルビーウルフの手をがっちりと摑つかむ。


「ルビーウルフ様もお花を飾りましょう」


　言うなり、キャスは部屋を出た。貧ひん弱じやくそうに見えて意外と力があるものだから、ルビーウルフは引かれるままついていくしかない。ついさっき上がってきたばかりの階段を駆かけ下り、庭に連れ出された。


　整えられた花か壇だんの前で、キャスはどの花を摘つみ取ろうかと選び始めた。花壇の花は、昨日よりも少ない。きっと王おう城じように仕える若い女たちが、こぞって刈かり取っていったに違いない。ルビーウルフが擦れ違った梔子の娘も、今いま頃ごろは胸元にあの花を飾っているのだろう。


「これにしましょう。綺麗に咲さいてますよ」


　キャスが手た折おったのは炎ほのおのような赤をした緋ひ衣ごろも草だった。彼女はポケットからブローチ用のピンを取り出し、緋衣草の大きな花はな房ぶさをルビーウルフの服の胸元に留とめる。それから今度は城内の食堂へ向かった。そこには飴の入った籠かごが置かれていて、通りかかった若い女官たちがその飴を一つずつ大事そうに摘まんでいっていた。キャスも同様に飴を取る。


「ほら、これをなくさないように……」


　振り返ったキャスの笑え顔がおが引きつった。どうしたのかと思ってルビーウルフは首を傾かしげる。──緋衣草の花の、千切った花か穂すいの部分を銜くわえながら。


「何やってるんですか！　せっかくのお花を食べないでください！」


「食べてないよ。蜜みつを吸すってるだけだよ」


　緋衣草の花は、中に蜜がたっぷり詰つまっている。子こ供どもの頃、買い出しで山の麓ふもとの里に連れて行ってもらった際さい、商店の周囲をぐるりと取り囲むようにこの花が植えられていた。買い出しが終わるまでの間、ルビーウルフは花を摘み取っては蜜を吸って遊んでいたのだ。腹はらが満たされることはないけれど、お菓か子しの代わりみたいで夢む中ちゆうになって摘んでいた。


　しかしキャスはそんな遊びをしたことがないのだろう。虫じゃあるまいし、などとぶつぶつ言いながら、飴をルビーウルフに握にぎらせる。綺麗な桃もも色いろの色紙に包まれた飴だ。両りよう端はしを引っ張ぱって開けてみると、硝子ガラス玉だまみたいに輝かがやく桃色の飴が顔を出す。植物から作った色粉で着色してあるらしい。


「それは食べちゃだめですよ。もちろん、お花もです」


　釘くぎを刺さされ、ルビーウルフは渋しぶ々しぶと飴を包み直した。少しお腹が空すいたなと思っていたから、おあずけを食らった気分だ。


　ルビーウルフがキャスに叱しかられている間も、飴を取りに来る若い女たちは後を絶たたない。女官も、下働きの少女も、仲の良い者と一いつ緒しよに取りに来てはきゃあきゃあと楽しそうにはしゃぐ。その誰もが胸に鮮あざやかな花を飾っていた。


「これ、いつまで持ってればいいの？」


　花は邪魔だし、自分で食べることができない飴なんて持っていても食しよく欲よくとの葛かつ藤とうに悩なやまされるだけだ。正直、キャスの目が届かなくなったら、また花を毟むしって蜜を吸ってしまうかもしれない。


「日にち没ぼつまでですよ。日が沈しずんだら、お花は部屋にでも飾ってください。もったいないですし」


　ルビーウルフの問いに、キャスが答えた時だった。食堂を出た廊ろう下かの端で、少女の金切り声が響ひびいたのは。


　食堂の外へ出て、ルビーウルフとキャスは声のしたほうへ目を向ける。すると、ちょうど蜜み柑かん色いろの巻まき髪がみをおさげにした小さな女の子が、彼女の父である宰さい相しように飴あめを投げつけているところだった。


「ひどいです、お父様！　どうして毎年毎年、アンジュの邪じや魔まばかりするのですか！」


　アンジュは泣き喚わめきながら、ルビーウルフたちの脇わきを抜ぬけて庭へと駆かけ出して行く。あとに残されたアンジュの父──ロベールはダリアの花と青い包み紙の飴を握り締しめ、ぽつんとその場に立っていた。


「すまない、アンジュ……」


　愛まな娘むすめに泣かれ、ひどく落ち込んでいるようだったが、どこか達成感に満ちた表ひよう情じようをしていた。去っていく彼の後ろ姿は上半身がどんよりしていて、足取りはふわふわと軽い。器用な落ち込み方だ。


　ロベールがアンジュに何をしたのか簡かん単たんに想像がつき、ルビーウルフは呆あきれて溜ため息をついた。


「ロベール、毎年アンジュの花を取ってるんだ……」


「そうですよ。アンジュが拗すねて三日くらい父上と口を利きかなくて、僕ぼくらが両方のご機き嫌げん取りしなくちゃいけないから大変なんです」


　ルビーウルフのつぶやきに、背はい後ごから答える者があった。振ふり返ってみると、そこにいたのは双ふた子ごの少年。ロベールの息子むすこで、アンジュの兄であるリオンとティグルだ。げんなりとした様子でティグルが続ける。


「アンジュが十五歳さいを過すぎたらもうやらないって父上も言ってるんですけど、あの調子だとその先もずっと続けそうですね」


「こんなのただのお祭りなんだから、アンジュも父上もそんなに必死にならなくてもいいのに」


　ティグルの言葉に続け、リオンもうんざりとした表情で言う。ルビーウルフもリオンと同じ気持ちだ。こんな祭りがある意味さえわからない。


　しかし、リオンの言葉にすぐさまキャスが反はん論ろんした。


「わたしはアンジュ様のお気持ち、よくわかりますよ。小さくたって女の子ですもの。たとえ意中の方がいなくても、素す敵てきな殿との方がたに取ってもらえたらいいなって思ってみんなお花を飾かざっているんです。男の方だって、好きな人の花を誰よりも先に取るために、この日はそわそわしているものです。だから、この日になると綺き麗れいな女の人や素敵な男性の周りには人が多くて面おも白しろいですよ。それだけ、みんながこの日を楽しみにしてるってことです。そうそう、ジェイド様の周りにも、この日になると用もないのに近ちか寄よりたがる人が増ふえますね」


　そう言って、キャスはちらりとルビーウルフに目を向けた。言外に何かを訴うつたえられているように感じ、ルビーウルフは居い心地ごこちが悪くなる。


「そんなの、あたしには関係ないよ」


　ふいっと横を向いて、関心がないふりをした。実じつ際さい、ジェイドに若い女が群むらがっていたとしても、他人が口出しすることではないし。それがこの祭りの決まりなのだし。


　ルビーウルフが無関心を装よそおうと、キャスはつまらなそうに溜め息をついた。そのキャスに廊下の向こうから声が掛かかる。


「キャス、遊んでいないで手伝ってちょうだい。花飴選びの日だろうと何だろうと、私たちにはお仕事があるのよ」


　キャスを手て招まねきで呼よんだのは女官のエルミナだった。彼女の胸に花はない。すでに伴はん侶りよのある身には、花は必要ないのだろう。


　すぐ行きます、とキャスは返事をした。それからルビーウルフと双子に一礼し、駆け出していく。


　その胸むな元もとから、ぽろりと黄色い百ゆ合りが落ちた。ブローチ用のピンが外れてしまったらしい。しかしキャスは気づくことなく、そのまま行ってしまおうとする。


「おい、キャス。落し物」


　リオンが百合を拾い上げ、キャスを呼び止めた。普ふ段だんと変わらない調子で、ハンカチか何かを拾ってあげるのと同じ仕草で。


　けれど、振り返ったキャスは髪かみが逆さか立だちそうなほど驚おどろいた顔をして息を飲んだ。それから猫ねこがねずみに飛びかかるような素す早ばやさで百合の花をリオンの手からもぎ取る。


「なんでリオン様が取るんですか！　やめて触さわらないで！」


　きんきん耳に響く声で叫さけばれ、傍そばにいたルビーウルフとティグルは両手で耳を塞ふさぐ。花を奪うばい取られた挙あげ句く、拒きよ絶ぜつの言葉をぶつけられたリオンは啞あ然ぜんとし、やがて怒いかりと羞しゆう恥ちで顔が真っ赤に染そまった。


「なんだよ、拾ってやっただけだろ！　親切心だったのに！　そんなに嫌いやなら飴あめを寄よ越こせばいいじゃないか！　慌あわてて花を取り返すなんて、まるで僕ぼくのこと意い識しきしてるみたいに──」


　唇くちびるを尖とがらせて文句を言っていたリオンだが、その言葉は途と中ちゆうで途切れた。キャスが投げた花と飴が、リオンの顔にべちっとぶつかったから。


「わ、わたしはそんな、慌ててなんかいません。お祭りの規き則そく通り、飴も用意していましたし。そもそもリオン様なんてまだ紳しん士しとは言えませんもの。年下だし、言動も幼おさなくていらっしゃるし。だからお花を取られても数に入れなくていいかなって思って取り返したんですけど、規則は規則ですものね。お花も飴も、どうぞ受け取ってください。ええ、そうです。規則ですから」
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　しどろもどろになりつつ、キャスは早口で言い訳わけし、逃にげるように駆けて行った。その去り際、リオンにあっかんべぇをするのは忘わすれない。言われるだけ言われ、反論する間もなく相手に逃げられてしまったリオンは悔くやしそうに地じ団だん太だを踏ふむしかない。


「なんだよ、むかつく！　最後まで僕が取ったって思い込んでるし！　拾っただけだってば！」


　すっかり機き嫌げんを損そこねてしまい、リオンは大おお股またで庭へ出て行った。キャスが投げて廊ろう下かに落ちたままだった百合の花と飴をティグルが拾い、憂ゆう鬱うつそうに溜ため息をつく。


「今年はご機嫌取りを三人分しなきゃいけないのか……」


　そうつぶやき、彼は重たい足取りでリオンを追いかけていった。





　　　　†




　別に、キャスが言ったことを気にしているわけじゃない。


　ただ単に暇ひま潰つぶしというか、かといって用もないのに出向くのかと言われればそうでもない。言いたいことはたくさんあるし、用なんていくらでも見つけることができる。


　だからルビーウルフはジェイドを捜さがしていた。部屋を訪たずねたけれど誰もいなかったから、彼が立ち寄りそうな所を渡わたり歩いてみる。


　その間、様々なものを見た。胸に花をつけていない女官の娘むすめが鼻歌を歌いながら庭を掃そう除じしていたり、同じように花をつけておらず、どんより落ち込んでいる針はり子この少女が繕つくろい物を引きずって歩いていたり。


　きっと前者は目当ての男性に花を取ってもらえて、後者は眼がん中ちゆうになかった者に取られてしまい、飴を渡したのだろう。


　浮うき沈しずみが分かれていたのは女だけではない。むしろ男のほうが顕けん著ちよだった。花を自じ慢まんげに掲かかげている者もあれば、口の中に入れた飴をころころ鳴らしてうずくまっている者もいる。


　好きな女の花を取り、それで飴を突つきつけられたのでは、たしかにきつい。


　男女を結びつける祭り。可愛かわいらしい祭りだ。なのに、なぜだろう。戦場の匂においがする。花を飾かざって目当ての男の周りをうろつく女たちや同様に好きな女の花を誰よりも先に取ろうと息いき巻まく男たちからは漲みなぎる闘とう志しが、そして飴を渡された男たちからは屍しかばねの匂いがする。


　空気がぴりぴりしていた。アンジュやキャスが花を取られて怒おこったように、そこら中で不和が生じているのだ。上う手まいこと気持ちの通じる相手に花を取ってもらい、飴を渡されることのない者はほんの一握にぎり。


　正直、今日の日没までどこかに隠かくれていたい気分だった。下手に喧けん嘩かに巻き込まれでもしたら、たまらない。


　地面に接せつする、一階部分の渡り廊下の角を曲がる。その際、女官の娘とぶつかりそうになった。彼女は相手が女王であることに気づくと、すっと端に寄って深く頭を下げる。


　ふわっと梔子くちなしの香かおりがした。ルビーウルフがまだ花を飾る前に擦すれ違ちがった、あの梔子の娘だった。しかし、彼女の胸に梔子の花はない。残り香だけが衣服に染しみ付いているのだ。


　伏ふした顔がほのかに赤い。瑞みず々みずしい唇くちびるは幸せそうに弧こを描えがいている。どうやら彼女は気の合う相手に花を取ってもらえたようだ。


　ルビーウルフが通り過すぎると、彼女は小走りで去っていった。別段、急いでいる様子ではない。ただ、どうしようもなく嬉うれしくて、できることなら庭に駆け出して歌いながら転げ回りたいのを我が慢まんしているような、そんな後ろ姿すがただった。


　それを見て、ルビーウルフは少しだけ、いいな、と思った。あんな幸せそうな顔ができるのは羨うらやましいし、この妙みように殺さつ伐ばつとした祭りにも、ちゃんと意味があったのだと思える。


　彼女のおかげで楽しい気分になれた。軽くなった足で渡り廊下を抜ける。


　庭に面した書庫の扉とびらが開いていた。司書がいるか、そうでなければ誰かが鍵かぎを借りて中に入っているということだ。


　この棟とうは吹ふき抜けになっていて、四方がすべて書しよ架かになっている。階かい層そうごとに人が歩けるだけの足場がぐるりと書架に沿そって一周し、それぞれの足場は木もく製せいの階段で繫つながっているだけ。天てん井じようには鎧よろい戸ど付きの天てん窓まどがあって日の光を取り込んでいるが、吹き抜けの一階部分にも書しよ棚だながずらりと並ならんでいるせいで床ゆかに立っていると薄うす暗ぐらく感じる。


　彼がよくここに出入りしているのをルビーウルフは知っていた。だから、他の所にいないなら、きっとここに──


　頭上を見上げたルビーウルフの目に、天窓から射さす光を浴びている金きん髪ぱつが映うつった。三階部分の回廊、転落防ぼう止し用の柵さく越ごしにその人は立っていた。騎き士しのジェイドだ。


　やっぱり、ここにいた。捜していた人を見つけ、ルビーウルフは安あん堵どする。キャスが言っていたように人が群むらがっていることもない。──もし本当だったとしても、気にならないけれど。


　ほっとしたら悪戯いたずら心ごころが湧わいてきた。ジェイドは何か本を探さがしているようで、ルビーウルフが来たことには気づいていない。こっそり背はい後ごに忍しのび寄よって、驚おどろかせてやろうと企たくらむ。


　木製の階段の踏ふみ板が鳴らないよう、慎しん重ちように足を乗せる。そっと手て摺すりに触ふれたとたん、甘あまい匂いがした。


　微かすかな梔子の香り。しかし、こんな場所に花が咲さいているはずもない。摘つみ取ってきたものをどこかの書棚に飾っているか、そうでなければ誰かの残り香だ。


　ルビーウルの脳のう裏りに、先ほど擦れ違った梔子の娘の姿が浮かんだ。花を取ってもらって、嬉しそうに駆けていく後ろ姿。


　そうだ。どうして気づかなかったのだろう。彼女がやって来た方向には、この書庫があったのだ。そして、その書庫にいたのは──


「ルビーウルフ？」


　頭上から名を呼ばれた。柵越しに、ジェイドが吹き抜けの下を見下ろしている。思考を巡めぐらせている間に見つかってしまったらしい。


　急に声を掛かけられたことで驚き、ルビーウルフは仰のけ反ぞった。階段から転げ落ちそうになるのを、手摺りにしがみつくことで堪こらえる。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　ジェイドがすぐに下おりてきてくれたが、驚かそうとして失敗するなんて情なさけないところを見られたせいで返事すらできない。代わりに、床ゆかに降おり立ったジェイドの姿を頭からつま先まで何度も眺ながめ回した。


　彼が花を持っている様子はない。しかし、小さな花だ。どこにだって隠かくせる。


「梔子の匂いがするね」


　何もかもお見通しだというように言った。するとジェイドは視し線せんを逸そらし、どこか気まずそうに言葉を探す。


「……もしかして、擦れ違ったのか？　出て行ったばかりだからな」


　やはり、先ほどの女官の娘はここへ来たのだ。そして花を取ってもらった。だからあんなに嬉しそうにしていたのだ。


　幸せそうでいいなと思った光景が、急に腹はら立だたしく思い出された。でも、どうしてそんな風に感じてしまうのかわからなくて、何も言えなくなる。しかしジェイドは疲つかれたような溜ため息を零こぼしただけだった。


「まったく、困こまったものだ。祭りを楽しむのはいいんだが、人がいるのに気づかないで書庫に入り込んできて、花の受け取りが成立したとたんに、その、じゃれ合うのは、な」


　言葉の後半は少し顔を赤くし、言いにくそうだった。彼がどんな目に遭あったのか察し、ルビーウルフも気まずくなる。


　どうやら、あの梔子の娘はこの近くで誰かに花を取ってもらい、書庫の扉が開いているのを見て二人で入り込んだらしい。そしてジェイドがいることに気づかないままじゃれ合い始めたと、そういうことか。何をどこまでしたのかは知らないが。


　ルビーウルフが擦れ違ったのは梔子の娘だけだったが、相手は庭を横切るかして別の場所へ行ったのだろう。


「言っておくが、俺おれは覗のぞいてなんかいないぞ。出るに出られなくて、誰かに助けてもらいたかったくらいだ」


　眉み間けんに皺しわを寄よせ、ジェイドは強く主しゆ張ちようした。情じよう事じを覗き見たのだと、ルビーウルフが疑うたがっているものと思っているらしい。そんなことで怒おこっていたわけじゃないし、なんだかジェイドが可哀かわい想そうになってきた。ルビーウルフは苦く笑しようして肩かたをすくめる。


「そりゃあ災さい難なんだったね。もう少し早めに来てたら助けてあげられたかもしれないけど。間が悪くてごめんね」


　とは言ったものの、ルビーウルフだってそんな現げん場ばを見てしまったらそそくさと退たい散さんしていただろう。ジェイドには、本当に災難だったと思って諦あきらめてもらうしかない。彼も話題を変えたいようで、ルビーウルフの胸むな元もとを指差して言った。


「それにしても、意外だな。花をつけているなんて。こういう祭りにはあまり興きよう味みがなさそうだと思っていたんだが」


「キャスに無理やりつけられたんだよ。そんな祭り知らないって言ったら、呆あきれられてね。ちゃんと教えてくれなきゃ困るよ」


　もともと、この文もん句くが言いたくてルビーウルフはジェイドを捜していたのだ。事前に祭りのことを知っていたら、一日中どこか──たとえば、この書庫などに隠れて日にち没ぼつまでやり過すごすことだってできたのに。


「そういえば、教えていなかったな。俺もこの祭りにはあまり興味がないから……というか、苦手なんだ。花はな飴あめ選びの風習は。けっこう空気が刺とげ々とげしくなるだろう？」


　ジェイドは苦笑して言った。どうやら彼も、この祭りの風習にはルビーウルフと同じ印象を抱いだいていたらしい。


「もしかして、ここにいたのは祭りの空気から離はなれていたいから？」


「それもあるが、純じゆん粋すいに用があったんだ。ここの蔵ぞう書しよを誰でも自由に閲えつ覧らんできるようになれたらいいと思って。身分なんか関係なく、役人でも農夫でも、学問に興味がある人なら自由に、簡単な手続きだけで。学問や芸げい術じゆつは国を育てるものだからな。そうして各分野の専せん門もん家かを多く育てて、教きよう師しにして、どの地方の町村にも学問に接するための施し設せつを造つくりたい。特に子こ供どもたちには必要なものじゃないかと思うんだ」


　ジェイドの答えに、ルビーウルフはこっそり感かん嘆たんの溜め息をつく。こんな所に出入りして何をやっているんだろうと思っていたが、そんなことを考えていたなんて。それに、ちらりと見上げたジェイドの顔はとても楽しそうだ。子供たちに学ぶ機会を与あたえるため、苦心するのはむしろ喜びだとでも言うように。


　しかし、ジェイドの言葉はそこで終わりではなかった。


「と、誰だれかを見ていると切実に考えさせられて……」


　感心していたルビーウルフを横目で見てのつぶやきだ。何を言いたいのか察し、ルビーウルフは一気に機き嫌げんを損そこねて頰ほおを膨ふくらませる。


「はいはい、どうもお世話かけてすいませんね」


　けっ、と悪あく態たいをつきながら言った。ルビーウルフに勉強を教えてくれているのはジェイドだが、あまりの常じよう識しきのなさに彼が頭を抱かかえることは少なくない。子供の頃に学問に触ふれる機会さえあれば今はもっと楽なのに、と思っていたとしても不思議ではなかった。


　だが、ジェイドはそんなルビーウルフの態度に気を悪くするでもなく、むしろ楽しそうに笑った。


「確たしかに大変だが、最近ではその手て強ごわさが楽しみでもあるんだ。どうやったら理り解かいしてくれるだろうとか、いろいろ考えて自分なりの説明をして、『わかった』と言ってもらえた時は盤ばん上じようの勝負に勝った時みたいに気持ちがいい」


　人が暗記や算術の習得に苦しんでいる間、そんなことを考えていたのか。煩わずらわしいと思われているわけじゃないから良かったものの、少し複ふく雑ざつな気分だ。それに、ジェイドが言ったようにこれが勝負なら、ルビーウルフはいつも彼に負けていることになる。


「じゃあ、もう『わかった』なんて言わないでおこうかな」


「それでは先に進めないから困こまるな。反はん応のうがないと、こちらも教えようがない」


　それはそうだと思い、何も言えなくなる。しかし、このままだと負けっぱなしだ。そんなのは悔くやしい。


　ルビーウルフは階かい段だんを駆かけ上がった。ずらりと並ならんだ本の中から、分ぶ厚あつくて難むずかしそうな本を引き抜く。適てき当とうなページを開き、追いかけてきたジェイドに突つきつけた。


「じゃあ、ここに書いてあることをあたしに理解させられる？」


　本を受け取ったジェイドが顔をしかめた。読むだけで数日は掛かかりそうな本だ。開いた時にルビーウルフもちらっと見てみたが、何が書いてあるのやらさっぱりだった。──しかし。


「時間を掛ければ、どうにか。やってみるか？」


　顔を上げたジェイドは、まさに勝負を挑いどむ者の目をしていた。しかも勝つ自信を持っている。


　これはまずい。こんな分厚い本の内ない容ようを頭に叩たたき込まれるなんて。それも時間をかけてみっちりとなんて。考えただけでげんなりする。


　ルビーウルフはジェイドの手から本を取り上げて書架に戻もどし、その場に座すわった。柵さくの隙すき間まから両足を外に出し、ぶらぶらと揺ゆする。


「やっぱり、いらない」


　悔しいが、ここは負けを認みとめたほうが身のためだ。ジェイドも深追いはしてこない。もし掘ほり返しでもしたらルビーウルフが機嫌を損ねると、知っているのだ。


　二人で黙だまると、外の声が気になるようになった。若わかい女たちがはしゃぎながら会話しているのが聞こえてくる。誰に花を取ってもらったの、と一人を囲んで複ふく数すうがわいわいと騒さわいでいるようだ。


「この祭りって、何のためにあるんだろうね」


　声を聞きながら、今日ずっと気になっていたことをつぶやく。するとジェイドはすぐに答えてくれた。


「もとは農村の風習だったんだ。自分の村からほとんど出ることのない娘むすめたちが、近きん隣りんの村との寄り合いに参加する時に花を持って独ひとり身であることを示しめしたらしい。そうすると、男のほうも声を掛けやすいからな。それが発はつ展てんしながら都市に伝わって、若者を中心に広まったんだ。この日にその風習を行うのは夏げ至しだからだろうな。一年のうちで最も日が長いから、花が咲さいている時間も長いだろう？」


　確かにそれなら納なつ得とくがいく。日が沈しずむと、太陽の光を浴びていた花は元気を失なくしてしまうものだ。種類によっては一日限かぎりでしおれてしまう花だってある。


　一年のうち、咲き誇ほこる季節に浮うかれ騒いで、たとえ実を結ばなくても一年経たてばまた咲く。儚はかないようで意外と逞たくましいのだ。花も、人も。


「由来を聞くと、それほど嫌いやな祭りでもないんだね。人の喧けん嘩かに巻まき込まれるのは勘かん弁べんだけど」


「誰かが喧嘩をしたのか？」


「リオンとキャスがね。あと、ロベールとアンジュ。兄あに貴きと妹と親父おやじさんを宥なだめなきゃいけないって、ティグルが疲つかれた顔してた」


「それは可哀かわい想そうに」


　ティグルを哀あわれみ、ジェイドは苦笑した。


「確かに、祭りに興きよう味みがない者は大人しくしておいたほうが無ぶ難なんな日だな。花を飾かざった女たちが寄ってくると、下へ手たに話しかけるだけでも怒おこらせてしまいそうで怖こわいから」


「何言ってんだ。女を怖がるなんて情なさけな……」


　言いさし、ルビーウルフは引っ掛かるものを感じた。


「寄ってくるの？　女が？　花を飾ってる女が？」


　キャスが言っていたことを思い出し、つい強い語調で訊きいてしまった。しかしジェイドは特に気にすることもなく肩かたをすくめた。


「祭りの日なんだから、擦すれ違ちがう女たちが花をつけているのはおかしなことじゃないだろう？　ただ、用もないのに呼よび止められたりするのは困るな。触さわらぬ神に祟たたりなしで過ごしたいのに。だから、今年は用事ついでに日が暮くれるまでここにいようと思ったんだ」


　喧けん騒そうから逃のがれたいだけ。それはルビーウルフも同感だ。しかし、呆あきれた。その女たちは間違いなく自分の花をジェイドに取ってもらいたくて、声を掛けることでさりげなく主張していたのだろう。なのに彼はまったく気づいていないのだ。祟りなし、と素す通どおりされてしまった女たちが可哀想だと思う反面、ほっとしている自分もいることに気づいてルビーウルフは胸むねの底あたりがむず痒がゆくなるのを感じた。


「じゃあ、あたしも今日はここにいようかな」


　柵の外に出した足をぶらぶら揺すってルビーウルフはつぶやいた。言ってから、それではまるで彼に群がる女たちと同じじゃないかと気がついて、揺すっていた足を止めた。柵をぎゅっと握にぎって唇くちびるを嚙かみ、追い払はらわれるのを覚かく悟ごする。だって、彼は静けさを求めてここにいるのに、ルビーウルフがいたら邪じや魔まになってしまう。──しかし。


「それじゃあ、手伝ってくれるか？」


　背後から、ジェイドの明るい声。振ふり返ってみると、眼がん前ぜんに紙が一枚まい突き出されていた。


「ここに書いてある本を探して、床ゆかにでもいいから積んでおいてくれ。書庫を一いつ般ぱん向けに開かい放ほうするから、読みやすいものを選んで下の書しよ棚だなに移うつしたいんだ。司書に頼たのんだほうが早いんだが、なかなか高こう齢れいの方だから力仕事をさせるのは悪いしな。この紙に書いてあるのが終わったら、まだあっちにもあるから」


　そう言って彼が指差した先にルビーウルフは目を向ける。回かい廊ろうの床に、書名を書き連ねているらしい紙の束が置かれていた。


「来てくれて助かったよ。よろしく頼む。俺は上の階をやるから、何かあったら呼んでくれ」


　手にしていた紙を床に置き、ジェイドは上の回廊へ行ってしまった。吹ふき抜ぬけになっているから互たがいの姿すがたは常つねに確かく認にんできるけれど、何か大変なことに巻き込まれてしまった気がする。


　恐おそる恐る、ルビーウルフはジェイドが置いていった紙を手に取った。そして、うっと息を詰つめる。冷や汗あせまで出てきた。


　どうにか文字は読めるようになってきたルビーウルフだが、その能のう力りよくはまだ小さなアンジュにも劣おとる。見たことのない単語は奇き妙みような文字の羅ら列れつでしかない。


　しかし、ここにいるためにはやるしかないし、逃にげるのは格かつ好こうが悪い。わからない言葉だって、字の並ならびが同じものを一つ一つ照らし合わせていけばいいだけの話だ。


　よしっ、と気合いを入れて立ち上がり、ルビーウルフは本の壁かべに立ち向かった。





　　　　†




　天てん窓まどから射す明かりが夕焼けの赤味を増まし、だんだん手元が見えにくくなってきた。夜目の利きくルビーウルフには何ら問題なかったが、吹き抜けの上の階からジェイドの声が掛かかる。


「そろそろ日ひ暮ぐれだから、今日はここまでにしよう。ありがとう、助かったよ」


　言いながら、上の階から下おりてくる。しかしルビーウルフは浮かない顔でつぶやいた。


「結局、最初の一枚目に書いてある数しか探せなかった……」


　足元に積まれている本は、ジェイドに渡わたされた紙に書かれていたものだけだ。紙の束は手付かずのまま放置されている。


　もう少しいけると思ったのに。でも、小さな字とにらめっこしていたせいで、目が疲つかれてしまった。さすがに夜まで続けようとは思えない。


「いや、上出来だよ。俺の予想では、これの半分くらいだろうと思っていたから。目が文字を追いかけることに慣なれてきたみたいだな」


　積み上げられた本を見て、ジェイドは感心したように褒ほめてくれた。どうやら、これも勉強の一いつ環かんだったようだ。負けず嫌ぎらいの性せい格かくを利用され、悔くやしいやら恥はずかしいやら。でも褒められたのは素直に嬉うれしいから、えっへんと胸むねを張はる。


「あたしだって、やればできるんだよ」


「そうだな。じゃあ明日も頼めるか？」


「ごめん、調子こいた」


　危あやうく乗せられそうになり、ルビーウルフは慌あわてて辞じ退たいした。ジェイドの邪魔になってはいけないと思い、ほぼ無言の作業だったのだ。息が詰まるし、すぐ傍そばにいるのに会話がないのはなかなかつらい。


　ジェイドも断ことわられるだろうと予よ測そくしていたようで、笑って済すませてくれた。それから、先に階段を下りていく。ルビーウルフもそれを追いかけ、二人で書庫を出た。


　書庫の鍵かぎを閉しめると、ちょうど夕陽の最後の光が消える直前だった。藍あい色いろの空の端はしに、赤い色がわずかに残っている。それもあと少しで藍に押おしやられるだろう。星と月が明々と輝かがやいていた。


「お腹なかすいたね」


「一年で一番昼が長い日の日にち没ぼつだからな。もう部屋に夕食が用意されているんじゃないか？」


「そうだね。早く戻もどらないと、またキャスに怒おこられるよ。──そうだ」


　キャスの名を出したら、胸に飾かざった花を思い出した。たしか、日没になれば花を取り外してもいいはずだ。


「これはもういらない、と。でも、まだ咲いてるのに捨すてるのはもったいないね」


　胸から外した緋ひ衣ごろも草をどうしようかと、ルビーウルフは迷まよった。部屋に花を飾るような趣しゆ味みはない。だけど、やっぱりもったいない。


　しばし考えた末、ルビーウルフは花をジェイドに差し出した。


「あげるよ」


「え？」


　目の前に突つき出された花に、ジェイドは目を丸くした。戸と惑まどっているようにも見える。どうしてそんなに驚おどろくのかと不思議に思いつつ、ルビーウルフは花はな房ぶさから花を一つ千切って銜くわえて見せる。


「知ってる？　この花って蜜みつがいっぱい詰まってて美お味いしいんだよ。だから、あげる」


「……そうか、ありがとう」


　緋衣草をジェイドが受け取る。残りわずかな西日の赤に照らされた彼の表情は、少しだけ残念そうな微笑ほほえみだった。





　　　　†




　部屋に戻り、そっと扉とびらの隙すき間まから中を覗のぞいてみると、夕食の用意の真っ最中だった。テーブルに皿を並ならべているキャスはもう機き嫌げんが悪い様子ではない。ほっと息をついてルビーウルフは室内に踏ふみ入った。足音に気づいてキャスが振ふり向く。


「遅おそかったですね。どこに行ってらしたんですか？──あら？」


　ルビーウルフの姿すがたを目にしたキャスが首を傾かしげた。


「お花、どうなさったんですか？　お部屋に飾らないんですか？　もしかして、どなたかに取ってもらったとか？」


　皿を胸に抱かかえ、目を輝かせながらキャスが詰め寄ってきた。彼女が望む答えは出せないのを申し訳わけなく思いながら、ルビーウルフは肩かたをすくめる。


「違ちがうよ。もう必要なくなったから、ジェイドにあげたんだ」


　とたんにキャスは落らく胆たんする。──そう思った。しかし、彼女はかなりの長い間そのまま硬こう直ちよくし、皿を抱えていた手をぱっと離はなして両りよう頰ほおに添そえて奇き声せいのような歓かん声せいを上げた。ルビーウルフは驚きつつも、落とされた皿が床ゆかに接せつ触しよくする直前に受け止める。


「そ、そ、それってどういうことですか！　どういうことも何も、つまりそういうことですよね！　わっ、わっ、ルビーウルフ様ったら大だい胆たんですー！」


　そばかすの頰を真っ赤に染そめて、キャスはばたばたと足を踏み鳴らした。わけがわからないルビーウルフは皿を持ったまま眉まゆ根ねを寄よせるしかない。


「何？　どういうこと？　なんで花を渡わたすと大胆なんだ？」


「え？　ご存ぞん知じじゃないんですか？」


　一人できゃあきゃあ騒さわいでいたキャスが、ルビーウルフの質しつ問もんに目を丸くした。知らないも何も、教えてもらっていないのだから仕方がない。


「日没になったら祭りは終わりってことしか教えてもらってないんだけど。他にもまだ何かあるの？」


　訊たずねると、キャスが赤い顔で俯うつむいた。組み合わせた手をもじもじとさせ、ルビーウルフから目を逸そらす。


「あの、それ、わたしが説明しなきゃだめですか？　エルミナさんとかに訊きいてもらえないでしょうか」


「今聞きたいの。そんなに大騒ぎするくらいなんだから、ものすごく気になる」


　なんとなく嫌いやな予感がしていた。だから今すぐ答えが欲ほしい。


　強い口調でルビーウルフが言うと、キャスは観念したように口を開いた。


「えっと、つまりですね。女性から男性に直接お花を渡すのは、忍しのぶ恋こいの告白になるんです。特に日が暮くれてから渡した花には『夜を共にしたい』という意味があるんですよ」


　ぼそぼそと恥はずかしそうにキャスが言う。


　今度はルビーウルフが皿を落っことす番だった。





　　　　†




　緋衣草を花か瓶びんに活いける。誰だれかに似にた、鮮あざやかな赤い花。


　この日の夜に花を渡す意味を、きっと彼女は知らない。花の蜜がどうのこうのと、野遊びで得た知ち恵えを子こ供どもみたいに教えてくるぐらいだから。


　それでも、さすがに花を差し出された時は驚おどろいた。期待するだけ無む駄だだとわかっているのに。


　花瓶をテーブルに置き、部屋を出ようとした。夕食はいつもルビーウルフと一いつ緒しよに摂とるのだ。花を活けるために自室に戻もどったが、そろそろ行かないと彼女を待たせてしまう。


　その時だった。慌あわてた様子の足音がもの凄すごい速さで近寄ってくる。絨じゆう毯たんの上で制せい止しする摩ま擦さつ音おんが部屋の前でした直後、扉が乱らん暴ぼうに蹴けり開けられた。


　ジェイドが何か言う暇ひまさえなく、駆かけ込んできたルビーウルフがテーブルの上の花を奪うばい取っていた。そしてその場に、叩たたきつけるようにして飴あめを置く。


「し、知らなかったんだ！　だからこれは無む効こう！」


　きっとキャスか誰かに意味を教えられたのだろう。あまりの慌てぶりに、たまらず笑いを漏もらしてしまう。その隙すきに、ルビーウルフは逃にげるように部屋を出て行ってしまった。


　苦く笑しようし、ジェイドは溜ため息をついた。これから夕食なわけだが、今日は彼女の部屋へ行っても追い返されてしまいそうだ。一人きりの食事はつまらないものだが、一日くらいは我が慢まんしてやろう。


　明日、ルビーウルフはどんな顔をしているのだろう。からかうと怒おこるだろうから触ふれないでおくが、今後彼女が緋ひ衣ごろも草を見るだけでこのことを思い出すだろうと思うと可哀かわい想そうだが可お笑かしかった。


　空からになった花瓶を片かた付づける。花を持っていかれてしまったのは少し寂さびしい気もするが、こればかりは仕方ない。


　それに、花なんて貰もらわなくても。


　彼女への想おもいは胸の中で咲さき誇ほこっている。


　いつでも差し出せるように、決して枯かれない永えい遠えんの花が。
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　ルビーウルフが置いていった飴を口に含ふくみ、追い返されるのを覚かく悟ごでジェイドは彼女の部屋へと向かった。




　おつかいに行こう







　長雨が去った朝。


　外はからっと晴れた空なのに、ルビーウルフの表ひよう情じようは曇くもりのままだった。


「だから言ったでしょう。いくら夏の雨が気持ちいいからって泥どろだらけになるまでお庭で遊んでいるから、こんなことになるんです」


　腰こしに手を当て、ルビーウルフに説教をするのは女官のキャスだ。ルビーウルフはベッドに腰掛かけ、反はん論ろんできないままキャスの小言を聞いているしかない。だって、彼女の言う通りだから。


　何日も雨が続いて屋内に閉とじ込められ、ついに耐たえ切れなくなったルビーウルフは小こ降ぶりになった頃ころを見計らい、庭に駆かけ出した。幼おさない頃から共にいる狼おおかみたちと一いつ緒しよに泥を跳はね散らかして遊んでいると、冷たい雨が気持ちよくて、その後も数日はそうやって遊んでいたのだ。


　その結果、ようやく晴れた今日になってルビーウルフの服はなくなった。すべて洗せん濯たく待機中で、清せい潔けつな服が一つも残っていないのだ。


　ルビーウルフは普ふ段だん、男物の古着を自みずから手直ししたものを好んで着ている。それを着まわしているので、多くの服を持っているわけでもない。なので、ルビーウルフは朝っぱらから寝ね間ま着きのままキャスの説教を聞かされるはめになったのだった。


「今日のところは仕方がないので、クローゼットの中のお召めし物で我が慢まんしていただくしかないんですけど」


「えー、やだ」


　キャスが言ったのは、つまりドレスを着ろということだ。それしか残っていないのなら仕方ないと思いつつ、できることなら回かい避ひしたいとルビーウルフは拒きよ否ひの意を示しめす。


「やだって……。じゃあ、他に何をお召しになるんですか」


　もっともな意見に、ルビーウルフは言葉を詰つまらせる。他に何かないものかと考え──目の前にあるものを指差した。


「これがいい。予よ備びがあるなら貸かしてよ」


　ルビーウルフが指し示しめしたのは、キャスが着ている服だった。女官たちが揃そろいで着ているお仕着せだ。仕事がしやすいように靴くつの踵かかとは低いし、それほど窮きゆう屈くつそうでもないから一日くらいなら耐えられるだろう。ルビーウルフとキャスは歳としも近くて体たい格かくも似にているし、彼女の服なら着られるはずだ。


　キャスは自分の服の裾すそを摘つまみ、なるほど、とつぶやいた。普段から着ている服だから、動きやすいなどと意い識しきしたことはないのだろう。


「わかりました。持ってくるので、少し待っていてください」


　ルビーウルフは寝間着のままなので部屋から出ることすらできない。そんな格好で城じよう内ないをうろつかないで、とキャスは態たい度どで語り、駆け足で出て行った。


　どれほど待った頃だろう。待つのに飽あきたルビーウルフがベッドでごろごろしていると、キャスが服を抱かかえて戻もどってきた。


「さぁ、これを着てください。ご病気でもないのに、一日中寝間着で過すごすなんていけませんからね」


　キャスから服を受け取ったルビーウルフは、言われるまま着き替がえに取り掛かった。思った通り丈たけは合っているし、胴どう回まわりもきつく絞しぼられていないので苦しくない。仕事中、髪かみが邪じや魔まにならないよう押おさえておく帽ぼう子しも律りち儀ぎに持ってきていたキャスがルビーウルフの葡ワ萄イ酒ン色の髪を整え、きっちり帽子を被かぶせてくれた。


　鏡の中を覗のぞき込んでみると、まるで仮か装そうだった。服装もそうだが、髪形を少し変えるだけで、がらりと雰ふん囲い気きが変わってしまうのだから面おも白しろい。


「帽子はいらないんじゃない？」


「いいじゃないですか。可愛かわいいですよ」


　キャスも帽子は冗じよう談だんのつもりで被せたようだが、予想外に似に合あっていたのか可お笑かしそうに笑っていた。


「邪魔なようでしたら、帽子は取ってください。じゃあ、私は仕事がありますので。泥だらけの服を頑がん張ばって洗あらわなくちゃ」


　冗談めかして肩かたをすくめ、キャスは部屋から出て行った。残されたルビーウルフは普段と違ちがう装よそおいで、今日はこれからどうしようかと考える。


　ドレスより動きやすいとはいえ、裾すその長い服だから武ぶ芸げいの稽けい古こに参加したりはできない。庭に出て、久ひさ々びさの晴天の下で日向ひなたぼっこをするにも昨日までの雨で地面はまだ少し湿しめっている。さすがに借り物の服まで泥まみれにするようなことは避さけたかった。


　そうだ、とルビーウルフは手を打つ。


　この格好を見たらジェイドはどんな反はん応のうをするだろう。キャスのように笑うか、驚おどろくか。考えるだけで楽しい。


　思いついたとたん、ルビーウルフは行動していた。部屋を出て、駆かけ足で廊ろう下かを渡わたる。


　曲がり角を曲がった時だった。廊下の向こうからやってきた誰だれかとぶつかってしまった。ルビーウルフは直前に気配に気づいていたが、相手がまったく前を見ていなかったから避よけきれなかったのだ。


　ぶつかった衝しよう撃げきで尻しり餅もちをついたルビーウルフの頭に、何かが降ふってきた。汚よごれたテーブルクロスだ。これを抱えていたから、相手は前が見えていなかったのだろう。


「あらあら、ごめんなさいね。怪け我がはない？」


　テーブルクロスに視し界かいを遮さえぎられて何も見えないが、謝あやまる声の主は女官たちの中でも古ふる株かぶのアーリアだった。


「いや、まぁ、痛いたくはないけど……」


　落ちてきたのがテーブルクロスだったから怪我はしていない。前が見えないので這はい出そうとしたところ、廊下の端はしから誰かがアーリアを呼よんだ。その声を聞いたアーリアは慌あわてた様子で告げる。


「ぶつかっておいて悪いんだけど、あなた、それを洗い場まで運んでおいてくれる？　私は他にもやらなきゃいけないことがあるのよ。あと、この紙に書いてあるものをお使いに行ってちょうだいね」


　お願いね、と言い置いて、アーリアが去っていく足音が聞こえた。ルビーウルフがテーブルクロスの山から這い出した時には、その場に残されていたのは大きな籠かごと、何かを書きつけた紙だけ。


　お仕着せのせいで、アーリアはルビーウルフを若い女官の誰かと勘かん違ちがいしたのだろう。


　間違えられたのは仕方がない。紛まぎらわしい格好をしているほうが悪いのだから。


　問題は、残されたテーブルクロスと紙だ。ここに置き去りにしていくわけにもいかないし、仕方なくルビーウルフは紙をポケットに突つっ込み、廊下に散らばったテーブルクロスをかき集めて籠に入れて担かつぎ上げる。


　洗い物なら何度か手伝ったこともあるので、洗い場の場所はわかる。前方や足元が見えないのに難なん儀ぎしつつ、ルビーウルフは屋外へと出た。


　洗い場は井戸のすぐ傍そばにあった。大きな盥たらいの前に屈かがみ込んで作業をしている少女の周りには、汚れた洗い物の小山がいくつも作られていた。


「これ、ここに置いとくね」


「はーい、ご苦労様」


　額ひたいに汗あせして洗い物と格かく闘とうしている下働きの少女は、顔を上げることなく答えた。慣なれた手つきで、どんな頑がん固こな汚れも綺き麗れいに落としていく。鼻歌を歌いながら、もはや職しよく人にん技わざだ。真っ白になったテーブルクロスを陽ひに透すかして見て誇ほこらしげに笑う彼女の邪じや魔まをしてはいけないと、ルビーウルフはそれ以上何も言わずにその場を去る。


　洗い場を離はなれて、ポケットの中にしまった紙を引っ張り出す。紙に書かれていたのはルビーウルフにも読める文字だったので、内ない容ようはわかった。しかし、店の名が書いてあるということは、王城の外に出なければいけないのだろう。支し払はらい済ずみと書かれているので注文していた品を取りに行くだけのようだが、さすがにそれはまずいような気がする。


　女王となってから一人で街に出たことなんてないし、買い物をしたことだってない。


　でも、今のルビーウルフを女王として見る市民はいないだろうから、少しくらいなら……。


　しばし悩なやんだ末、ルビーウルフは城門へと向かった。ばれるだろうかと思うと心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打つ。少し俯うつむき気味になって、早足に門番の兵士の前を通り過すぎ──


「ちょっと待て」


　呼び止められた。やっぱりだめだったかと思い、舌した打うちをする。しかし、兵士はルビーウルフに小さな紙切れを渡しただけだった。


「ほら、これ。忘れたり失なくしたりしたら、帰って来た時に手続きで足止めされるぞ」


　差し出されたのは、どうやら簡かん易い通つう行こう証しようのようだった。グラディウスの紋もん章しようを捺おした紙に、宰さい相しようの名が手書きで記されている。


　受け取ってお辞じ儀ぎをすると、気をつけてな、と兵士はルビーウルフを見送ってくれた。まったく気づかれていない。小走りで城門から出て、人目に触ふれない場所に隠かくれてくすくすと笑った。ここまであっさり抜ぬけ出すことができると、爽そう快かいで気分が良い。


　しかし、ゆっくりもしていられない。用事を済ませてさっさと帰らなくては。ルビーウルフが誰にも言わずに外へ出たとジェイドが知ったら、彼は間違いなく怒おこるだろうから。


　人が多く行き交かう大通りに向かい、アーリアに渡された紙を道行く人々に見せて目的の店がどこにあるのかを教えてもらった。彼らはルビーウルフの衣服を見て王城に仕える女官だと思ったらしく、丁てい寧ねいな態たい度どで接せつしてくれた。中には、女王陛へい下かによろしく、と慕したわしげにお辞儀をして立ち去っていく者もいる。


　親切にしてくれた人たちを騙だましているようで悪いが、本人です、なんて言えない。曖あい昧まいに笑ってお礼を言い、ルビーウルフは教えてもらった店に向かった。


　大通りの一角にあるその店はジャムの専せん門もん店てんのようだった。店の外まで漏もれてくる甘あまい匂においには嗅かいだ覚えがある。朝食のパンと一いつ緒しよに出されるジャムと同じ匂いだ。


　ジャムは砂さ糖とうと果物くだものを煮に詰つめるだけだから誰にでも作れるが、だからこそ少しの火加か減げんや手間で味が大きく変わってくる。料理に手間をかけるのが苦手だと、ちょっと目を離した隙すきに砂糖が焦こげてしまうし。──ルビーウルフも昔、山で摘つんだ野の苺いちごを保ほ存ぞん食しよくにしたくてジャムを作ろうとしたのだが、焦がして大量の砂糖を無む駄だにしたことがあった。


　成功したとしても、果物は過か熱ねつすると色がくすんでしまうものだ。しかし朝食に出されるジャムは摘み取ってきたばかりのような瑞みず々みずしさで、とろりとした飴あめの膜まくを纏まとっていた。口に含ふくむと果肉が弾はじけるように新しん鮮せんで、初めて食べた時はジャムではない別の食べ物だと思ったほどだ。


　わざわざ買って食べたくなるのも納なつ得とくだった。客の出入りもひっきりなしで、店の扉とびらに取り付けられたベルは常つねにカラカラと軽けい快かいな音を立てている。


　身なりの良い婦ふ人じんに続き、ルビーウルフも店内に入ろうとした。しかし、その視し界かいの端はしに見み慣なれた人を見つけて、反はん射しや的にその姿すがたを目で追う。


　金きん髪ぱつの青年が路地へ入っていくところだった。見間違えるはずもない、騎き士しのジェイドだ。


　勝手に外へ出たことがばれて、ルビーウルフを捜さがしに来たのだろうか。だが、それにしては慌あわてている様子もない。何か、目的があってどこかを目指している。そんな感じだ。


　どこへ行くのだろう。気になったら見み過すごすわけにいかなくなった。お使いは後回しにして、ジェイドのあとをこっそりと追う。


　あまり近づきすぎてはいけない。不自然にならない程てい度どに物もの陰かげに隠れ、一定の距きよ離りを保たもつ。あくまで街の風景に溶とけ込み、まるで自分もこの道の先に用があるのだというような顔をしつつ、常にジェイドの死角を確かく保ほする。


　ジェイドはルビーウルフの存そん在ざいにまったく気づいていないようで、路地の先へと進んだ。そこは居きよ住じゆう区くになっていて、大きな屋や敷しきが隣となり合わせて建てられていた。とはいえ、それぞれの庭も広いので、建物そのものは互たがいに離れている。


　その中の一つ、白い塀へいに囲まれた屋敷の門をジェイドは潜くぐった。街がい路ろ樹じゆの陰から、ルビーウルフはその様子を窺うかがう。


　ジェイドが屋敷の扉を叩たたくと、しばしの間を置いて一人の女じよ性せいが顔を出した。その女性の姿を見て、ルビーウルフは息を飲む。


　綺き麗れいな人だった。胸むねは豊ゆたかで腰こしは細く、艶つややかな黒くろ髪かみをざっくりと束ねて結ゆい、おくれ毛が肩かたにかかっている。服ふく装そうも襟えり元もとが着き崩くずれているが、どこか眠ねむたげな黒い眼まな差ざしも加わって、それが魅み惑わく的な色いろ香かとなっている。


　歳としはジェイドより十ほど上だろうか。ジェイドの顔を見ておっとり笑うと、優ゆう雅がな仕草でお辞儀をして邸てい内ないへ招まねき入れた。ジェイドも親しげに挨あい拶さつをして、それに応おうじる。


　扉が閉しめられ、二人の姿が見えなくなった。啞あ然ぜんとして様子を見ていたルビーウルフは、はっと我われに返った。そして今見たものをどうにかして否ひ定ていしようとするが、現げん実じつは現実だ。ジェイドはこの屋敷の中で、あの婦人と──


　思考はそこで途と切ぎれた。身を寄せていた街路樹から離れ、門へ向かい──向かいの屋敷から中年の婦人が出てきて、屋敷の中へ向かって何か呼び掛けている。どうやら、今からどこかに出掛けるようで、支し度たくにもたついている家族を苛いら々いらしながら待っているようだ。


　見かけない娘むすめがこそこそとうろついていたら、見み咎とがめられるかもしれない。仕方なく、ルビーウルフは塀に沿そって裏うらへと回った。そして屋敷を取り囲む塀を見上げる。ルビーウルフの背せ丈たけの倍近くは高さがあるだろうか。裏道だから周囲は人通りもない。それを確かく認にんすると、ルビーウルフは塀から少しだけ離れてもう一度見上げた。


　目の前には白い壁かべ。それを見み据すえ、ゆっくりと深しん呼こ吸きゆうした。吸すって、吐はいて、もう一度吸い──ぐっと息を止めて全力で駆かけ出す。体中のばねを使い、短い助走距離で一気に加速した。そして塀が目前に迫せまった瞬しゆん間かん、右足で踏ふみ切って跳とぶ。


　塀の縁ふちに手が届とどいた。だが、体を持ち上げるには手の力だけでは足りない。ルビーウルフは壁へき面めんを思いっきり蹴けり、塀の縁についた手を支点にしてくるりと宙ちゆう返がえりした。


　お仕着せのスカートをふわりと翻ひるがえし、ルビーウルフは屋敷の庭に降おり立つ。地面は青あお芝しばに覆おおわれ、昨日までの雨で湿しめっていた。おかげで、着地した足への衝しよう撃げきが緩かん和わされた。物音もほとんど立てていない。屋敷の中にいる人間にも聞こえていないはずだ。──しかし。


　ルビーウルフに歩み寄る気配があった。いかめしい顔をした、大きな体格の黒い犬。それが三頭、ルビーウルフを取り囲んでいた。


　この屋敷の番犬だろう。塀を飛び越こえて敷しき地ち内へ侵しん入にゆうしたルビーウルフに激はげしい敵てき意いを向けている。低い唸うなり声を上げ、今にも飛び掛かからんばかりの気き迫はくだ。


　けれど、ルビーウルフは慌てない。着地したままの姿し勢せいで呼吸を整え、ゆっくりと顔を上げて番犬たちをきつく睨にらむ。


　その瞬間、勝敗は決まった。番犬たちは揃そろってびくりと震ふるえ、後ろ脚あしに尻尾しつぽを巻まき込んで後あと退ずさっていく。許ゆるしを乞こうて見上げてくる犬の目に映うつるルビーウルフ自身の紅こう玉ぎよくの瞳ひとみが、火で炙あぶったナイフに似た危き険けんな光を宿しているように見えたのはきっと気のせいだ。


　番犬たちが開けた道を、ルビーウルフは大おお股またで突つき進んだ。屋敷の中を窺える場所はないかと、敷地内を見み渡わたす。


　裏庭には午後のお茶を楽しむためのテーブルと椅い子すが置かれていた。そのすぐ近くに、小さな扉がある。茶や菓か子しを運んでくるための出入り口だろう。


　ルビーウルフはその扉の取っ手に触ふれ、軽く押おしてみた。すると、鍵かぎが掛かっていなかったのか、あっさりと開く。


　踏み入った部屋は台所だった。竈かまどの灰はいはそのまま残され、調理台には包丁や調味料が出しっぱなしになっている。埃ほこりっぽくはないから定期的に掃そう除じはしているようだが、家主は片かた付づけても一日かそこらで再ふたたび散らかしてしまう性せい格かくだろうかとルビーウルフは思った。


　物音を立てないようにして、ルビーウルフは邸内へと続く扉に向かった。こちらも鍵は掛かっていない。少しだけ開いて、そろりと顔を出す。絨じゆう毯たんが敷しかれた廊ろう下かには人ひと影かげはなく、静かだった。


　邸内にいる人間は少ないようだ。台所を出て、ジェイドの姿を捜す。


　質しつの良い絨毯は足音を吸い込んでくれる。おかげで、人の声を容易たやすく聞き拾うことができた。


　ジェイドの声だ。廊下を直角に曲がった先の、突き当たりにある扉の向こうで彼が誰かと話をしている。


　外光の届とどかない袋ふくろ小こう路じとなっている廊下の隅すみ、扉のすぐ傍そばでルビーウルフは膝ひざをついて耳を欹そばだてた。


「あなたでなければいけないんです、ロゼさん」


「でも……」


　いつになく強い口調でジェイドが言い、ロゼと呼ばれた女性が困こまったように言葉を紡つむぐ。


「私のような者より、もっと相応ふさわしい方がいらっしゃるでしょう」


「いいえ、あなた以外に考えられません」


　身を引こうとするロゼに、ジェイドは食い下がる。


「他の誰でもなく、あなたです。何度断ことわられても諦あきらめません」


　ジェイドの熱心な誘さそいに、ロゼは弱りきったのか吐と息いきを漏もらして黙だまり込んだ。


　沈ちん黙もくが重い。部屋の外で座すわり込んでいるルビーウルフの呼吸さえ、中の二人に聞こえてしまいそうなほどだ。


　いつの間にか、お仕着せの前掛けを強く握にぎり締しめていた。指が痛いたい。自分はどうしてこんなところにいるんだろうとか、ジェイドは何を言ってるんだろうとか、いろんな言葉がぐらぐらする頭に浮うかぶ。


「そのように言っていただけるのは、本当に光栄なことですわ」


　躊躇ためらうように、ロゼは言う。その答えを聞いたジェイドの表情が華はなやいだと、息いき遣づかいだけでルビーウルフは悟さとった。しかし、ロゼの言葉にはまだ先があった。


「それでも、やっぱり私には……子こ供どももいますし。夫にも、何と言ったらいいか……」


「わかっています。あなたにもご家族にも不自由はさせませんから」


　びりっ、と。


　握って引っ張りすぎた前掛けが裂さけた。借り物だとかそんなことは考えていられない。布が裂ける音と一いつ緒しよに頭の中で何か糸のようなものが切れる音もした気がするけれど、それもどうでもいい。
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　ルビーウルフは扉をきつく睨んだ。その視線が扉とびらを貫かん通つうしてジェイドまで貫つらぬくのではないかというほど、強く。


　だって、彼は今、夫と子持ちの女を──


「だぁれ？」


　急に背はい後ごから幼おさない声がした。ルビーウルフは慌あわてて振ふり返る。


　そこにいたのは、四歳さいくらいの小さな女の子。垂たらした黒髪とまん丸に見開いた黒い瞳はどこか見覚えがある。ロゼとそっくりだ。


　ロゼとジェイドの会話に気を取られすぎて、気配に気づかなかった。いつもなら、こんなに近くに寄られるまで気づかないなんてことはないのに。


　女の子はルビーウルフをまじまじと見つめていた。そしておもむろに指を突きつけてくる。


「おかあさま、おうちに知らない人がいる！　どろぼうさんだよ！」


「ちょっと、しー！　泥どろ棒ぼうじゃないって……！」


　急に大声で叫さけばれ、ルビーウルフは慌てた。まだ何か言おうとしている女の子を黙らせようと彼女の口を押さえ──部屋の扉が勢いきおいよく開かれ、とっさに飛び退のいた。先ほどまでルビーウルフがいた場所を刃やいばの一いつ閃せんが薙なぐ。


　帯刀していたサーベルを抜ぬき、部屋から飛び出してきたジェイドがルビーウルフに迫せまる。廊下が薄うす暗ぐらいせいか、『泥棒』の正体に気づいていないようだ。


　狭せまい廊下でちょこまかと逃にげるルビーウルフの動きを止めるため、足を狙ねらった突つきを繰くり出す。ルビーウルフはそれを後ろへ大きく跳とんで避よけ、宙返りをして着地した。


　しかし、そこは廊下の突き当たり。背後は壁だ。


　自身の瞬しゆん発ぱつ力りよくなら、ジェイドの脇わきを抜けて一気に外へ駆け出られる。そう判はん断だんしたルビーウルフは着地の姿勢から跳はね上がるように足を踏ふみ込み──お仕着せのスカートを踏んでいることに気づかず、そのまま前のめりに転んだ。かろうじて膝ひざをついた状じよう態たいに留とどまったが、勢いきおいを殺そがれて立て直すまでに時間を要した。たとえそれがほんの一瞬であっても、命取りとなる時間の差。


　ジェイドが目前に立ち塞ふさがった。ルビーウルフは彼の顔を見上げる。その瞬間、サーベルが振り上げられた。これ以上はさすがにまずいと思い、ルビーウルフは声を上げた。


「待って待って！　よく見て！　あたし！」


「その声……」


　ジェイドが驚おどろいたようにつぶやいた。刃を納おさめ、座り込んでいるルビーウルフと目線を合わせるように身を屈かがめた。


「……どうしてここに？　そしてその冗じよう談だんみたいな格好はなんだ？」


　部屋から顔を出して様子を見守っていたロゼと女の子の目を気にしてか、ジェイドは小声で訊たずねてきた。正体が知れて難なんを逃のがれたわけだが、非ひ常じように気まずい。


「服が全部洗せん濯たく中で、キャスの服を借りたんだ。そしたら女官と間ま違ちがえられてお使いを頼たのまれて、街に出たらお前を見つけて……」


「つけてきたのか」


　言い逃のがれなんてできないから、ルビーウルフは素す直なおに頷うなずく。ジェイドは呆あきれたように溜ため息をついた。


「あの、どちら様でしょうか。ジェイド様のお知り合いですか？」


「ええ、まぁ……。王おう城じようで働いている女官で、迎むかえに来てくれたようです」


　これだけの騒さわぎになりながら、ロゼは慌てるでもなく戸と惑まどうでもなく、ゆったりと落ち着いた様子で訊ね、ジェイドもそれに調子を合わせて答えた。女王が女官のお仕着せを着て他人の屋や敷しきに忍しのび込んだなんて知られるのはまずいと判断したのだろう。


　ロゼも安心したようにルビーウルフに会え釈しやくし、ロゼの娘むすめらしき少女はルビーウルフに興きよう味み津しん々しんだった。


「すごーい！　くるって回ったよ！　もっかいやって！」


　小さな手を叩たたいて歓かい声せいを上げる。ルビーウルフのことを、曲芸を披ひ露ろうする道どう化け師しか何かと思っているようだ。


「いけませんよ、バッティスタ。お客様に無理なお願いをしたら、ご迷めい惑わくになるでしょ？」


　娘むすめのバッティスタを優やさしく嗜たしなめ、ロゼはルビーウルフに目を向けた。


「もしよろしければ、どうぞお茶でも召めし上がっていってください。少し散らかっていて、お見苦しいのですけど」


　のんびりした口調で言われ、拒きよ否ひするのも躊躇ためらわれた。それに、ジェイドに退たい路ろを阻はばまれているので逃げることもできない。一人で出歩いたうえに尾び行こうされ、怒おこっているらしい。


　けれど、こっちだって腹はらが立っているのだ。ジェイドとロゼには聞きたいことが山ほどある。不ふ機き嫌げんな態度を隠かくすことなくずかずかと室内へ踏ふみ入り──その異い様ような光景に、思わず一歩退ひいた。


　廊下と同じく薄暗い部屋。壁一面に貼はられた地図や何かの書き付け。棚たなには様々な色の砂すなを入れた瓶びんや石が無数に並ならべられ、テーブルにも砂の入った硝子ガラスの容器と分ぶ厚あつい本が置かれている。本は床ゆかにも積み重ねられていて、足の踏み場もない状態だ。これはもう『少し散らかっている』という程てい度どではない。


　そんな雑ざつ多たなテーブルの端はしに、茶器が置かれていた。ロゼがジェイドに出した茶だろう。


「強い明かりに当たると変質してしまう物もあるので、暗くてごめんなさいね。でも、この部屋が一番ましなんです。他はもっと散らかっていて」


　照れたように言うロゼに促うながされ、ルビーウルフは戸惑いつつもソファに腰こし掛かけた。ロゼやジェイドに対する不満も忘わすれて、室内をきょろきょろと見渡す。するとロゼがくすくす笑い出した。


「おかしな部屋でしょう？　昔から、こういうものが好きで仕方なくて、気がついたらこんなことになってしまって」


「彼女は地質や堆たい積せき物ぶつを学問として研究している高名な学者殿どのだ。開かい拓たくには、こういった知ち識しきも必要だと思って計画に参加してもらえるよう頼みに来たんだが……」


　そう説明し、ジェイドは浮うかない顔をした。ロゼはあまり色いろ好よい返事をしていないようだったから、彼としても困こまっているらしい。


　以前は金きん鉱こう山ざんで栄えたグラディウス。しかし、鉱山が涸かれた今となっては、国を取り囲む山々は無用の長物となってしまった。その山脈を切り開いて海と繫つなげ、海の恵めぐみを取り込もうと提案したのはルビーウルフで、それを実現させるためにジェイドはこうやって奔ほん走そうしていたわけだ。


　なのに、ルビーウルフは勝手に妙みような勘かん違ちがいをして他人の屋敷に忍び込んで、馬ば鹿かみたいだ。二人掛けのソファで隣となりに座すわっているジェイドには気づかれないよう、拳こぶしを握にぎり締しめて恥はじ入る。


　そんなルビーウルフの心情にまったく気づいていない様子で、ロゼは困ったように曖あい昧まいな笑えみを浮かべて言った。


「私など、ただ趣しゆ味みで知識欲を満たしているだけの道楽者ですわ。親の言うことなんて聞きもしないで、部屋にこもって砂や石ばかりいじっていたせいで実家とも縁えんを切られてしまいましたし。女の身で出しゃばった真ま似ねをすることには、あまり気乗りしないんです。同業者のよしみで私を拾ってくれた夫や娘にも、迷めい惑わくをかけてしまうんじゃないかと……」


　ロゼはルビーウルフとジェイドの差し向かいに腰掛け、膝ひざに抱だいたバッティスタの頭を撫なでて俯うつむいた。


　家いえ柄がらの良い女の仕事は、より位の高い家へ嫁とつぐこと。学者というものがどういう人々なのかルビーウルフは知らないけれど、男ばかりの集しゆう団だんに女が一人で入っていく苦しさは理り解かいできる。ルビーウルフも男ばかりの盗とう賊ぞく団だんにいて、力の差を見せ付けられるたび焦あせり、皆みなに追いつこうと必死になっていたから。


　それでも、ロゼは自分の生き甲が斐いを優ゆう先せんさせた。良家の娘の役目を放ほう棄きして実家から縁を切られても、同業者から女のくせにと疎うとましがられても。だから、これ以上の身勝手で家族に迷惑をかけることを恐おそれている。しかし──


「大だい丈じよう夫ぶだよ。ジェイドがロゼの能のう力りよくを認みとめてるんだから、誰が文もん句くを言おうと気にすることはないさ。口さがない連中がいるんなら、あたしが黙だまらせてやる」


　ルビーウルフが言うと、ロゼはきょとんと目を丸くした。ロゼやバッティスタには見えないように、ジェイドがルビーウルフの背せ中なかを小こ突づいてくる。


　そこで、ルビーウルフは自分がどんな状じよう況きようにあるのか思い出した。


「……って、女王陛へい下かはおっしゃるんじゃないでしょうか」


　こほんと咳せき払ばらいして、どうにかごまかした。


「でもね、これはあたしから見たロゼの印象だけど……本当はすごく興味があるんじゃないのかな。名声とか、そんなことじゃなくてさ。自分がまだ知らないことに触ふれられる機会が与あたえられていることに気づいてるんだろう？　それを今ここで諦あきらめていいの？　不自由はさせないよう努力するってジェイドが言ってるし、せっかくだからたくさん甘あまえちゃいなよ。要は、ロゼが開かい拓たくに参加したいか、したくないかってこと。もし途と中ちゆうで嫌いやになっても、それは仕方のないことだからジェイドも女王陛下も引き止めたりしないよ。ロゼが嫌ならもう無理には誘さそわないし、やりたいなら大歓かん迎げい。そういうことで、どうかな？」


　女王としての命令ではなく、ただの女として意見する。ロゼはバッティスタを抱いたまま、長い間黙もくしていた。そして、ようやくその口を開く。


「弟が、いるんですよ」


　脈みやく絡らくのない言葉に、ルビーウルフもジェイドも首を傾かしげた。しかしロゼは構かまわず話を続ける。


「一番下の弟で、十ほども歳としが離はなれているのですけどね。ずっと前に行方ゆくえがわからなくなってしまって……。私はその頃ころにはもう家を出ていましたから、あの子がいなくなったと知ったのもずっと後になってからで。厳きびしい両親や兄たちの手前、自分の気持ちをあまり人に話すような子ではありませんでしたから、一人で悩なやみを抱かかえて思い詰つめていたのではないかと……。せめて私が側そばにいてあげたら、こんなことにはならなかったのでは、と思ってしまうんです。だから、あの子が今頃どうしているだろうと考えると、自分ばかり好きなことをしていていいのかと迷まよってしまって……」


「それが返事を渋しぶっていた一番の原げん因いんか」


　納なつ得とくして、ルビーウルフはつぶやいた。ロゼは小さく頷うなずく。


　家族に迷惑が掛かると心配していたのも確かにあるのだろうが、彼女にはもっと大きな葛かつ藤とうがあったのだ。


　自分の好きなことを追い求めて家を出て、その間に行方知れずとなった弟のことを彼女は自分が見み捨すてたように感じているのだろう。後こう悔かいと罪ざい悪あく感から、ジェイドからの魅み力りよく的な誘いに乗ることを躊躇っていた。


　何かを隠かくしているようだったロゼの様子が気になっていたルビーウルフは得心したが、ジェイドは気まずそうに頭を下げる。


「申しわけありません。知らなかったとはいえ、何度もしつこくお訪たずねして……」


　ロゼは俯き気味のまま、答えない。代わりに沈ちん黙もくを破やぶったのはルビーウルフだった。


「じゃあ、なおさらやってみるべきだと思うね」


「え？」


　ようやくロゼが顔を上げた。そのロゼに向かい、口の端はしをにっと吊つり上げて笑ってみせる。


「開拓ほど大きな仕事に関かかわれば、ロゼの名前だって遠く異い国こくまで届とどくだろうからね。もしかしたら会いにきてくれるかもよ。互たがいに連れん絡らくが取れないでいるより、自分の居い場ば所しよを精せい一いつ杯ぱい主しゆ張ちようして、ここにいて待ってるからって叫さけんでいれば、その声は届くかもしれない。そう思わない？」


　再びロゼは黙だまり込んだ。しかし、その表情にはもう陰かげはない。沈黙の後、小さくつぶやく。


「届く……でしょうか」


「わからない。でも、やってみて損そんはないんじゃない？」


　無む責せき任にんなことを言っていると、自分でもわかる。けれどロゼはようやく笑ってくれた。


「そんなふうに考えたことなんて、今までありませんでした。……そうですよね。あの子に悪いと勝手に思って何もしないでいるより、いいことかもしれませんね。そこに、少しでも可か能のう性せいがあるのなら」


　その言葉に、ジェイドの表情が華はなやいだ。


「では、お受けくださるのですか？」


　期待に満ちた問いに、ロゼはしっかりと頷く。


「はい。誘っていただけたこと、本当はすごく嬉うれしかったんです。だから、家族に迷惑さえ掛からないのなら……お受けしますわ。喜んで」


　彼女の返答にジェイドは晴れやかに笑った。そして腰を浮かし、ロゼに手を差し出した。ロゼはその手を握にぎり、固い握あく手しゆを交かわす。しかし、ロゼが摑つかんだのはジェイドの手ではなく、小さな希望の欠片かけらだとルビーウルフは感じた。


「ありがとうございます。困ったことがあれば、なんなりと申し付けてください」


「ええ、頼たよりにしております。──そちらのお嬢じようさんも、ありがとうございます。まるで女王陛へい下かのお言葉みたいで……。おかげで決心がつきました」


　深く頭を下げるロゼに、ルビーウルフは乾かわいた笑いしか返せない。いつか女王として彼女と顔を合わせた時に、何と言われるだろうかと考えると居い心地ごこちが悪かった。


　ふっきれたようにロゼは微笑ほほえむ。それから、何かを思い出したように声を上げた。


「あら、いけないわ。私ったら、お茶をどうぞと言ったのに何もお出ししていませんでしたね」


　そう言ってロゼはバッティスタを膝ひざから下ろして立ち上がり──ふらりと体が傾かしいだ。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「ええ。実はここ三日ほど、論ろん文ぶんを書くのに夢む中ちゆうで寝ねてなくて……」


　ジェイドの呼び掛けに答え、ロゼは大きな欠伸あくびをした。どこか眠ねむそうに見えた表情ものんびりした様子も、実じつ際さいに眠かったかららしい。


「すいません、こんな時にお邪じや魔ましてしまって。どうぞ休んでください」


　ジェイドが頭を下げて辞じそうとしたが、ロゼは首を横に振ふった。


「夫が外出中なのを忘わすれて使用人に暇ひまを出してしまったので、家の用事を私がしなければいけないんです。バッティスタのご飯を作らなくちゃ……」


　言葉の最後はもはや寝言だった。ロゼの体がぐらりと揺ゆれてソファに倒たおれ込む。そしてそのまま寝息を立て始めた。


「寝ちゃった……」


　人が睡すい魔まに負ける瞬しゆん間かんを目まの当たりにしたルビーウルフは呆あきれたようにつぶやいた。しばらく啞あ然ぜんとしていると、誰かに服の裾すそを引っ張られて我われに返る。


「お腹なかすいた」


　迷い犬みたいな目をしたバッティスタがルビーウルフを見上げていた。お仕着せのせいで、新しい使用人だとでも思っているようだ。


　どうしたものかとルビーウルフが困っていると、ジェイドがバッティスタの頭を優やさしく撫なでた。


「良い子だね、バッティスタ。このお姉さんが美お味いしいご飯を作ってくれるから、少しだけ待っていておくれ」


「ちょっと待って。なんであたしが？」


「バッティスタのご指名だからな。何かあればなんなりと申し付けてくれと言ってしまったし、これくらいの手伝いをしても罰ばちは当たらないだろう？」


　微かすかに笑えみを含ふくんで、ジェイドが言った。尾び行こうされたことへの、彼なりの仕返しのつもりらしい。


「あのね、あのね、ミルクのお粥かゆがいい！　それとね、ご飯が終わったらまたくるって回るのやって！」


　きらきらした目で見上げてくるバッティスタ。無下にすることもできなくて、ルビーウルフは溜ため息をつく。


「わかったよ。やればいいんだろ、やれば」


　なかば投げ遣やりに言い放ち、ルビーウルフは台所に向かった。あの、散らかり放題の台所に。


　何がどこにあるのやら、さっぱりわからない。とりあえず使えそうな鍋なべを、と手近にあった鍋の蓋ふたを開けてみたらなぜかビスケットの型かた抜ぬきや小さなパイ皿といった道具類が中に詰め込まれていた。


　やったのはロゼだろうか。何を思ってこんなことを。


　鍋をひっくり返してがらごろと中身を追い出す。よけいに散らかしてしまったが、こうなったら後で全部片付けてやる、と意気込んで。


　それにしても、台所にはあってはいけない物も多く転がっている。主に書物だ。ロゼが家事をしつつ読んでいたのだろうと想そう像ぞうできたが、こんな所に置きっぱなしにしていたら汚よごしてしまうかもしれないし、何より邪じや魔まだ。


　とりあえず目についた書物をひとまとめにしておこう。


　そう思って分ぶ厚あつい本を拾い集め始めた。が、小こ脇わきに抱かかえていた何冊さつかがずり落ちて床ゆかに散らばってしまう。本に挟はさんでいたらしい紙が何枚か、ひらひらと舞まった。


「うわ、壊こわしたかな？」


　背せ表びよう紙しの糊のり付づけが取れたりしなかっただろうか。もし傷きずでもつけたらジェイドに怒おこられる。


　しかし、落とした本はどれも無事だった。ほっとして、散った紙を拾い集める。


　はじめに手に取った一枚まいには、家事の手順が書き込まれていた。ルビーウルフにもわかるほど、丁てい寧ねいで易やさしい書き方。きっと暇を貰もらっている使用人が、家事の苦手な奥おく様さまを慮おもんぱかって書き記していったのだろう。


　調理道具の置き場も書かれていたから、これは参考になる。あとでよく読もうと、その紙は調理台の上に置いて片付けに戻もどった。


　一枚、二枚、と拾っていき、最後のひとひら。裏面を上に向けて落ちていたそれを手にとって、なんとなしに表を見て──ルビーウルフは目を丸くした。


　それは、ある家族を描えがいたポートレート。紙は日に焼け、色あせているけれど、一人一人の表情はよく見て取れる。


　その中にいる黒くろ髪かみの娘むすめは若わかい頃ころのロゼだろう。この頃から、どこか眠たそうな、おっとりした目をしている。


　他に描かれているのは両親らしき男女と、精せい悍かんな青年と少年たち。ロゼの兄弟だろうか。皆みなよく似にているが、ロゼとは違ちがって鋭するどい顔つきをしていた。


　その兄弟たちの中、一番ルビーウルフの目を引いたのは末っ子と思おぼしき少年だった。


　ロゼと同じ黒髪。瞳ひとみも同じく黒だが、こちらを睨にらみ据すえているような鋭えい利りな眼まな差ざしは砕くだいた黒こく曜よう石せきを連想させる。


　どこかで見たことがあるような。そんな気がして、もう一度裏り面めんをひっくり返してみた。


　そこには描かれている家族全員の名が記されていた。人名の綴つづりは難むずかしいからあまり自信はないが、ロゼの名は読み取ることができた。その横に続く家名は、絵の古さから見て旧きゆう姓せいだろう。読み方が間違っていなければ、彼女の昔の名は──ロゼ・リューグ。


　そして、連なる名の一番下。あの黒曜石の目をした少年の名らしき文字を目で追い……丁ちよう度どそこへ、バッティスタを肩かた車ぐるましたジェイドが顔を出した。


「どうしたんだ？　ずいぶん派は手でな音が聞こえたんだが……」


　ルビーウルフが食事の用意をする間、彼は子守を買って出てくれた。だが、本を落とした時の派手な音に心配して見に来たのだろう。他人の家で、何か壊しでもしたら大変だから。


「邪魔なものをどかそうとして、落っことしちゃっただけだよ。何も壊してないから大だい丈じよう夫ぶ。汚すといけないから、本だけでも別の部屋に持っていってくれない？」


「わかった」


　ルビーウルフの頼たのみに、ジェイドは快こころよく頷うなずいた。バッティスタを肩から降ろし、積み重ねておいた本に手を伸のばす。その手に、ルビーウルフは例のポートレートを差し出した。


「これも持っていって。本のどれかに挟はさんであったみたいなんだけど、わかんなくなっちゃったから。──ロゼの弟って、姉さんの知らないところでけっこう幸せにやってるかもね」


　そう言われ、ジェイドは渡わたされた絵の表と裏を何度も見て驚おどろいたように目を見開いた。


　ルビーウルフも同じくらい驚いた。この絵の少年はルビーウルフたちがよく知る人と同じ名で顔もよく似ていたから。──隣りん国ごくの姫ひめ君ぎみに寄より添そう青年と面おも影かげが重なる。


　ロゼが弟と再さい会かいできる日も、そう遠くないのかもしれない。
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　その後ルビーウルフは手早くバッティスタの昼飯を作り、食べるのを手伝ってあげて、遊びにも付き合った。


　それから、まだ寝ているロゼの分も含ふくめて夕食を作り置きし、庭を守る犬たちにも食事を与あたえ、ようやく解かい放ほうされた頃には陽ひが西に傾かたむきかけていた。


　帰りがけに、ルビーウルフはジェイドと共にジャムの店へ寄った。アーリアに頼まれていたジャムは特別に発注したもので、苺いちごとアプリコットとチェリーの三つがそれぞれ大きな瓶びんに詰つめられて用意されていた。そのうちの一つをルビーウルフが持ち、ジェイドは残りの二つを抱えて大通りを歩く。


　その間、ジェイドはほとんど無言だった。バッティスタの世話をしている間は手伝ってくれたし、ルビーウルフの冗じよう談だんにも笑ったりしていたのだが、それは小さな子こ供どもの前だからそう振ふる舞まっていただけ。本気では笑っていないと、ルビーウルフは気づいていた。


「怒おこってる？」


　隣となりに並んで歩きながら、ジェイドの顔を覗のぞき込む。しかし彼は振り向こうともしない。これでは謝あやまっても、ただ一方的に話しかけているだけになってしまう。せめてこちらを向いてくれないだろうかと、ルビーウルフはじっと彼の顔を見つめた。


　しばらくはジェイドも粘ねばっていたが、とうとう視し線せんに耐たえられなくなったようだ。溜ため息を零こぼし、前を向いたまま言う。


「あの時、どうしてもっと早く声を上げなかった？　もう少しで傷きずつけてしまうところだったのに」


　その言葉に、ルビーウルフは一いつ瞬しゆんどう答えていいのかわからなかった。だって、てっきり彼は尾び行こうされたことを怒っているのだと思っていたから。


　ルビーウルフがあの場から逃にげ出そうとしたのは、単たん純じゆんに咎とがめを受けるのが嫌いやだったから。もちろんそれもあるが、追い詰められるとつい切り抜ける方法を考え、その通りに行動してしまうのは体の髄ずいに刻きざみ込まれた癖くせなのだ。いや、癖というより本ほん能のうか。自分の意思ではどうにもできず、気がついたらやってしまっている。


　けれど、それをどう説明したらいいのか。癖だから仕方ないなんて言ったら、余よ計けいに怒らせてしまうだろうし。


　ルビーウルフが答えに困っていると、ジェイドはもう一度溜め息をついた。今度は少し、苛いら立だったように。


「いや、本当なら俺が一目で見抜かなければいけなかったんだな。その服だって、いつもキャスたちが着ているものなんだから疑ぎ問もんに思うくらい簡かん単たんだったのに」


　それを聞いてルビーウルフは呆あきれてしまった。明らかにルビーウルフが悪いのに、ジェイドは自分の落ち度ばかりに目が行っている。


　あの時は薄うす暗ぐらかったし、泥どろ棒ぼうだと思い込んでいたのだから彼は悪くない。実じつ際さい、ルビーウルフがやっていたことは泥棒も同然なのだから。


　ルビーウルフは歩調を速め、ジェイドの前に出た。そして振り返り、彼と目を合わせる。


「なんでお前はそうやって、なんでも自分が悪いことにしちゃうんだよ。今日のはあたしが悪かったんだ。だから、これ以上うじうじしてたら怒るからね」


　ジェイドはその場で足を止め、しばし黙もくしたままルビーウルフの目を見返してきた。そして小さく苦く笑しようする。


「悪いほうが怒るのか」


「そうだよ。だからね、ジェイドも怒っていいんだよ」


　悪いことをしたと自覚したなら、きちんと謝あやまりたい。けれど、相手が自分ばかりを責せめていたら、謝る隙すきがないのだ。それなら、いっそ厳きびしく叱しかってほしい。


「わかったよ」


　そう言って、ジェイドはジャムの瓶を片手で支ささえてルビーウルフの頭に手を伸のばした。葡萄酒ワイン色の髪かみを撫なで──五本の指でがっちりと頭を摑つかみ、ぎりぎりと力を込める。


　万力で締しめ付けられるような痛いたみに、ルビーウルフはたまらず呻うめき声を上げる。すると、ジェイドはすぐに手を放した。


「反省したか？」


　座すわり込んで痛みの余よ韻いんに耐えているルビーウルフは、ただ頷くことしかできなかった。痛みが引いてようやく立ち上がると、ジェイドは何事もなかったように歩き出す。


　これでこの話はおしまいにしよう、ということらしい。


　しかし、ルビーウルフはまだ言いたいことがあった。ジェイドを追いかけ、隣に並ぶ。


「勝手に外に出たことと、興きよう味み本位であとをつけたのは悪かったよ。ロゼの家に忍しのび込んだのだって、いけないことだってわかってる。だけど……ジェイドがロゼと何を話してるのか、どうしても気になって……。だから、今度からは出で掛かける時は一言声掛けてよ。どこに行くのかくらい教えてくれたら、変な心配しなくて済すむし」


「変な心配？」


　ジェイドが首を傾かしげて訊たずねてきた。しかし、彼がロゼと逢あい引びきしていたと勘かん違ちがいしていたなんて言えないので、ルビーウルフは口ごもる。


　急に黙だまり込んでしまったルビーウルフをジェイドは不思議そうに見つめていた。そして何か思い当たることがあったのか、口を開く。


「まさか……」


　深しん刻こくそうな声こわ音ね。考えていたことを悟さとられたのかと、ルビーウルフは身をすくめる。しかし──


「まさか、俺おれが街で迷まようとでも思っているのか？　さすがにそんな心配は無用だぞ」


　的外れな回答にルビーウルフは脱だつ力りよくした。たしかに、外へ遊びに行く子こ供どもに行き先を訊ねる母親のような口ぶりだったが……。


「もう、いいや」


　あれこれ考えるのに疲つかれてしまい、ルビーウルフはつぶやきを溜め息に乗せて吐はき出した。
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　王城へ戻もどったルビーウルフは、当然ながらいろんな人に叱られた。


　特にキャスはひどかった。たった一日貸かしただけの服がどうして破やぶけて返ってくるんですかと泣きながら訴うつたえられ、破いた箇か所しよはルビーウルフが責せき任にんを持って繕つくろうことになった。


　けれどそれ以来、ジェイドは外出する際に必ず声を掛けてくれるようになった。時には、一いつ緒しよに行くかと誘さそってくれることもある。
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　そうやって、ジェイドはルビーウルフに気晴らしの時間を提てい供きようしてくれる。その厚こう意いに素す直なおに甘あまえ、ルビーウルフは外へ出る身み支じ度たくを整えるのだった。




　いつか笑い話になったなら







　こんな紙切れ一枚まいがなんだって言うんだ。


　むすっと唇くちびるを尖とがらせて、ルビーウルフは頰ほお杖づえをついた。


　机つくえに置かれた紙には、グラディウス国内に流れる川を長い順に記せと書かれていた。つまり地理の問題だ。覚えてさえいれば、すんなり答えられる質しつ問もん。


　けれど、先ほどからルビーウルフの手は止まったままだ。なぜかと問われると、単たん純じゆんに覚えていないから。いや、昨日までは覚えていたのだ。これは度ど忘わすれだ。もう少し粘ねばれば思い出せそうな気がする。


　今日の勉強の課題は、今まで暗記した知ち識しきがしっかり身についているかという確かく認にんだ。だから人に答えを教えてもらうこともできない。孤こ独どくな戦いだった。


　いつもなら顔を突つき合わせて何でも教えてくれる人は、今は別の机に向かっている。ルビーウルフから見えるのは背せ筋すじの伸のびた後ろ姿すがただけ。何か自分の用事に没ぼつ頭とうしているようで、一度も振ふり返りはしない。


「俺おれの背中を見ていたって、答えは書いてないぞ」


　あちらを向いたままのジェイドが急にそんなことを言った。考えることを諦あきらめかけてぼんやり彼の後ろ姿を見ていたルビーウルフは、ぎくりと身を硬かたくする。


「見てないよ。ちゃんと考えてるよ。喉のど元もとまで出かかってるのに声かけられたら集中力が途と切ぎれる」


「それはすまない。引き続き頑がん張ばってくれ」


　目を逸そらしてルビーウルフがごまかすと、彼は苦く笑しようを含ふくんで謝あやまった。やはり振り返らない。もうすぐ答えが出そうだなんて、信じてはいないようだ。


　無意識にジェイドのことを見ていた。そのうえ、彼に見み越こされて指し摘てきされた。気き恥はずかしさを意識の外へ追い出そうと、ルビーウルフはカップに残っていた茶を一気に飲み干ほす。


　だいたい、こんな紙一枚で何がわかるというのか。試ためされるのはあまり好きではない。


　そして何より気に入らないのが、ジェイドを振り向かせるには質問への答えを書く欄らんをすべて埋うめるか、降こう参さんして助けを求めるしかないという事実だ。今のルビーウルフに前者を選ぶことはできないから、必然的に降参へと追い込まれている。それが悔くやしくてたまらない。


　ルビーウルフに背を向けているジェイドは、しきりに何かを書き付けている。課題の紙切れをルビーウルフの前に差し出してから、ずっとだ。彼が手を動かすのに合わせて、金色の髪かみがさらさらと揺ゆれる。


　金きん髪ぱつの毛先が掛かかる首筋──服の襟えり元もとで何かが光った。細い金の鎖くさりだ。


　それは、ジェイドが大切にしている父親の形見。大おお粒つぶの翡翠ひすいが嵌はめ込まれたペンダントトップは蓋ふたが開くロケットで、中にはジェイドが幼おさなかった頃ころの肖しよう像ぞう画がが納おさめられている……はずだ。元の持ち主が彼の父なのだから別べつ段だんおかしな話ではないし、ルビーウルフも一度見せてもらったことがあるから間ま違ちがいない。


　なのに、近頃の彼は──春に西のエインフェルを訪おとずれた頃から、あの中身を見られることを極きよく端たんに嫌いやがる。以前は持ち歩いていてもポケットの中だったのに、最近では常つねに首に下げているのだ。服の下に隠かくして、手出しできないようにしている。


　隠されると余よ計けいに気になるのが人というものだ。それはルビーウルフも変わらない。あの中身に何かしらの変化があったに違いないから、ずっと知りたかった。


　思い立ったら即そく行動。それがルビーウルフだ。


　音を立てないように、ゆっくりと椅い子すから腰こしを上げる。ジェイドはまったく気づいていない。すぐ後ろまで忍しのび寄よって鎖の止め具を視し認にんし、さっと手を伸ばして一息に奪うばい取った。


　一いつ瞬しゆんのことで、ジェイドは何が起こったのかすぐには理り解かいできなかったようだ。しかし、いつも身につけているものがなくなった違い和わ感に気づいたのだろう。胸むな元もとに手を当て──血相を変えて振り返った。そして、ルビーウルフの指の隙すき間まから零こぼれている金の鎖を見て息を呑のむ。


　そんなジェイドの様子など気にも留とめず、ルビーウルフはロケットの蓋を開けようとした。しかし、それをジェイドが黙だまって見ているはずもない。椅子を蹴け倒たおして立ち上がり、奪い返そうと手を伸ばしてくる。


「返せ！」


　彼にしては珍めずらしく、きつい口調だった。心なしか顔も赤い。この中にあるものを、よほど隠したいと見える。


　伸ばされた手をひらりと躱かわし、ルビーウルフはジェイドと対たい峙じした。さっきまでずっと背を向けていた彼をようやく振り向かせたことで、してやったりという気分になる。


　ふふん、と得意げに笑って、ルビーウルフは金の鎖の端はしを摘つまんで首くび飾かざりを振った。振り子のように左右に揺れるペンダントトップがきらりと光る。


「そんなに慌あわてなくてもいいじゃないか。だって、この中にあるのはジェイドが子こ供どもの頃の肖像画だろう？　前にも見せてもらったことがあるんだし、なんで今さら隠すのさ」


「それは……」


　言葉を詰つまらせ、ジェイドは視線を逸そらした。やはり、この中に何かを隠しているようだ。気になる。


　振っていた首飾りを、ルビーウルフは天てん井じよう近くまで放ほうり投げた。ジェイドはとっさに駆かけ寄って、落ちてくる首飾りを受け止めようとする。


　しかし、彼の指が金の鎖に届とどく寸すん前ぜん、ルビーウルフの手が再ふたたび獲え物ものを搔かっ攫さらった。光物を好んで集めるカラスのように、嬉き々きとして首飾りを掲かかげ持つ。


「ほらほら。早く取り返さないと開けちゃうよ？」


　おどけた口調で挑ちよう発はつし、ルビーウルフは部屋から駆け出した。すかさずジェイドも追いかけて来る。


「待て！」


　そう言われて待つ者がいるものか、というのはもはや儀ぎ礼れいのような返答。わざわざ口に出したりしない。言ってる暇ひまがあったら逃にげるべし、だ。


　それに、ただ逃げるだけじゃつまらない。とことんまで相手を引き離はなしたり、完全に隠れてしまったら、せっかくの楽しみが台無しになってしまう。あくまで手が届きそうな距きよ離りを保たもち、ちらちらと姿すがたを見せてやらなければ。


　ルビーウルフの思惑おもわく通り、ジェイドは懸けん命めいに追い縋すがって来る。廊ろう下かの角を曲がる時など、ルビーウルフの葡ワ萄イ酒ン色の短髪に彼の指先が触ふれたほどだ。


　全速力で城じよう内ないを走る二人は、何度も人とぶつかりそうになった。二人とも避よけてはいるものの、相手の人々は驚おどろいて悲鳴を上げたり尻しり餅もちをついたり。その都度、ごめんなさいっ、と大声で謝あやまった。もちろん走りながら。


　ルビーウルフは階段を二段飛ばしで駆け下りる。背はい後ごからジェイドの慌てた足音がついて来ていた。


　だけど、捕つかまらない。捕まってなんかやらない。この追いかけっこの最後には、彼の目の前で秘ひ密みつを暴あばいてやる。今日はずっと背せ中なかを向けたまま放ったらかしにされたから、その仕返しだ。


　長い廊下で繫つながった城内を思いつくままに走る。目的の場所なんてない。どこか行き止まりに突つき当たれば、そこでお終しまいだ。


　追われるままに逃げて、いつしか物置や倉庫を中心とした人気のない場所まで来ていた。そこから更さらに、地下へと続く階かい段だんを駆け下りる。


　階段の先にあった地下の部屋は扉とびらが開け放たれたままになっていた。ルビーウルフは迷まようことなくその中へ駆け込む。


　室内は暗かったが、たくさんの大きな樽たるや横に寝ねかせた瓶びんが所ところ狭せましと並ならんでいるのはわかった。どうやら酒さか蔵ぐらに逃げ込んだらしい。


　酒蔵の最さい奥おうまで来て、ルビーウルフは足を止めた。ここで行き止まりだ。振ふり返って壁かべを背にする。


　そこにはジェイドが息を切らして肩かたを上下させ、立っていた。わずかに空いた二人の距離を埋うめるように、彼はゆっくりと前に踏ふみ出す。


　それ以上近寄られる前に、ルビーウルフはずっと握にぎり締しめていたロケットを開こうとした。──しかし。


「返してくれ」


　静かな声こわ音ね。それでいて、暗くら闇やみに隠かくれる仇きゆう敵てきを剣けんで一突きにするような鋭するどさも備そなえた声音。──ジェイドは怒いかりを堪こらえて今ここに立っているのだとルビーウルフは察し、ロケットの蓋ふたをこじ開けようとしていた手を止めた。


「たしかにその中には、以前に見せた時と少しだけ違ちがうところがある。それは認みとめるよ。だが、決してやましいものではない。誓ちかってもいい。だから、頼たのむ。返してくれ。それは……父上の形見なんだ」


　一言一言、説き伏ふせるようにジェイドは言った。そしてルビーウルフはそれを聞き、己おのれのやらかしたことに気づく。


　隠されていることばかり気になって、この首飾りがどういうものなのか失念していた。ジェイドの父の形見だという事実は認にん識しきしていても、そこに込められた想おもいを忘わすれてしまっていた。


　ルビーウルフという名は、狼おおかみの娘むすめであることを誇ほこれと養父がつけてくれた大切な名前。それをルビーウルフは形見のように思っている。そうすることで養父や仲間たちとの、心の繫がりを保てるような気がするのだ。


　ジェイドにとっても、この形見が亡なき父との繫がりだ。それを放り投げたり振り回したり、してはいけないこと。怒おこられて当然だ。だって、自分がされたら、きっと我が慢まんならない。


　さっと背せ筋すじが冷えていく。今さら悔くやんでも仕方がないのに。


「あの、えっと──ごめんなさい」


　気まずさに言いよどみながら、ルビーウルフは素す直なおに謝あやまった。首くび飾かざりも差し出す。けれど、ジェイドの顔を見ることができない。謝しや意いを心から伝えたいと思えば、相手の目を見て言わなければいけないのに。


　しかし、ルビーウルフから首飾りを受け取ったジェイドはすぐに表ひよう情じようを和やわらげた。ほっと息をつき、微笑ほほえむ。
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「ありがとう、わかってくれて」


　ジェイドが礼を言う必要なんてない。なのに、こういう人なのだ。彼は。


　あまり他人の非ひを責せめない。それどころか、彼自身の責せき任にんにしてしまう。良くない癖くせだ。相手に反省を促うながすことだって時には必要なのに。


　何かあるとすぐ謝るし、この癖はなかなか直りそうにない。ルビーウルフが今までに何度も指し摘てきしているのに、改かい善ぜんの気配が見えないのだから。


　形見が戻もどってきたならそれでいいと、怒りを引きずらないジェイドに対してルビーウルフは気まずくて仕方なかった。一度謝って、彼もそれを受け入れたのだから、これ以上しつこく謝しや罪ざいを繰くり返すのはかえって相手に煩わずらわしい思いをさせるだけ。だから何も言えない。


　その時だった。酒蔵の出入り口あたりで何か音がした。無意識にそちらを見やったが、樽を並べた大きな棚たなが邪じや魔まで出入り口は見えない。


　ずいぶん古い年代の酒樽も保ほ管かんしているとあって、この酒蔵はルビーウルフの部屋よりも広かった。地下ということもあり、音は──高い音は特によく響ひびく。金きん属ぞくが嚙かみ合うようなその音もまた、ルビーウルフとジェイドの耳にしっかりと届とどいていた。


「誰だれかが来たのかもしれない。行こう」


　ルビーウルフに手て招まねきして、ジェイドは出入り口へと向かった。気まずいからといって従したがわないわけにいかず、おとなしく彼のあとを追う。


　先に行ったジェイドが、閉しまっている扉とびらの取っ手に触ふれた。その様子を、並べられた棚の合間を通ってきたルビーウルフは見たのだが、どうもおかしい。


　扉は鉄てつ製せいだが、重みそのもので動かせないような代しろ物ものではない。なのにジェイドが押おしても引いても、扉はびくともしなかった。


「どうしたの？」


　ルビーウルフが呼よび掛かけると、ジェイドは困こん惑わくした表情で振ふり返った。


「開かないんだ」


　それを聞き、まさかと思いつつルビーウルフも手伝った。鉄の扉に手をついて体重を乗せるように押したり、足を突つっ張ぱって取っ手を引いたり。そのたびに、がちゃがちゃと耳みみ障ざわりな金属音がするだけで、扉が開くことはなかった。


「もしかして、錠じよう前まえが下ろされてる……？」


「そうみたいだな……」


　ルビーウルフのつぶやきに、ジェイドが頷うなずいた。


　二人がここへ来た時、酒さか蔵ぐらの扉は開いていた。ということは、直前まで誰かがここにいたのだ。酒蔵の中に人の気配はなかったから、その者が離はなれている間にルビーウルフとジェイドが駆かけ込み、戻ってきた誰かさんに気づかれないまま鍵かぎを閉しめられた、と。たぶんこんなところだ。二人が聞いた金属が嚙み合うような音は、錠が下ろされる音だったのだろう。


「まいったな……」


　弱りきった声を上げ、ジェイドは頭を搔かいた。扉を見つめたまま後ろに下がり、樽の棚に背せを預あずける。


「いっそ壊こわしちゃう？」


　鉄の扉を壊すなんて人の力では無理だが、ジェイドは魔ま導どうの力を操あやつることができる。その力を使えばいいのではと思ってルビーウルフは提てい案あんしたのだが、ジェイドは首を左右に振った。


「鉄を砕くだくような強い力をこんな場所で使えば、天てん井じようまで崩くずれるかもしれない。そうなったら俺おれたちまで危き険けんだ。それに、修しゆう理り費ひだって馬ば鹿かにならないし……。ここは酒蔵だから、食事時になれば誰かが酒を取りにくるはずだ。そうでなくても俺たちがいなければ捜さがしてくれるはずだし、おとなしく待とう」


　扉を壊したくない一番の理由は修理費云うん々ぬんのあたりなんだろうな、とルビーウルフはこっそり思った。とはいえ、彼が言うことはもっともだ。グラディウスの神具〈導みちびきの剣けん〉を使えば天井を崩すことなく扉だけを切り裂さけただろうが、部屋に置いてきてしまったから本当にどうすることもできない。


　ルビーウルフは諦あきらめて床ゆかに腰こしを下ろした。


　地下の酒蔵。光はほとんどない。ルビーウルフは暗くら闇やみでもよく見える目を持っているので不自由はしないが、暗ければ眠ねむくなるのは人間の性せい質しつだ。このまま昼ひる寝ねを決め込んでもいいかもしれない。


　しかし、昼寝といっても安あん眠みんできる環かん境きようでもない。酒を長期保ほ存ぞんする場所だから、四方は石いし壁かべに囲まれていて薄うすら寒い蔵なのだ。床に座すわり込んでみたものの、その冷たさに立っていたほうがましかもしれないと思ってしまう。


　それに、すぐ誰かが助けに来てくれるとしても、その間ジェイドと二人きりなんて。


　普ふ段だんから二人でいることは多いが、それは今のような閉とざされた空間ではない。自分たちの意思で離はなれることもできた。先ほどあんなことがあったばかりだから軽い雑ざつ談だんという気分にもなれないし、なんとも居い心地ごこちが悪い。


　ジェイドは酒さか樽だるの棚にもたれかかったまま黙もくしている。暇ひまそうだ。特に何もすることがなければ暇なのは当たり前なのだが。


　座ったばかりなのに、ルビーウルフはまたすぐ立ち上がった。そしてジェイドから離れるように、うろうろと歩き出す。


「どこに行く？」


「んー……探たん険けん」


　それは単なる口実。特に目的なんかない。ただ、黙だまってじっとしていることが嫌いやだっただけだ。


　棚は天井近くまである高さだし、それが何列も並んでいるから、少し物もの陰かげに隠かくれてしまえば互たがいの顔は見えない。さっきのことをジェイドが気にしていなくても、ルビーウルフは少し一人になりたかったのだ。


　しかし、ジェイドはそれを許ゆるしてくれなかった。ルビーウルフの手を摑つかみ、逃にがすまいと引き寄よせる。


「何？」


　引き止められるなんて思っていなかったから、ルビーウルフはどきりとして反はん射しや的に抵てい抗こうした。といっても、ただその場で踏ふん張っただけだが。


　暗闇の中、ジェイドの目は真剣そのものだった。やっぱり怒おこっているのだろうかと思い、ルビーウルフは身を硬かたくする。


　けれど、違ちがった。彼は怒ってなんかいなかった。


「悪いが、俺の目の届く範はん囲いにいてくれ。ここは酒蔵だからな。喉のどが渇かわいたなんて言って、瓶びんや樽の中身に手を出されたら困こまる」


　何かを思い出しているのか、ジェイドはわずかに顔をしかめた。


　ルビーウルフは酒に弱い体たい質しつらしい。らしい、というのは本人に自覚と記き憶おくがないからだ。以前にもグラス一杯ぱいの酒を飲んでから後の記憶がすこんと抜ぬけていたことがあって、その時のジェイドはずいぶんな迷めい惑わくを被こうむったそうだ。


　覚えていないルビーウルフも、散々文もん句くを言われたのでそれ以来酒は口にしていない。そもそも好んで飲むような味でもない。苦いし酸すっぱいし口の中はぴりぴり痺しびれるし。


　だからジェイドが心配しているようなことはしない。しかし、そうは言っても彼としては見み張はっていたいのだろう。ルビーウルフが従したがうまで手を離してくれそうにない。


「わかったよ」


　渋しぶ々しぶ、ルビーウルフは頷うなずいた。ここで手を振ふり払はらっても、ジェイドが見張りとしてついてくるなら同じことだ。だったら歩き回る意味なんてない。


「でもさ、暇だよ」


　一いつ緒しよにいるなら、せめて重い沈ちん黙もくから逃のがれたい。そう思ってルビーウルフが話題を求めると、ジェイドは思案顔になり──何かを思いついたように、ぱっと華はなやいだ笑え顔がおを見せた。


「よし。じゃあ、楽しいことをしようか」


　その笑顔を見て、きっとそれはちっとも楽しくなんかないんだと、ルビーウルフは本ほん能のうで悟さとった。





　　　　†




　暗闇の中でルビーウルフの苦しげな呻うめき声が響ひびく。


「お……大麦？」


「残念。小麦だ」


　搾しぼり出すようなルビーウルフの声に、間かん髪はつ入れずジェイドが答えた。


「二択たく問題を十問連続で不ふ正せい解かい……。これはある意味全問正解なのか？」


　まるでルビーウルフがわざとはずれの答えを選んでいるというように、ジェイドは疑うたがわしげな目を向けてきた。しかし、断だんじてわざとではない。本気で間違えているのだ。


　彼が提てい案あんしたのは、要は先ほどまで部屋でやっていた暗記問題の続きだ。それを二択問題にして、答えやすく遊びの要よう素そを取り入れたのはジェイドなりの工く夫ふうだろうが、不正解ばかり続くと嫌になってくる。


　ちなみに今の問題は、グラディウス国内で生産されている麦は大麦と小麦でどちらが多いかという質問だった。正直、そんなのどっちでもいいと思ってしまう。口に出したら怒られるだろうから言わないが。


　楽しいこと、と言っておきながら楽しんでいるのはジェイドだけだ。首くび飾かざりの件けんで反省していたルビーウルフは今までおとなしく付き合ってみたが、さすがにそろそろ飽あきてきた。


「こんなの、つまんない」


　石の床ゆかに腰こしを下ろして膝ひざを抱かかえた姿し勢せいで、ルビーウルフはつぶやいた。すると隣となりで座っていたジェイドがきょとんと目を丸くした。それから、合点がいったように笑う。


「そうか。二択だと当てずっぽうでも正解を言い当ててしまう確かく率りつが高いからな。とはいえ、今まで全部はずれているんだが……。よし、次からは五択にしてみよう」


「いや、そうじゃなくて」


「じゃあ……十択？」


　選せん択たく肢しを増ふやせなんて言ってないのにどんどん増えていく。


　ルビーウルフは頭を抱えた。退たい屈くつしないようにと気を遣つかってくれるのは嬉うれしいが、頭が痛いたくなるのは勘かん弁べんだ。ジェイドは遊びの分野に関して疎うとそうだから、彼にそれを要求すること自体、間ま違ちがいだったのかもしれない。


　ルビーウルフが退屈を通り越こしてうんざりしていることに、ジェイドも気づいたようだ。困った顔で頰ほおを搔かく。


「こういうのは嫌きらいか……。じゃあ、今日作っていた問題集は全部無む駄だになるかな」


　そう言って残念そうに笑った。どうやら、部屋でせっせと書き付けていたのは、今のような選択問題だったらしい。


　たしかに、あまり好きではない。しかし、だからといって無駄にすることはないと思う。だって、ジェイドがせっかく作ったのだし。


「紙に書いてあるやつなら、やる」


　せっかく作った問題集をジェイドが捨すててしまうんじゃないかと心配になり、ルビーウルフはとっさに言い訳わけした。するとジェイドは、変なこだわりだな、と首を傾かしげる。


「わかった。部屋に戻もどってから続きをしよう。そうすると今は──暇ひまだな」


　結局のところ、何もないから何もできない。ただ静かに時間が過すぎていくだけ。


「このまま誰も来てくれなかったら、二人とも干ひからびるね」


　人が来る気配もなく、しんと静まり返った酒さか蔵ぐらでルビーウルフのつぶやきはよく響いた。それに答えるように、ジェイドが軽く笑う。


「そんな心配はいらないさ。ケーナとフロストがいるからな」


「まぁね」


　ケーナとフロストは、ルビーウルフと幼おさない頃ころから一いつ緒しよに育った狼おおかみたちだ。彼らならルビーウルフがいなくなったことに、いち早く気づいてくれる。そして、その嗅きゆう覚かくで捜さがし出してくれるはずだ。


　ルビーウルフとジェイドがこうして慌あわてることなく落ち着いて助けを待っていられるのも、ケーナたちを信しん頼らいしているから。不安など微み塵じんも感じてはいなかった。


　ルビーウルフが弱気とも取れるようなことを言ったのは、単たん純じゆんに退屈だから。深い意味などない。しかしジェイドは心配してくれたようで、気遣うようにルビーウルフの顔を覗のぞき込んできた。


「もしかして、腹はらが減へったのか？　昼食の前だったからな。でも、大だい丈じよう夫ぶ。すぐに助けが来るから」


「いや、腹はそんなに減ってないよ。さっき部屋で茶ちや菓が子しを飲み食いしてたし……」


　そこまで言って、ルビーウルフは言葉を切った。あることに気がついたのだ。


　そう。先ほどルビーウルフはカップ一杯ぱいの茶を一気飲みした。


　行ぎよう儀ぎ云うん々ぬんはさておいて、特に問題ある行動ではない。だが、その行動はルビーウルフの身にゆっくりと、しかし確かく実じつに危き機きをもたらし始めていた。


　なにせ、茶には──利り尿によう作用がある。


　今はまだそういう欲よつ求きゆうは訪おとずれていないが、助けなんて待っている余よ裕ゆうはなかった。これは一いつ刻こくを争う事じ態たいだ。体から血の気が引いていくのを感じる。


　早くここから脱だつ出しゆつしなければ。


　そんな焦あせりに背せ中なかを押おされ、ルビーウルフは勢いきおいよく立ち上がった。
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　急にルビーウルフが立ち上がったことに驚おどろき、すぐ隣に座っていたジェイドは彼女の顔を見上げた。目は闇やみにだいぶ慣なれてきたので、すぐ傍そばにいるぶんにはルビーウルフの表ひよう情じようもある程てい度ど読み取れる。見上げた先にある彼女の顔は、何かに焦ったような追い詰つめられているような、とにかく尋じん常じようじゃない表情をしていた。そしてジェイドが声を掛かける間もなく、ルビーウルフはその場から駆かけ出す。


　慌ててジェイドも立ち上がり、あとを追った。何があったのかは知らないが、放ほうっておくわけにはいかない。


　酒蔵の最さい奥おうへと駆けていったルビーウルフは、なぜか壁かべを叩たたいたり床ゆかを踏ふみ鳴らしたり、よくわからない行動を取っていた。


「どうしたんだ、急に。何か探さがしているのか？」


　ジェイドが声をかけると、彼女は切せつ羽ぱ詰つまった顔で振ふり返った。そして何かを思い出したように表情を輝かがやかせ、ジェイドに縋すがりついてくる。


「ねぇ、この酒蔵に抜ぬけ穴あなとかないの？　そういうの詳くわしいんだろ？」


　王おう城じようには、緊きん急きゆう時じに使用する抜け道がいくつか存そん在ざいする。騎き士しであるジェイドは、そのすべてを把は握あくしていた。しかし。


「ここにはないよ。だいたい、そんなものがあるなら最初に言ってる。急に慌てだすなんて、どうしたんだ？」


「だって、早くここから出ないと大変なことになるんだよ」


　抜け道がないとわかって落らく胆たんしたルビーウルフは焦る気持ちを鎮しずめるように、顔の半分を片かた手てで覆おおった。


「大変なこと？　ケーナやフロストが来てくれるのを待つ暇もないほど緊急事態なのか？」


　活発に動き回っているところからして、体調が悪いようには見えない。ルビーウルフも言いにくそうに口を噤つぐんでいるから、何が何やらさっぱりだ。


　ジェイドが首を傾かしげている間に、ルビーウルフは次の行動に移うつった。酒蔵の中を駆け回り、彼女はそこいらじゅうを漁あさりだす。樽たるや酒さか瓶びん以外にも、ここで使う掃そう除じ道具などは隅すみのほうにまとめて置かれているのだ。その中からルビーウルフはモップを取り上げる。


「……雨あま垂だれが石を穿うがつなら、モップが鉄の扉とびらを貫つらぬくことだってあり得るよね？」


　たしかに、雨の雫しずくに打たれ続けた石に穴が開あくことはある。けれど、それは何年も何十年も打たれた結果だ。


「どれだけ時間をかけるつもりだ？　そんなことをしなくても、おとなしく待っていれば……」


　ジェイドの言葉を聞き終えることなく、ルビーウルフは棚たなの合間を駆けて行った。すっかり振り回されている格かつ好こうになるが、仕方がないのでジェイドは再ふたたび彼女のあとを追う。


　鉄の扉の前で、ルビーウルフはモップを剣けんのように構かまえた。目を閉とじて深く深しん呼こ吸きゆうし、集中力を高めている。


　何をそんなに必死になっているのか。少し考えれば無む駄だだとわかるだろうに。


　普ふ段だんの彼女なら、こんな慌あわて方はしない。完全に混こん乱らん状じよう態たいだ。原げん因いんはわからないが、とにかく今ジェイドにできるのはルビーウルフの暴ぼう走そうを止めることだけ。木もく製せいのモップでは鉄の扉に傷きず一つつけることはできないし、何よりこんな場所であんな長ちよう柄えのものを振り回したら──


「ルビーウルフ、ひとまず落ち着いて……」


　彼女を止めようと、ジェイドは声をかけたが時すでに遅おそし。気合いの雄お叫たけびと共にルビーウルフはモップを力強く振りかぶり──雑ぞう巾きんをつけたその先せん端たんが、何かにぶつかった。


　がつんと鈍にぶい音がした後に、木が爆はぜ割われる音と水音が続いた。酒の芳ほう気きがむせ返るほどに立ち上る。この匂においは麦ばく芽がの蒸じよう留りゆう酒しゆだ。


　ルビーウルフが振り回したモップが酒樽を叩き割ったのだ。さらに悪いことに、斜ななめ上に振り上げたものだから、割れた樽から噴ふん出しゆつした酒を下にいたルビーウルフは頭から浴びていた。


　だから止めようとしたのに。何か困こん難なんにぶち当たると、わりと早い段だん階かいで『壊こわす』という選せん択たく肢しが出てくる性せい格かくも困こまったものだ。そう思い、ジェイドは深く溜ため息をついた。


　とはいえ、呆あきれてばかりもいられない。すぐさまルビーウルフに駆け寄よった。


「大だい丈じよう夫ぶか？　怪け我がは？」


　割れて落ちてきた樽の破は片へんに当たって、どこか怪我をしていないか。それを心配したのだが、ルビーウルフは無言のままだ。


　髪かみや服から雫しずくを滴したたらせながらも自分の足でしっかりと立っているからとりあえずは無事なようだが、何も答えないというのが気になる。少し俯うつむき気味になっているその顔をよく見ようと、ジェイドはルビーウルフの両りよう肩かたを摑つかんだ。うぅ、と彼女は小さく呻うめき──


「う……ふふふふふはははははは」


　いや、笑い出した。


　肩の震ふるえがジェイドの手に伝わる。少し不気味なその笑い声に嫌いやな予感を覚えた瞬しゆん間かん、ルビーウルフの体から力が抜けて、その場にくずおれた。幸い、彼女の肩をジェイドが摑んでいたから倒たおれることはなかったが、立っていることすらできなくなった人間を抱かかえているのは正直、つらい。仕方なく、ジェイドはルビーウルフを座すわらせて、棚たなにもたせ掛かけた。


　ルビーウルフは酒に弱い。それも極きよく端たんに。以前にも同じようなことがあって、ジェイドは散々な目に遭あったのだ。


　半分ほど瞼まぶたが閉とじられた紅こう玉ぎよくの瞳ひとみは、ぼんやりと虚こ空くうを見つめている。意い識しきの有う無むを確たしかめようとジェイドは彼女の目の前でひらひらと手を振ふってみた。すると視し線せんはその手を追いかける。どうやら、起きてはいるようだ。


　しかし、ほっとしたのも束つかの間。ルビーウルフは大きく口を開いてジェイドの手に咬かみつこうとし、慌ててジェイドは手を引っ込めて逃のがれた。


　目の前で動くものを獲え物ものと認にん識しきし、食らいつこうとしたようだ。普段から獣けものじみたところがあるルビーウルフだが、会話が困こん難なんな上にこのような行動をするあたり、酔ようと野性の性しよう分ぶんが色濃こく出てしまうらしい。


　ジェイドは半歩ほど後あと退ずさり、ルビーウルフから距きよ離りを取った。紙かみ一ひと重えで避よけられたものの、咬まれていたらと思うと冷や汗あせが出る。


　ルビーウルフの歯と顎あごの力は凶きよう器きだ。力が抜けている今なら大した被ひ害がいはないだろうが、だからといって油ゆ断だんはできない。


　獲物に逃にげられて不満そうな顔をしているルビーウルフだったが、立ち上がることができないようで、追いかけてはこなかった。離はなれている限かぎりは安全そうだ。──しかし。


　しばらく様子を窺うかがっていると、ルビーウルフは膝ひざを抱かかえて縮ちぢこまった。よく見ると、微かすかに震えている。寒いらしい。


　頭から酒を浴びてずぶ濡ぬれになっているし、ここは地下だ。濡れたままの髪や服をそのままにしておいたら、どんどん体が冷えていってしまう。


　ただ、ここで問題なのが、ルビーウルフは傍そばにあるものを摑んだら寝ね付つくまで離さないという迷めい惑わくな酒さけ癖ぐせを持っているということ。近寄るのさえ困難だ。


　そうは言っても、このまま放置しておくことなんてできない。迷まよった挙あげ句く、ジェイドは自分の上着を脱ぬいだ。濡れて冷たくなっているルビーウルフの服を脱がせて、代わりに自分の服を着せようというのだ。


　うとうとし始めているルビーウルフに、そっと手を伸のばす。水分を含ふくんでいる布ぬのは肌はだにへばりついてなかなか脱がせることができなかったが、それでもどうにか作業を続け、下着だけ残して上に着ていたものはすべて剝はぎ取った。そして素す早ばやくジェイド自身が着ていた上着を羽は織おらせてやる。


　その時だった。鉄の扉とびらの向こうで何か音がした。硬かたい爪つめが扉を引っ搔かくような音と、狼おおかみの吠ほえる声。


「ケーナか！」


　姿すがたが見えないのでわからないが、直感的にフロストではなくケーナだと思った。こうして何かあると真っ先に気づいてくれるのは、いつもケーナだから。


　そうだ、というように狼は何度も吠えた。


「来てくれたのか。良かった……。悪いが、誰だれか呼よんできてくれ。閉とじ込められてしまったんだ」


　ジェイドの言葉に反はん応のうし、獣の足音は駆かけ去っていった。すぐにでも誰かを連れて戻もどってくるはずだ。


　これで一安心。ジェイドはほっと一息ついて肩の力を抜ぬいた。


　だが、それがいけなかった。すっかり油断してしまった。ぐったりしていたはずのルビーウルフがゆらりと動き、両手で摑みかかってきたのだ。


　ジェイドは反はん射しや的に向き合ってルビーウルフの両の手首を捉とらえ、摑まれるのを阻そ止しした。それでもルビーウルフは諦あきらめずに手を伸ばそうとする。乾かわいた服を着せてやったから、少し元気になったようだ。しかし、これなら静かに寝ていてくれたほうがよっぽど良い。


「あと少しでいいから、おとなしくしてくれ」


　頼たのみ込むようにジェイドが言っても、ルビーウルフはまったく聞かない。拒こばまれていることでだんだん不ふ機き嫌げんになってきて、ぐるるるる、と獣じみた唸うなり声を出す始末だ。


　しばし力比くらべをしていたが、少しずつルビーウルフの力が緩ゆるんできた。しがみつかれて身動きが取れなくなってはかなわないから、好機とばかりに押おし返す。


　すると、まさにその瞬しゆん間かん力尽つきたルビーウルフの体は抵てい抗こうもなく仰あお向むけに倒たおれた。もともと腕わん力りよくではジェイドのほうが勝まさっているから手て加か減げんはしたつもりなのだが、綿わたを押すような手ごたえのなさは予想外だった。前のめりになった体たい勢せいを立て直すことができず、そのままルビーウルフを押し倒す形で一いつ緒しよに倒れ込む。勢いきおい余あまって床ゆかに頭をぶつけた。


　痛いたいし情なさけないし、踏ふんだり蹴けったりだ。もう勘かん弁べんしてくれ、と心の中で叫さけぶ。


　その時、待ち望んだ声が聞こえた。人の話し声だ。


「おかしいわねぇ。私がさっき掃そう除じした時は誰もいなかったのよ？　閉しめる前に少しだけ離れたけど、そんな短い間に入り込むかしら」


「でも、ケーナ様が私の服を銜くわえて引っ張ぱるんですよ。こっちに来い、って言うみたいに。フロスト様まで一緒になって呼びに来たんですから、きっとルビーウルフ様の身に何かあったに違ちがいないです」


　女官のアーリアとキャスだ。話しをしながら階かい段だんを下ってくる。アーリアはまだ納なつ得とくがいかなそうにぶつくさ文もん句くを言っていたが、すぐに鍵かぎを開ける音も聞こえてきた。かたん、と錠じよう前まえが外される。


　鉄の扉が開き、アーリアの持つランプの明かりがジェイドとルビーウルフを照らし出す。希望の光だった。


　アーリアと一緒に扉の外にいたのは砂すな色いろと白の狼。ケーナとフロストだ。キャスの姿すがたが見えないのは、アーリアのふくよかな体に阻はばまれて一歩後ろにいるからだろう。


　狼たちはルビーウルフに駆け寄よってくる──と、ジェイドは思ったがそうはならなかった。二頭とも目を丸くしてその場で固まっていた。よく見るとアーリアも同じような顔をしている。


　流れた沈ちん黙もくは数秒の間。アーリアたちが何も言わない上に動かないのでジェイドもどう反はん応のうしていいかわからず黙だまっていると、アーリアはゆっくりと静かに鉄の扉を閉めてしまった。


「なぜ閉める!?」


　ジェイドは咄とつ嗟さに叫んだ。そしてその直後に、自分が今どういう状じよう況きようにあるのか理り解かいした。


　力比べに疲つかれ、倒れて動かないルビーウルフ。丈たけの合わないジェイドの服は胸むな元もとがはだけている。そんな彼女の両手を摑つかんだまま圧のし掛かかるように伏ふしているジェイドは、これまでの経けい緯いを知らない者が見れば暴ぼう漢かん同然だった。


　愕がく然ぜんとしているジェイドの耳に扉の向こうから話し声が聞こえてくる。


「どうして閉めちゃうんですか？　今、たしかにジェイド様の声が……」


「だめよ、キャス。見ちゃいけないわ。あなたにはまだ早いの。フロスト様もケーナ様も、いつまでも固まっていないで帰りますよ」


　キャスと狼たちを促うながして帰ろうとするアーリアの声は冷ややかだった。完全に誤ご解かいされている。


「待ってくれ！　これは……！」


　立ち上がり、アーリアたちを追いかけようとしたジェイドは何かに足を取られてつんのめった。見てみると、床ゆかに這はったルビーウルフがジェイドの足にしがみついていた。


　ようやく捕つかまえることができて嬉うれしいのか、憎にくらしいくらい満足そうな笑え顔がおを浮うかべている。振ふり払はらおうとすると余よ計けいにきつく抱だきついてきて、つま先が痺しびれるほどに痛い。もぎ取られそうだ。


「アーリア、キャス！　行くな！　その、なんというか……助けてくれ！」


　男の矜きよう持じをかなぐり捨すてて、ジェイドは女官たちに助けを求めた。
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　アーリアたちと協力してルビーウルフを部屋まで運び、誤解を解いて小一時間後。


　その間ぐっすり眠ねむりについていたルビーウルフは、すっきり爽さわやかに目覚めていた。口に入ってしまった酒の量が少なかったのが幸いだったらしい。


　目を覚ましたルビーウルフは、やはり何も覚えてはいなかった。なんとも恨うらめしい。


　そしてルビーウルフを慕したう白はく狼ろうのフロストは、あれから数日経たった今も彼女の傍そばについて離はなれず、ジェイドに冷たい視し線せんを送っていた。せっかく最近の彼は少しずつ友好的になってきたのに。
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「なぁ、フロスト……。あれは俺おれがルビーウルフをどうにかしようとしたんじゃなくて、俺がルビーウルフに襲おそわれたんだ」


　フロストの金色の目を見てそう弁べん明めいしても、彼はぷいっと横を向いてしまって無視を決め込む。困こまり果ててジェイドが溜ため息をつくと、ルビーウルフはきまり悪げに文句を垂たれた。


「だから、ごめんってば。フロストにはあたしからも謝あやまっておくから。……そんな心底嫌いやそうな顔して弁解しなくたっていいじゃないか」


　言葉の後半はなぜだか少し寂さびしそうな、しょげているような声だった。妙みような噂うわさを立てられたりしたら、恥はずかしい思いをするのは彼女も同じなのに。


　ルビーウルフが酒に関かかわると、ろくでもないことになる。本当にもうこりごりだ。


　だが、良かったことも一つだけある。ジェイドが持つ首くび飾かざりの中身を、彼女が見たがらなくなったことだ。このような事じ態たいになった原げん因いんを作ってしまったから、反省しているのだろう。


　これには本当に助かった。夜、一人になった時にロケットの蓋ふたを開けて、ジェイドはそっと微笑ほほえむ。


　そこには、葡ワ萄イ酒ン色の髪かみと紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを持つ少女の絵が納おさめられていた。


　この秘ひ密みつを彼女に伝えるのは、もう少し先に取っておきたい。


　あの日の出来事がいつか二人の笑い話になったなら。


　その頃ころには、きっと打ち明けているだろうから。




　未来を歌うように







　ぎゅっ、と花の茎くきを結びながら、ルビーウルフはこっそり溜ため息をついた。


　思い返してみると、昔の自分はろくなことをしていない。反省するやら情なさけないやら、複ふく雑ざつな心しん境きようだ。──いや、反省するということは成長した証あかしと言える。そう思って、過か去こにやらかした様々な思い出を真しん摯しに受け止めることにした。長く編あんだ白い雛ひな菊ぎくを輪っかにして、仕上げる。


「ほら、できたよ」


　完成したものを、行ぎよう儀ぎ良く座すわって待っていたエスメラルダの頭に載のせてやる。エスメラルダはそれを両手で確たしかめるように触さわって、わぁっと歓かん喜きの声を上げた。立ち上がってぴょこぴょこ跳はね、踊おどるようにくるくる回る。


「すごーい！　おひめさまみたい！」


　みたい、じゃなくて本物だ。


　けれど本人にはまだ自覚なんてありはしない。彼女が知る『お姫ひめ様さま』は、母の友人たちのような華はなやかな娘むすめのことだから。男物の古着を着て、地面に胡座あぐらをかいて座っている母から生まれた自分がよもや神国グラディウスの姫君だなどとわかるはずがないし、それでいいと思う。成長すれば否いや応おうなく自覚させられるのだから、今はただの子こ供どもでいて欲ほしいのだ。


　くるくる踊りながら、エスメラルダは何か歌っている。たどたどしいが、その旋せん律りつには聞き覚えがあった。


　先日、遊びに来た神国コロナードの姫君エミリエンヌ。たしか、彼女がエスメラルダに聞かせてやっていた歌だ。


　幼おさな馴な染じみのラークと連れ立ってやってきた彼女にスピネルを抱だっこさせると、かちこちに固まっていた。それをルビーウルフやラークが笑うと、力加か減げんがわからないのよ壊こわしそうなんだもの、と半泣きになる始末。しかし、しばらくすると慣なれてきて、子守歌として自じ慢まんの歌声を聞かせてやってくれた。


　エスメラルダはそれを気に入ったようで、エミリエンヌが滞たい在ざい中、ずっと歌をせがんでいた。それを横目で見つつ、エスメラルダは大きくなったら美人になりそうだね、なんて含ふくみのある笑えみを浮うかべながらラークが言うと、エミリエンヌは扇おうぎを振ふり回して彼をエスメラルダから遠ざけようと追い払はらう。相変わらずの二人だった。


　くるくるくるくる、エスメラルダは回る。しかし、やがて目が回ってきたのか、足がもつれてぽてんっと尻しり餅もちをついた。惚ほうけたように空を仰あおいだ翠みどりの目が、きょときょと瞬しばたたく。


「お空、ぐるぐるぅ～」


「もう、何やってんの。怪け我がしてない？」


　笑いをかみ殺しながら、ルビーウルフはエスメラルダを助け起こしてやる。まだ目が回っているのか体がふらふらしているものの、怪我をした様子はない。お尻についた砂すなをぽんぽんはたき落としてやると、ふいにエスメラルダは不安そうな顔をした。


「お洋服、よごしたら怒おこられちゃう」


　服の裾すそを摑つかんでもじもじしながら、俯うつむいて言う。きっと、前に服を汚よごしてキャスか誰かに叱しかられたのだろう。こんなの汚れのうちに入らないのに、また叱られると思っているのか今にも泣き出しそうだ。


「大だい丈じよう夫ぶ。汚そうが破やぶこうが洗あらったり繕つくろったりすりゃあいいんだから。それでも誰かに何か言われたら、こう言い返しな。『母さんよりましでしょ』って」


「それは良い。事実だけに誰もそれ以上は言えんよな」


　けらけらと楽しげな笑い声はすぐ後ろから聞こえた。ルビーウルフは特に驚おどろくでもなく振り返り、笑い声の主に勝ち誇ほこった笑みを向ける。


「小言を言われ慣れてるもんでね。躱かわし方だって学ぶさ」


　そう言うと、頰ほおに筋すじ模も様ようのような痣あざを持つ黒くろ髪かみの娘はさらに愉ゆ快かいそうに声を立てて笑った。冬の間は寒さに負けてグラディウスの衣服を着ていたが、春になって暖あたたかくなったためか今は故こ郷きようから持ち込んだ異い郷きようの服を着ている。こちらの服は締しめ付けすぎて嫌きらいだと、彼女も彼女の従じゆう者しやたちも冬の間は渋しぶい顔をしていたものだ。


「ですが、陛へい下か。それは相手の機き嫌げんが悪い時は逆ぎやく効こう果かですよ。特にキャスさんだとひどいことになる。リオンが苦労してますから」


　黒髪の娘と並ならんで立っていた青年が苦く笑しようしつつ言った。いつもは娘に付き従したがっている従者たちがいないのは、彼女の料理の実験台にされたせいか。宛あてがわれた部屋で寝ね込んでいるだろう彼らを思い、ルビーウルフは胸きよう中ちゆうで哀あわれんだ。


　そんなルビーウルフの様子など気にすることなく、娘は青年の言葉に同意して頷うなずく。


「たしかにな。我われやアピスたちがこの格かつ好こうで歩き回っているときゃんきゃん嚙かみついて来よる。ここの使用人たちは皆みな、威い勢せいの良いことよ。靴くつくらい履はけと言うので『もう履いておるだろう』とこの足を見せたら、『そんなの靴下とも呼よべません』だと。どっちも似にたようなものだろうに」


　そう言いながら黒髪の娘が革かわの草履ぞうりのようなものを履いた足を振り上げてみせると、丈たけの短い服の裾がべらりと捲めくれた。隣となりに立っていた青年はぎくりと顔を赤くして、慌あわててその足を下ろさせる。


「やめてくれ、ヘリオトロープ。陛下はともかく、エスメラルダ様の前だ。真ま似ねするようになったらどうする」


「おっと。それは失しつ敬けい」


　注意を受け、黒髪の娘──ヘリオトロープは素す直なおに従った。両足を揃そろえて立ち、しゃんと背せ筋すじを伸のばしてわざとらしく澄すました顔つきになる。しかしルビーウルフは聞き捨ずてならない部分にすかさず嚙かみついた。


「あたしならともかくって、どういうこと？　ティグル」


「この王おう城じようで最も品ひん性せいが疑うたがわしいと、さきほど陛下ご自身がお認みとめになる発言をされていたようですが」


　鉄てつ紺こんの瞳ひとみで柔にゆう和わに笑いながら、しれっと言ってくれる。成長して頼たより甲が斐いが出てきたのはいいが、口まで達者になられるのは困こまったものだ。これにはルビーウルフも笑うしかない。


「まぁね。あたしが一番の悪いお手本だよ。でも、あたしがきちんとしてたら不気味なんだろ？」


「あぁー……。そういえばそうですね」


　いつだったかの苦い思い出が脳のう裏りを過よぎったのか、ティグルは天を仰あおいで渋い顔になった。その時のことを知らないヘリオトロープとエスメラルダは揃ってきょとんとしている。


「そんなことより、何か用があったんじゃないの？　二人で散歩ならわざわざあたしに声かけないだろ」


　含みのある言い方をしてやると、ティグルとヘリオトロープは一いつ瞬しゆんだけ互たがいに視し線せんを交かわし、二人して顔を赤くして目を逸そらした。先に口を開いたのはヘリオトロープだ。


「何のことを言っておるのか、わからんな。──まぁ、でも、用があるのは事実だ。わざわざ届とどけ物を持ってきてやったのだから、感かん謝しやせよ」


　ヘリオトロープがそう言うと、ティグルが懐ふところから手紙を取り出してルビーウルフに差し出した。


「ミレリーナ様からです」


　その言葉通り、蠟ろうの封ふう緘かんにはトライアンの紋もん章しようが捺おされ、差出人──トライアン王の妹の名が記されていた。


　ルビーウルフは指先で封を切り、中に納おさめられていた紙を引っ張ぱり出す。そこへ、ティグルの余よ計けいな一言が飛んできた。


「あの、陛下。エスメラルダ様の前だからって見み栄え張はらなくてもいいんですよ。よろしければ代読しますけど」


「なめんなよ。これくらい余よ裕ゆうで読めるってば。あたしがどんだけ苦労して読み書き叩たたき込まれたと思ってんだ」


　ふんっと胸むねを張って言ってやったが、これが別人からの手紙ならティグルの申し出を受けていたことだろう。ミレリーナはルビーウルフの読み書きの程てい度どをよく理り解かいしているから、ルビーウルフにも読めるよう言葉を選んで手紙を書いてくれる。


　ティグルもそれをわかっているから、それ以上は言ってこない。


「そうですか。差し出がましい真ま似ねをお許ゆるしください。──では、私たちはこれで」


「何か面おも白しろい報しらせでも書かれていたら、あとで聞かせておくれ」


　それだけ言って、ティグルとヘリオトロープは連れ立って去っていった。その後ろ姿すがたを見送りつつ、ルビーウルフは手紙を開く。


　見慣れた流りゆう麗れいな字。エインフェルの開かい拓たくに関して興きよう味みがあるので近々伺うかがいたいとの申し入れだ。しばらくぶりに会えることを楽しみにしているという旨むねの文で締しめ括くくられている。


　簡かん潔けつで、実に彼女らしい。


　それにしても、本当にしばらくぶりだ。前に直ちよく接せつ会ったのは、たしかエスメラルダが生まれた時だったか。


　その時のことを思い出し、ルビーウルフはたまらず笑いを漏もらす。


　祝いに来てくれたミレリーナとその騎き士しに、ルビーウルフはある人物を紹しよう介かいしたのだ。眠ねむたげな表ひよう情じようが妙みように艶なまめかしい、黒くろ髪かみの才女を。


　顔を合わせたとたん、普ふ段だんのおっとりした所作からは想そう像ぞうできないほど俊しゆん敏びんな動きでロゼはミレリーナの騎士に抱だきついた。その時のミレリーナの顔は今思い出しても笑える。いつもの綽しやく々しやくとした笑みはどこへやら、頰ほおを引きつらせて『どういったご関係？』と騎士に詰きつ問もんしていたのだ。


　しかし当の騎士は慌あわてることなくたっぷり五秒考え込み、『人ひと違ちがいでなければ姉です』の一言で済すませてしまった。再さい会かいの喜びに言葉もないほど泣くロゼに、なんとも淡たん泊ぱくなものだった。


　良かれと思って引き合わせたのだが、当事者の反はん応のうはその程度で部外者のミレリーナがあんな顔をするなんて。


　とはいえ、彼女と騎士の間あいだ柄がらはもはやただの主人と番犬ではない。今となっては公然の仲ではあるものの、当時はルビーウルフも知らぬことだった。知っていれば事前にミレリーナには事情を説明していただろうに、悪いことをしてしまったと今さらながら思う。……思いつつ、やはりどうしても笑ってしまうのだが。


「おかあさま、どうしたの？　それ、おもしろいの？」


　一人で笑いをかみ殺している母の様子を不思議に思ったのか、エスメラルダが手紙を覗のぞき込んできた。まだ読めもしないのに、じっと紙面を見つめている。


　その時だった。聞き慣なれた声が、遠くからルビーウルフの名を呼よんだ。


「おとうさま！」


　先に反応したのはエスメラルダだ。花はな冠かんむりを頭にかぶったまま、ぱっと立ち上がって駆かけていく。


　手紙を封ふう筒とうにしまっていて出で遅おくれたルビーウルフはその封筒を懐につっ込んでから寝ねているスピネルを抱き上げ、エスメラルダのあとを追う。


　慌あわてることはない。声は聞こえる。ゆっくり歩いていけばいい。


　よく手入れされた庭に立ち、彼は何度もルビーウルフの名を呼んでいた。その声に引き寄よせられるように駆けていくエスメラルダ。途と中ちゆうで花冠を落としたが、まったく気づいていないようで振ふり返りもしない。そのままぶつかるように、彼の脚あしにしがみついた。


　自身と同じエスメラルダの金きん髪ぱつを、彼は優やさしく撫なでる。その光景を見つつ、ルビーウルフはエスメラルダが落とした花冠を拾った。


　撫でられて嬉うれしそうに笑っていたエスメラルダが振り返った。小さな手をこちらに伸のばしてくる。手て招まねきか、それとも花冠を落としたことにやっと気づいたのか──


　──これは、いつか見た。


　強い既き視し感を覚えたと同時、ジェイドがこちらを向いた。まっすぐ、翠みどりの瞳ひとみで。


　思わず息を呑のんだ。するとジェイドは怪け訝げんそうな顔をして言う。


「どうした？　俺おれの顔に何かついてるか？」


「……なんでもない。──今、ここにあたしがいたなぁ、と思って」


　ふっと笑って小さくつぶやき、エスメラルダに花冠をかぶせてやる。今度こそわけがわからない、といった顔をするジェイドだったが、エスメラルダに服を引っ張られて視線を娘に向ける。


「おひめさまなの！」


「え？……あぁ、そうだな。よく似に合あってるよ、雛ひな菊ぎくの姫」


　自分が誰だれなのかまだわかっていないエスメラルダの言葉に苦く笑しようしつつ、ジェイドはもう一度その大きな手でエスメラルダの髪を撫でた。それから、改めてルビーウルフに目を向ける。


「スピネルは寝てるのか？」


「うん、さっき寝たとこ。あたしも一いつ緒しよに寝ちゃってたからわからないけど、そんなに時間は経たってないと思う。今、昼過すぎくらいだろ？」


　ルビーウルフが訊たずねると、ジェイドは銀ぎん製せいの懐かい中ちゆう時計を取り出して時間を確かく認にんした。


「そうだな。食事は？」


「これから」


「じゃあ一緒に行こう。ちょうど話もあることだし」


　そういえば、彼が何度も呼んでいたことを思い出した。くってりと全体重を預あずけて寝入っているスピネルを抱だき直し、また何かやらかしただろうかと自身の言動を顧かえりみる。


　そんなルビーウルフの心情を読み取ってか、ジェイドは小さく笑って言った。


「そう不安そうな顔をするな。ただの連れん絡らくだ。エインフェルの雪が溶とけたと報しらせが来たからな。またしばらく山暮ぐらしだ」


「なんだ、それだけか」


　ほっとして、ルビーウルフは胸むねをなで下ろした。


　冬の間は雪のため中ちゆう断だんしていた開かい拓たくが、春になって再さい開かいしただけのこと。ルビーウルフの仕事の始まりだ。


「そういや、ミレリーナから手紙来たよ。ええっと、たしかこのへんに……」


　片かた手てで服をまさぐるが、スピネルを抱いているのでなかなか取り出せない。


「代わろうか？」


　スピネルを受け取ろうとジェイドが両手を差し出してくる。しかし、その手に赤子を託たくす前に、横から彼の気を引く者があった。


「おとうさま、抱っこ」


　むすっと拗すねた顔をしたエスメラルダだ。蚊か帳やの外にされたのが気に入らなかったのか、ずっと母に抱かれている弟が羨うらやましくなったのか。ジェイドの脚にぎゅっとしがみついて、要求が通るまで放はなしそうもない。


　これにはジェイドも降こう参さんせざるを得なかった。エスメラルダの小さな体をひょいっと抱き上げ、ルビーウルフに苦く笑しようしてみせる。


「手紙はあとでいいか？」


　いいも何もない。さっきまで膨ふくれっ面つらだったエスメラルダが上じよう機き嫌げんで笑っているのだ。しばらくこのまま抱いているつもりだろうに。


　父に抱かれ、ご満まん悦えつなエスメラルダはお気に入りの歌を歌い始めた。たどたどしいその旋せん律りつの調子を取るように、ジェイドはエスメラルダの背せをとんとん叩たたいている。


　その光景を見て、腕うでの中にある重みと温ぬくもりを感じて、ルビーウルフは胸きよう中ちゆうでつぶやく。


　あたしは、ちゃんとここまで来たよ。まだ途と中ちゆうだけど、この道で正しかったんだよね？　ねぇ──ヴィアンカ。


　答える者はいない。けれど、わかる。彼女と、その傍かたわらにいるはずの仲間たちが頷うなずいてくれていることを。


　エスメラルダの歌はどんどん調子が外れてきて、もはや創そう作さくになっている。本人もそれをわかっているのか、歌いながら不思議そうに目をきょときょとさせていた。


　でも、この歌はこれでいい。エスメラルダが好きなように歌えばいい。


　少しだけ、前もって見せてもらった未来はここまでだ。この先は自分たちで手て探さぐりしながら創つくっていく。


　たどたどしくても大だい丈じよう夫ぶ。傍そばにいる人が、背中を叩いて外れかけた調子を整えてくれるから。


　自由に、歌うように、未来を奏かなでていこう。


　小さな姫ひめ君ぎみの歌声は風に乗って、軽かろやかに空へ駆かけ上った。






　あとがき







　こんにちは。淡あわ路みち帆ほ希まれです。


　本書は『紅牙のルビーウルフ』シリーズの短編集二冊目となっております。


　短編集という性せい質しつ上じよう、どうしても本編のネタバレとなる要よう素そを含んでいますので、本編未読の方はどうぞご承しよう知ちおきくださいませ。


　また、前回の短編集には『Tinytales』という名前がついていたのですが、サブタイトルの『クローバーに願いを』のほうを大きく表記したためか、探しにくい、刊行されていることに気づかなかった、というご意見があったようで、今回は七巻として上じよう梓しさせていただくこととなりました。そちらも何なに卒とぞご了解いただけますようお願い申し上げます。





　今回収しゆう録ろくされたのは、ドラゴンマガジンに掲けい載さいされた六編と、増刊号に掲載された中編が一編です。収録作品が合計七編ということで書き下ろしを加えることはできませんでしたが、全編を挟む形でプロローグとエピローグにあたる小話を加えさせていただきました。


　収録作品の本編における時じ系けい列れつは、すべて三巻と四巻の間の時期です。書き下ろした部分のみ、数年後のエピソードとなっております。


　前回の短編集のように時間があっちこっちへ飛んでいませんので細かな解説は不要かと思いますが、せっかくですので各話についてコメントを。





『眠れぬ夏の夜』


　夏の増刊号用に、とのことでしたので、「夏か……。じゃあ怪かい談だん」と三秒ほどで決めました。決めたは良かったのですが。


　自分が怖こわい話嫌いなの、すっかり忘れていました。


　夏場によくある怪かい奇き特集は興きよう味み本ほん位いで見るものの、肝かん心じんなところで怖くなってチャンネルを変えるタイプです。昔、子供がお化け屋や敷しきに入って泣かずに出てこられたら賞金が貰もらえるという企画をテレビでやっていましたが、私は今の年齢でやってもスタート地点から動けない自信があります。


　そんなわけで、怪談なのにあまり怖くない話と相あい成なりました。もしあとがきから先にご覧になっていて、「怪談はちょっと……」という方でも安心してお読みいただけるかと思います。





『淑女な遊戯』


　六か月連載の最初ということで、華やかなものにしようと思い、着飾る話になりました。


　本編ではほとんどおしゃれをしないヒロインでしたので、ここぞとばかりに楽しく書かせていただきました。


　このお話のポイントとなったのは、『靴くつ』。


　去年の私は三足の靴を壊しました。


　一足目のサンダルは何度履はいても靴くつ擦ずれを起こして血で汚よごし。


　二足目のサンダルは履いて四回目でストラップが切れ。


　三足目のブーツはヒールが折れた。しかも誕生日に。


　靴に呪われているのかと本気で悩みましたが、歩き方が悪いんだと思います。


　高いヒールを履いて颯さつ爽そうと歩いている女性たちは、新しい靴を買うたびこの話のルビーウルフのような試練を乗り越えているのです。たぶん。





『兄弟戦線』


　双ふた子ごの話。


　前回の短編集にも登場した妹が再さい登とう場じようです。アンジュは短編でのみ登場するキャラクターなので、前回の短編集をお読みでない方は『紅牙のルビーウルフTinytales１クローバーに願いを』に収しゆう録ろくされている『恋するうさぎ』をご参さん照しよういただければと思います。


　この時のティグルはまだヘリオトロープと出会う前なので、子供っぽさが目立ちますね。その後の彼がどう成長したかは、プロローグとエピローグに書いた通りです。リオンは……成長してもあのままでしょう。





『時計職人の恋』


　女三人寄ればかしましい、という言葉がありますが、誰か止める人間がいないとこうなりますよという悪い例です。


　これを書いている頃になって、短編におけるキャスの登場頻ひん度どの高さに気づきました。本編では少ししか出番はないのですが。


　本書に収録されている全編、皆かい勤きん賞しようです。自分でも知らない間にお気に入りキャラになっていたようです。彼女のその後も、双子同様にプロローグとエピローグでお確かめくださいませ。





『君に捧げる永遠の花』


　表題作です。


　恋愛にまつわるお祭りは、古い時代からあるようで。


　古代ローマではルペルカリア祭というお祭りがありました。


　この祭りの前日、若い女性は自分の名前を書いた紙を桶おけなり壷つぼなりに入れておいて、当日に未婚の男性がそれをくじ引きし、引き当てた名前の女性と祭りの期間中過すごさなければいけない、というもの。そしてペアになった男女はそれをきっかけに結婚することが多かったそうです。


　文化祭とか合宿の肝きも試だめしでやるような企画を、昔の人々もやっていたわけです。ここらへんの恋愛事情は、今も昔も大差ないというわけですね。


　このルペルカリア祭がその後、キリスト教司祭ウァレンティヌスの殉じゆん教きようを経へて名前を変え、現代に伝わっているのが二月のチョコ祭りだということです。





『おつかいに行こう』


　このお話は大幅に加か筆ひつ修しゆう正せいを致いたしました。


　ロゼの設定は掲載時から考えていたものでしたが、本編には直接関係がありませんし、ページ数の問題もあり、自主的に削ったのでした。


　今回、短編集として収録されることとなり、加筆することができて一安心です。


　この修正版を、一人でも多くの方に楽しんでいただければ嬉しく思います。





『いつか笑い話になったなら』


　最後なので、いっそ思いっきり馬ば鹿か馬鹿しい話をやってみようと試みた作品です。


　実際にこういう状況に陥おちいったら笑い事じゃないと思いますが。


　ラストの、首くび飾かざりの件がどうなったのかは本編六巻の通りです。





　以上、各話コメントでした。


　短編では、本編でやれないような小ネタをいろいろやれて楽しかったです。


　連載という、またとない機会を与えていただき本当にありがとうございました。





　さて、今回はあとがきを十ページ分いただいております。


　本編はすでに終了していますから、作中に書いたことがすべてということで、あまり多くは語れませんが……。せっかくの機会ですので、キャラクターについて裏話のようなものをいくつか。


　まず、ルビーウルフ。


　六巻あとがきにも書きました通り、もとは狼ではなく豹を連れた主人公として考えていました。ですが、ネコ科の動物だとどうしても女性的というか、セクシーだったりコケティッシュな印象になってしまう気がして。女豹とか言うくらいですし。


　ボーイッシュなヒロイン、という設定が先に固まっていたので、それならイヌ科にしようと狼に決めました。作中、ジェイドをからかったりする場面を一巻の解説にて「小悪魔系」と評されていましたが、これはネコ科だった頃の名残なごりというわけです。


　次に、ジェイド。


　こちらも六巻あとがきにて触ふれていますが、もとはやんちゃな性格でした。リオンに近い感じでしたね。年齢も、十八ではなく十七か十六でした。


　けれど、気の強いキャラが二人でいると衝突し合うばかりで話が先に進まない。どちらか一方を大人しくさせて、アクセルとブレーキのような対比にしようということで真面目な性格に落ち着き、それに伴ともない年ねん齢れいも若干引き上げました。





　フロストとケーナ。


　彼らの年齢について。狼おおかみの寿じゆ命みようは約十五年です。犬種や環かん境きようによって違ってきますが、犬とほぼ同じです。


　よって、これは犬と人間の年齢比ひ較かくを参さん考こうにしたものですが……ケーナは一巻の時点で一歳半から約二歳。人間でいえば二十歳前後。女子大生とか新社会人くらいでしょうか。


　フロストは五、六歳程度。人間に置き換えると三十代から四十代の男盛りです。


　作中でも述べましたように、彼らの天命は人よりもはるかに短いです。六巻ラストの時点で、彼らがルビーウルフの傍そばにいることは難しいでしょう。


　けれど、その意思や役目は新しい世代へ、そのまた次の世代へと受け継つがれていき、ルビーウルフたちのその後を見守り続けることになります。


　ミレリーナとロヴィン。


　主役二人に次いで人気のあった二人でした。


　ミレリーナはもともと、まったく別の物語の主人公として考えていたキャラクターでした。とはいえ、性格も容よう姿しも今とはかけ離はなれていて、同一のキャラと言えるかどうかは難しいですが。


　どういった物語だったかは、メモを書き付けていたノートの紛失によって今ではすっかり忘れてしまいました。それでも、どこかで記き憶おくには残のこっていたのでしょう。応おう募ぼ原げん稿こうにひょっこりと顔を出して、自じ己こ主しゆ張ちようしてくれました。


　そしてロヴィン。たぶん彼が、初期設定から最も大きな変化を遂げた人物です。と言いますのも、もとはミレリーナの騎き士しであり影かげ武む者しや……要するに女じよ装そうキャラでした。年齢もミレリーナと同じか、もしくは年下。唯ゆい一いつ、最終決定版まで残ったのは性格くらいでしょうか。中身はもとからあんな感じでした。





　他のキャラクターたちにもいろいろと思い出や誕たん生じようまでの経けい緯いなどありますが、紙面も尽つきてまいりましたので、この辺りで締しめさせていただきます。





　このシリーズは今年一月に刊行されました第六巻をもって完かん結けつを迎むかえました。ご感想のお手紙も届いております。温かいお言葉をたくさん賜たまわりまして万ばん感かん迫せまる思いです。


　本編六冊に加え、短編集を二冊も世に送り出すことができたのは、多くの方々の応援とご協力があったからこそです。深く御礼申し上げます。


　最後までお世話になりました担当様。このシリーズで経験させていただいた様々なことを今後の糧かてにしていこうと思います。とても勉強になりました。本当にありがとうございます。


　椎しい名な優ゆう様。全八冊の表紙、挿絵に加え、雑誌や宣せん伝でん用ようのポスターなどでたくさんの美しいイラストを描いてくださり、ありがとうございました。私自身はもちろん、キャラクターたちにとっても夢のような幸運でした。


　そして、ここまでお付き合いくださった皆様。本編から零こぼれ落ちた欠片かけらの物語たちはいかがでしたでしょうか。笑ったり、ほっとしたり、少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。


　本書が刊行される頃には、進学や進級などで新しい生活をスタートなさった方も多くいらっしゃることでしょう。私も新しい物語を始めるために、初心に返って一歩踏み出していきます。


　いつかまた皆様とお会いできることを心より願って。


　この物語を愛してくださり、ありがとうございました。





　　　　　二〇〇八年三月八日　卒業式の季節に




淡路帆希　　
















　初　出







『思い出を紡ごう』　　　　　　　書き下ろし


『眠れぬ夏の夜』　　　　　　　　ファンタジアバトルロイヤル　２００６年夏号


『淑女な遊戯』　　　　　　　　　月刊ドラゴンマガジン　２００７年３月号


『兄弟戦線』　　　　　　　　　　月刊ドラゴンマガジン　２００７年４月号


『時計職人の恋』　　　　　　　　月刊ドラゴンマガジン　２００７年５月号


『君に捧げる永遠の花』　　　　　月刊ドラゴンマガジン　２００７年６月号


『おつかいに行こう』　　　　　　月刊ドラゴンマガジン　２００７年７月号


『いつか笑い話になったなら』　　月刊ドラゴンマガジン　２００７年８月号


『未来を歌うように』　　　　　　書き下ろし




紅こう牙がのルビーウルフ　７


君に捧げる永遠の花





淡あわ路みち帆ほ希まれ
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